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序

この報告書は、地域振興整備公団の「那覇新都心土地区画整理事業」に伴って実施された、「安謝 

西原古墓群」の緊急発掘調査の成果を収録したものです。

発掘調査は、第1次から第4次にまたがって行われています。第1次調査は、1994年11月(平成 

6年度)、第2次調査は1995年1-2月(平成6年度)、第3次調査は、1997年9月から1998年3月 

(平成9年度)、第4次調査は2000年8月(平成12年度)に実施されました。

遺跡は先の大戦時における防空壕の構築や1950年代の米軍施設建設などによって、かなり変容して 

いましたが約7,600mの範囲に、第50 - 51号墓(第1次調査)、第1〜3号墓(第2次調査)、第4〜 

32号墓•第34号〜49号墓(第3次調査)、第33号墓(第4次調査)の合計51基の古墓を確認すること 

ができました。

古墓の造りのほとんどは、琉球石炭岩を掘込んだ掘込墓(方言でフィンチャー)です。外観では、 

破風墓・平葺墓などが確認されています。その中で、注目される古墓として墓口に「扉」が設置され 

た痕跡が確認されたことや、墓室内の造りが極めて精緻な様相を呈した遺構が確認されたことなどが 

あげられます。一方出土した遺物は、骨を納めるための専用•転用蔵骨器(方言でジーシ)の他に、 

中国産•本土産などの輸入陶磁器や沖縄産の瓶、酒注、猪口、銭貨・煙管•刀子•簪•指輪•貝製品 

など、多種多様の副葬品が得られています。本遺跡の発掘調査で得られたすべての情報は、近世沖縄 

における葬墓制を解明する上で貴重な歴史資料となることが期待されます。

末尾になりましたが、本書が多くの方々に活用されることを希望するとともに、文化財愛護思想の 

高揚、さらには諸開発計画における調整•協議の円滑な推進に寄与することを期待いたします。また、 

発掘調査にご協力頂いた関係各位に深く感謝申し上げます。

2001年3月

那覇市教育委員会

教育長渡久地政吉



例 言

1•本報告書は、那覇市教育委員会が地域振興整備公団(総裁工藤敦夫)の委託を受けて、1994 

年度(平成6年度)、1997年度(平成9年度)、2000年度(平成12年度)に実施した「安謝西原 

古墓群緊急発掘調査」の成果を収録したものである。

2. 第V章 第21節 安謝西原古墓群出土の人骨については、琉球大学医学部の石田肇氏•土月巴直美 

氏・譜久嶺忠彦氏に第26表としてまとめていただいた。記して感謝申し上げる。

3, 本古墓群の第3次調査において調査指導及び助言を、平敷令治氏(当時、沖縄国際大学学長)及 

び土肥直美氏(琉球大学助教授)より賜った。記して感謝申し上げる。

4. 第1図の那覇市全図は、国土地理院発行の地図を複製して使用した。

5, 第2図は、那覇市都市計画部都市計画課作成(1993 (平成5)年3月)の「那覇市全図」の一部 

を複製して使用した。

6. 第3図は、米軍作成地形図(1947 -1948年撮影の航空写真を元に1948 -1949 -1951年作成) 

を複製して使用した。

7, 第4図は、『那覇市史 那覇の民俗 資料篇 第2巻中の7』付録「旧真和志の歴史•民俗地図」 

を加筆・トレースして使用した。

8, 第5図は、地域振興整備公団 那覇市都市開発事務所が作成した那覇新都心開発整備事業現況図 

を一部修正して掲載した。

9. 古墓の写真測量図(第7 - 8図)は、1995 (平成7)年11月、(第9〜16図、第18〜24図)は 

1997 (平成9)年12月に上原測図に委託して作成したものに加筆して掲載した。

io•本報告書の編集は各執筆者及び島袋利恵子•栗山初美•大城弘子の協力を得て、主に仲宗根があ 

たった。執筆は下記に示すとおりである。

金武 正紀(那覇市教育委員会文化財課長)第V章 第1節•第V!章

島 弘 ( // 主 査) 第V章 第2・3節

仲宗根啓 ( 〃 主 事) 第I、m •IV章第V章第5節〜第14節

城間千栄子 ( // 調査指導員) 第V章 第15節〜第20節

山里千春 ( // 副調査指導員) 第V章 第4-8-9節

國吉康孝 (' // 調査補助員) 第!!章



11.成果の記録(資料整理及び協力者)
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12. 本遺跡から出土した沖縄産陶器については、機会を改めて報告する。

13. 遺物実測図と写真の番号は一致するように配置している。

14.出土した資料は、那覇市教育委員会文化財課で保管している。
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妄謝西原古集群発掘調査報告書

策T章調査に至る綫緯

安謝西原古墓群の所在する一帯は、第二次大戦後、米軍によって接収された地域である。その面積 

は約214ha (約60万坪)もの広大な土地で、主に米軍住宅施設として使用されていた。1987 (昭和62) 

年に全域が返還され、一般に「天久解放地」と称された。

同地区の返還後、「那覇新都心土地区画整理事業」に伴い、地域振興整備公団(以下,公団)によ 

り新しい街造りが進められることになる。これらの状況に伴って、那覇市教育委員会(以下、市教委) 

では1987 (昭和62)年に同地区の現地踏査を、さらに翌年の1988 (昭和63)年から1989 (平成元) 

年にかけては、埋蔵文化財の分布調査および試掘調査を実施した。その結果、9遺跡の存在が判明し、 

周知の文化財として位置付けられた。本古墓群は、その時期に確認された遺跡である。

その後、公団と、市教委との間で確認された遺跡(埋蔵文化財)の取り扱いについて調整および協 

議が行われた。その結果、9遺跡は記録保存を前提とした緊急発掘調査を行うこととなり、平成2年 

6月22日付けで発掘調査に関する協定が双方において取り交わされた。この協定に基づき、同地区に 

おける本格的な発掘調査が公団の委託を受けた市教委によって平成2年7月から開始された。本古墓 

群の発掘調査は、第1• 2次調查(平成6年度11月•1月〜2月)、第3次調査(平成9年度9月〜 

3月)、第4次調査(平成12年度8月)で実施されている。

第!!章遺跡の位置と環境

那覇市は、東経127度38分18秒〜127度44分26秒,北緯26度10分20秒〜26度14分32秒の沖縄本島 
註1 註2

南西部に位置し、東西約10.2km、南北約7.8kmを測る。市の北側には浦添市、東側に西原町、南東 

側に南風原町、南側に豊見城村と接する(第1図)。

市街地は標高2mから10mの低地となっており、この市街地を取り囲むように北側に天久台地、東 

側に標高!20m前後の首里。識名台地、南側に豊見城・小禄台地を形成する。また•首里弁ケ岳付近 

を源流とする安謝川が首里を二分して末吉町前に下り、下流で浦添市との境界を流れて東中国海に注 

<〇現在河口域には、那覇新港が位置し、その入り江は古くから港として機能しゝ重要な交通の基点 

ともいえる役割を担い発展してきた。

古くから浦添以北と那覇を結ぶ北の玄関口であった「字安謝」は、宿所としての役割を果たし•屋 

取集落を形成するに至った。明治期中頃には約80戸の民家や安謝の御嶽、土帝君君アガリヌカー、イ 

リヌカー,ビジュルなどの拝所、天久との境には、「ニシヌマーチュー」という松林があったことが 
註3

民俗地図等で確認でき参 (第4図)。

さて、安謝西原古墓群は、「名護毛」とも称された標高約21.511Tの琉球石灰岩丘陵に立地する。同 

地域は、那覇市の北西部いわゆる「天久解放地L現在では「那覇新都心整備事業」が進行する区域 

に位置している(第2図)。
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第1図 那覇市の位置と那覇新都心地区の位置
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番号 遺 跡

1 安謝西原古墓群

2 安謝前原遺跡

3 ナーチュー毛古墓群

4 安謝東原遺跡

5 安謝東原南遺跡

6 銘莉古墓群(北地区)

7 安謝前東原遺跡

8 スグルクガー北西遺跡

9 スグルクガー遺物散布地

10 銘茹直禄原遺跡

11 銘莉原遺跡

12 銘莉原南遺跡

13 ヒヤジョ一毛遣跡

14 銘莉名護松尾原北遺跡

15 銘莉名護松尾原南遺跡

16 銘莉古墓群(南地区)

17 旧天久村古井戸道跡

18 銘药港川原遣跡

第2図 那覇新都心地区内の遺跡分布
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第3図 那覇新都心地区内の遺跡分布(米軍作成地図S=1:10,00〇)

番号 遺 跡 刀

1 安謝西原古墓群

2 安謝前原遺跡

3 ナーチュー毛古墓群

4 安謝東原遺跡

5 安謝東原南遺跡

6 銘莉古墓群(北地区)

7 安謝前東原遺跡

8 スグルクガー北西遺跡

9 スグルクガー遺物散布地

10 銘莉直禄原遺跡

11 銘莉原遺跡

12 銘莉原南遺跡

13 ヒヤジョ一毛遺跡

14 銘莉名護松尾原北遺跡

15 銘莉名護松尾原南遺跡

16 銘莉古墓群(南地区)

17 旧天久村古井戸遺跡

18 銘莉港川原遺跡
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本古墓群は•丘陵の南側崖下と北側崖下に墓室内の形状が異なる特徴があることが確認された。ち 
註4 

なみに丘陵西側先端部崖下においては、琉球王府時代に活躍した名護良豊の墓が確認されている。

1950年前後における本古墓群の全体像は判然としないものの、丘陵上の地形を窺い知ることができ 

る(第3図)。戦後米軍による土地接収に伴い土地の改変がなされ•特に本古墓群の南側崖下に立地 

する古墓の屋根部分はすでに失われていたものの墓室内の平面構造が保存されていたことは幸いである。

註1.『那覇市統計書』第39回那覇市2000年3月
2. 『那覇市広報市民の友』第602号2001年3月
3. 『思い出のわが町』 沖縄タイムス

4. 『安謝西原古墓群』那覇市教育委員会1993年3月

参考文献

『ナーチュー毛古墓群』那覇市教育委員会2000年3月
『那覇市史資料篇第2巻中の7那覇の民俗』1979年1月

第H!章調査経過と調査組織

第1節調査経過

第1次調査

墓域丘陵の東側に所在した2基(第50 - 51号墓)の調査を1994 (平成6)年11月に実施した。両 

墓は、公団の区画整理作業中に発見されたもので、!994 (平成6)年10月18日•11月2日に公団と 

市教委で、古墓の確認•遺跡範囲の確認作業などを行った後、発掘調査に至った。

発掘調査は,11月7日から開始。両墓の墓室および墓庭の保存状態を確認しながら手作業によつ 

て掘り進めた。遺構は、屋根部や墓庭部が削平された状況にあった。掘り下げ作業と並行しながら、 

遺構の詳細図作成作業を行った(第26図)。

11月10日、トラバース測量及び遺構の写真撮影などを行って現地作業を終了した。

第2次調査

墓域の東側崖下に所在する3基(第i〜第3号墓)の調査を1995 (平成7)年1月5日から実施し 

た。作業は草木の伐採から開始。作業が進行するに従って、古墓の前庭部が造成土に埋もれた状態で 

確認された。遺構の全体が確認された時点で掘り下げ作業に移行した。遺構の番号は、東端から順 

に第1号墓〜第3号墓とした(第6図)。第1。2号墓室内では、それぞれ蔵骨器が数基確認された。

2月に入り、第3号墓の本格的な調査に入る。墓室内には陶製無頸甕形(ボージャー)を中心とし 

た蔵骨器が8個体確認された。しかし％いずれも原位置は保ってはおらず％二次的に投棄されたもの 

と考えられた。また、シルヒラシドウクル内左隅に小さな掘込み(ピット)が確認されたが詳細は不 

明であった。
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2月5日、遺構の全体撮影などを行って現地での作業を終了した。

遺構の実測図及び配置図に関しては、写真測量"平板測量で対応することとし、1995 (平成7)年 

11月•有限会社上原測図に委託した。

第3次調査
本古墓群の主体となる第4号墓〜第49号墓(第33号墓を除く)の調査を1997 (平成9 )年9月8 

日から実施した。

作業は、バックフォーにて遺跡の表土剥ぎ作業を中心に北側斜面より開始。丘陵北側の遺構は、比 

較的その外観を留めており•破風墓(第13 °17号墓等)や平葺墓(第6盗31号墓等)など規模の大 

きなものから庭部分を共有する小さなもの(第8-11号墓)までが確認され多種多様な状況であった。

発掘調査は、遺跡の立地が斜面にあるため足場が悪く、慎重な作業運びとなった。古墓内部は、す 

でに移転作業が完了していたものが多く、出土遺物は少ない傾向にあった。しかし、一部に蔵骨器や 

副葬品の出土も見た。これらの遺物出土状況は写真撮影や簡略図を作成しながら調査が進められた。

丘陵南側斜面においては、造成土が大量に堆積しバックフォーによる表土剥ぎ作業にかなりの時間 

を費やすこととなった。作業が進むに従って、第32号墓〜47号墓の存在が確認された。古墓の屋根部 

はすでに削平されており、その形状や装飾を窺い知ることはできない状況にあった。

また同地区は、周辺の区画整理作業の影響から、雨天時には冠水することがしばしばで、調査への 

影響が懸念され始め、作業工程にも支障をきたしてきた。それでも調査が進行するに従い、第35号墓 

などで注目される成果を得ることができた。第35号墓室の造りは•新都心整備事業地内はもとより市 

内で調査された古墓の特徴とは大きく異なる精緻な構造であった。

これらの遺構実測図及び配置図のほとんどに関しては、写真測量«平板測量で対応することとし、 

1997 (平成9)年12月、有限会社上原測図に委託した。その後、現地補足調査などを行なって1998 
(平成10)年3月13E.現地作業を終了した。

第4次調査
第33号墓(第17図)の調査を2000 (平成12)年8月］日から実施した。

作業は、同墓周辺の草木の伐採から開始。作業が進行するに従って、古墓の前庭部が造成土に埋も 

れた状態で確認された。また、墓口の一部は、ブロックにより改変されていた。

遺構の全体が確認された時点で掘り下げ作業に移行した。屋根部には石列が確認され、「破風墓」 

あるいは「平葺墓」を意識した装飾が施されていたことが判明した。これは、丘陵南側斜面に位置す 

る古墓の屋根部が改変された状況にあったことから、その構造を窺い知る上で貴重な成果となった。

墓庭及び墓室内は多量の埋土が堆積し％さらに,狭いスペースでの調査となったため掘り下げ作業 

にはかなりの時間と労力を費やした。注目される成果として、墓室内からシャコ貝が埋められた状態 

で検出されたことが挙げられる(PL°13)。

掘り下げ作業と並行して、トラバース測量作業•水準点移動•遺構詳細図(第17図)の作成などを 

行った。

8 " 日、遺構の全体撮影を行って現地での作業を終了した。
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第4図 旧真和志の歴史•民俗地図
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第2節調査組織

本遺跡の調査組織は次のとおりである。

調査責任者那覇市教育委員会 教育長 嘉手納是敏 (平成6〜9年度)

〃 // // 渡久地政吉 (平成1〇〜12年度)

〃 〃 文化課 課長 高江洲隆 (平成6〜7年度)

調査責任者及び調査総括 文化財課 〃 金武正紀 (平成8〜12年度)

調査総括 文化課 主幹 金武正紀 (平成6〜7年度)

調査事務 文化財課 主幹兼係長 古塚達朗 (平成8-10年度)

〃 文化課 係長 仲間健幸 (平成6年度)

〃 // 〃 佐久川馨 (平成7 - 8年度)

〃 文化財課 〃 真境名充子 (平成11年度)

〃 // 〃 喜納 曙 (平成12年度)

〃 〃 主任主事 我那覇生男 (平成6〜9年度)

〃 文化財課 // 親川 登 (平成9〜12年度)

〃 文化課 主事 赤嶺優子 (平成6〜7年度)

〃 文化財課 〃 照屋幸美 (平成8-10年度)

// 文化課 臨時職員 嘉手納可枝 (平成6年度)

// // // 嶺井奈々 (平成7年度)

〃 // 〃 嘉数綾子 (平成8年度)

// 文化財課 〃 平良優香 (平成9年度)

// 〃 // 宮城晶 (平成10年度)

〃 〃 // 仲間利恵子 (平成11年度)

〃 〃 〃 川満弓美子 (平成12年度)

発掘調査担当 文化財課 主 査 島 弘

〃 〃 主任主事 内間 靖 (現、市立壺屋焼物博物館主査)

〃 // 〃 玉城安明

〃 〃 主 事 仲宗根啓

〃 〃 〃 當間麻子

〃 〃 〃 當銘由嗣

// 文化課 調査補助員 山城直子 (平成6-8年度)

// 〃 〃 渡久地真 (平成6年度)

// // 〃 渡久地政嗣 (平成6年度)

〃 // // 城間千栄子 (平成6年度)
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発掘調査担当 文化財課調査補助員 栗山 初美(平成6 -10年度)

// // // 宮良 文子(平成6 -10年度)

// /Z 〃 國吉 康孝(平成9年度 現石川市教育委員会文化課主事)

〃 /Z 〃 山里 千春(平成10年度)

〃 〃 〃 仲嶺久里子(平成10年度)

発掘調査作業員

第1次調査
大宜味より子 喜舎場盛安 中塚末子 並里富子 宮国恵子 宮城恵子 与那嶺勢津子

金城スミ子(世話人)

第2次調査
安里セツ子 安次嶺政寿 阿波根栄子 新垣キク 新垣きよ 新垣ヒデ 新垣安太郎 石嶺米子 

伊禮ヒロ子大城節子大宜味より子太田吉光奥濱悦子嘉味田千枝子亀谷長範亀谷ハツ 

喜舎場盛安金城郁恵小橋川徳子小浜信子呉屋盛三呉屋救島袋節子謝敷時子

新里準子洲鎌武雄瑞慶覧長祐棚原ノリ子玉城史子知花まさ子津波古充政津波古朝子 

津波古美津江津波古よし子照喜名武子桃原佐恵美渡慶次和子中塚末子並里富子 

平安名哲子宮城悦子宮国恵子諸見里豊子与那城好子与那嶺勢津子金城スミ子(世話人)

第3次調査
赤嶺由乃阿波根栄子新垣キョ伊良部裕美子伊禮ヒロ子大城一美奥濱悦子奥平良子 

垣花中神谷奈央味金城信徳新里準子洲鎌武雄千住直広祖慶利枝子知念勝盛 

津波古朝子津波古トヨ照喜名武子渡慶次和子仲里志麻子仲宗根真子宮城新一 

与那城好子 与那嶺昌司 神谷智子(世話人)

第4次調査
神谷奈央味小浜廉信城間常敏宮城亮山田浩久

-9-



第!V章遺構

本遺跡は、那覇新都心地区(天久解放地)の北西部に位置する琉球石灰岩丘陵の斜面及び崖下に構 

築された51基の古墓群である(第2 - 6図)。丘陵の立地を見ると、東側の標高約21.5mを頂点とし 

て、西側に向かって緩やかに傾斜する。西側端(国道58号沿い)では崖地形が発達している。その丘 

陵の南斜面及び北斜面では古墓の造りに大きな違いが見て取れた。

ここでは、古墓の特徴を概観する。なお第7〜26図に抜粋した古墓の実測図と観察事項を示す。ま 

た、古墓各部の名称は主に発掘調査時に呼称した語句を使用した。第5図に凡例を示したので参照し 

ていただきたい。

各遺構は、外観を主体に見ると以下のようにA・B - Cタイプ(5タイプ)が確認できる(第1表)。

Aタイプ:屋根部に装飾が施される。

A-1 平葺墓(第1・2・6・14・26〜29・30・31・33号墓)

A- 2 破風墓(第5・7・12・13・17・21・25号墓)

Bタイプ:現状では屋根部に装飾が見られない。Aタイプ同様平葺•破風の形式を呈する可能性 

がある。遺構の規模は規格性が窺える。墓庭には石積みなどが見られる。

B-1 墓室奥には一〜三段、左右に一段の階段状のタナを有する。

(第 3 • 4 •15 •16 •18 • 24 • 5〇 • 51号墓)
註1

B-2墓口 ・墓室の造りが『ナーチュー毛古墓群』の!!類に類似。(第34〜47号墓) 

cタイプ:基盤の琉球石灰岩を掘込みのみで墓室とし、墓庭を共有するものが多く小規模。

(第8〜11・19・20・22・23・32・48・49号墓)

さて、上記タイプの中でB - 2としたものは、丘陵南斜面に位置する古墓のみの特徴で、その形状 

(墓口 ・墓室)は、北斜面に位置する古墓の形状と明らかに異なる造りである。

まず、墓口には、琉球石灰岩を加工して穴を穿いた石製品が埋め込まれている。これは、扉を設置 

するための施設と見られる(PL.16 3段目右)。また、第35号墓の墓口から、扉の開閉をスムース 

に行うための工夫と考えられる円盤状の銅製品(第45図3)が検出された(PL.14 4段目右)。

次に墓室は「シルヒラシドウクル」の空間が約2rrf〜lOrriの広さを有する。「タナ」は、左右にー 

〜二つ、奥にー〜三つに仕切られた造りで、壁面には縁取りなどの装飾も見られ(第35・37・45号墓)、 

約20cm〜100cmの高さに掘り込まれている。また、墓室が二重に構築されるものも見られる(第37号 

墓)。

同タイプに類似する遺構は、県内で確認例が増えつつあり、今後の調査事例の動向に留意していき 

たい。

本古墓群におけるその他の特徴として、墓域全体に墓室はもとより墓庭を基盤の琉球石灰岩を掘り 

込んで形成するタイプが見られることが上げられる。これらの遺構は周辺より一段低くなることから、 

墓庭に入る際に必要な階段状の施設が設けられるものが見られる(第13号墓など)。

ところで、本古墓群が形成される時期を得られた蔵骨器を参考に概観すると、丘陵の南斜面には18 
世紀初頭(第35号墓)から18世紀前半(第43-46号墓)にかけて、北斜面では18世紀前半(第1号 

墓)から18世紀中頃(第31号墓)にかけて墓が構築されている(第1表)。

-10-



第1表遺構のタイプ分類

タイプ
屋根の 

外観

墓室の 

掘込み

墓口の 

構造

墓庭の 

構造

遺構の 

立地
出土蔵骨器の銘書年代 備 考

A1 平葺 横穴 切石を 

用いる

基盤を 

掘込む

崖下

斜面

第1号墓-雍正十三年

第31号墓-乾隆二十三年

第2号墓-嘉慶七年

主に丘陵の北斜面の崖下 

に位置する。

第6号墓など

A2 破風 横穴 切石を 

用いる

基盤を 

掘込む

斜面 第17号墓-昭和六年 主に丘陵の北斜面に位 

置する。

墓庭が周辺より一段低 

く、階段設置(第13号 

墓など)

B1 不明 横穴 切石を 

用いる

基盤を 

掘込み 

石積み 

も併用 

する。

斜面 第3号墓t乾隆四十五年 主に丘陵の北斜面に位 

置する。

墓の規模に規格性が窺 

える。

B2 不明 横穴 基盤を 

掘込む

基盤を 

掘込む

斜面 第35号墓t康熙四十年 

第43号墓-乾隆十三年 

第46号墓一康熙五十三年

主に丘陵の南斜面に位 

置する。

墓口 ・墓室の造りが特徴 

的。

C なし 横穴 石積み 平場 斜面 主に丘陵の北斜面に位 

置する。

小規模の墓。

-11-



ちなみに、本古墓群内に所在した「名護親方良豊」の墓の発掘調査が1990 (平成2)年に実施され 
註2

ている。同人は、1617年に没したことが判明しており、17世紀前半には本地域が墓域として利用さ

れていたことが窺える。

以上、遺構の特徴を簡単に述べた。今後の課題としては、遺構の形状分類の整理や墓域(および複 

数の墓域間)における墓の形成過程の変遷、被葬者の差違など多様な検討が必要になるものと考える。

註1•金武正紀ほか 『ナーチュー毛古墓群』 那覇市教育委員会2000年3月

2.島 弘 『安謝西原古墓群』 那覇市教育委員会1993年3月

参考文献

『埋蔵文化財発掘調査ニュースNo.7安謝西原古墓群』 那覇市教育委員会 1998年3月

『那覇市歴史地図』那覇市教育委員会1987年

基盤を掘り込む

庭の構築方法

平葺墓 掘込墓

名部分の名称

墓室ー

袖石

サンミデー

右タナ
左タナ
シノレヒラシドウクノレ

墓口 HZ _ __
袖石一「| [ 一:

袖墓Y3 
左垣丁

奥タナ

墓口・墓室の計測

右垣

A:墓口奥行
B :墓口幅
C:墓口高さ

D:墓室奥行
E :墓室幅
F:墓室高さ

不定形

68石積み

図基盤 

□埋土など

第5図 遺構観察の凡例模式図
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7 83

」29号墓

4 9 8.

市立安謝幼稚園
竺

10833号却

/45号堇

15号墓
35号墓

卜2号墓ー

37号墓

14 <38号墓 16号墓

6.5S 5号墓:

X44号墓二 |4 540

I 7 -

14-68

18 35

-20.0 —

056
15-45

14.69

15-69

109
EL = 4.742

2Z号墓 ,
F7. 〇 3任5号墓

安謝市営住宅

第6図 安謝西原古墓群遺構配置概略図(S^l:500)

〇 E
X=25,800.000



-EL=14.000mEL=14.000m--------

EL=14.000m----- -----EL=14.000m

No.3

®は蔵骨器

第2号墓室平面図第1号墓室平面図

<

第2号墓
"14m

第1号墓

第2号墓正面図
(Bライン)

第1号墓室正面図 

8イZ)

——%

〇

§

ぶ
C 11C------ ソ

第2号墓室正面図 

(cライン)

第1号墓正面図
(Bライン)

C

図

熠ヘ
辰A

氣り

簸

河•带會乂畠

° B

No.l

000伽8’奖=又+

平面図

墓番号 立地場所 
の基盤

外
観
形
式

墓口の 
構築方法

墓口

墓庭の 
構築方法

サンミデー 
の有無

墓室の 
平面形

墓室 タナ数 (単位:cm)
特徴奥行 

幅
咼さ

奥行 
幅 
高さ

n
左一琉球 平 石積み 66 基盤を 有 方形 208 3 屋根部分の保存状態は良好ではなかったが、

1号墓 石炭岩 葺 58 掘込む。 216 1 一部切石の石列が確認され、屋根の装飾が窺えた。

墓 — J/M-I 〇 — 1 庭に大きな攪乱がみられた。

2号墓
60 340 3 第1号墓と造りは類似。墓室内に蔵骨器が確認

// 〃 〃 58 〃 // 〃 228 1 できた。
— 164 1

第7図(PL.4) 第1-2号墓実測図

-15-



墓室

幅 
咼さ

墓室の 
平面形

ザンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 
荒 

幅 
咼さ

墓口の 

構築方法
立地場所 
の基盤

(単位:cm)
特 徴

EL=12.000m -—

(Bライン)

EL=12.000m -----

墓室正面図

(Cライン)

A

平面図

琉球 f石積み 60不明

石及石墓 94
有 方形 276 3

214 —
130 -

遺構周辺が多量の埋土で攪乱されている。

墓室内には投げ込まれた状態で蔵骨器が確認された。 

また、小さな土坑も確認されている。

第錦笠(PL°4)第3号墓実測図

数ナ
奥
右
左 

夕外
観
形
式
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墓室

幅 
咼さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口

奥行 
幅
高さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

(単位:cm)
特 徴

EL^lS.OOOm--- -

琉球 基盤を 
掘込む

82
75
90

基本的に 
基盤を掘 
立込む

不明 方形142
186
167

墓室は前庭部から一段低く形成されている。

第9 図(PL. 5) 第4号墓実測図

数ナ
奥
右
左 

夕外
観
形
式
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墓室平面図

4m〇A 

平面図

%.
%

EL=12.000m -----

墓室
后

幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミテー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口

奥行 
幅
咼さ

立地場所 
の基盤

c C
墓室正面図

(Cライン)

(単位:cm)
特 徴

EL=12.000m -----

(Bライン)

琉球 
石灰岩

破石積み 
嵐

墓

87 基盤を 有
66掘り込む
91

方形 260 3
212 1
168 1

本来掘込み墓であったものをセメントで補修»改修が 

行われている。

調査時に移転作業が行われた。下駄が出土。

第10図(Pし5)第5号墓実測図

E
L
H
1
2

.
〇
〇
〇m

-
-
-

数ナ
奥
右
左 

夕
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Jl

EL=12.000m----

墓室

奥行 
幅 
咼さ

墓室の 

平面形
サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
高さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

(単位:cm)
特 徴

土

琉球 g石積み 
石炭岩 !

70 基盤を 
66掘込む 
106

方形 270 1
200 1
185 1

第5号墓と同様。後世に改修が行われている。墓口は本来 
基盤を掘込んだのみの造りである。墓室内から木棺状の 

木製品と鉄釘が出土。調査期間中に移転。

第11図(PL. 6)第6号墓実測図

数ナ
奥
右
左 

夕外
観
形
式
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尊
SI
迦
感C

図 

(
A

ヾ

ヾ
)

墓室平面図

タナ数

奥 
右 
左

墓室

MS 
幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
高さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

墓室正面図

(cライン)

EL=10.000m ----

(単位:cm)
特 徴

EL=10.000m ----

琉球
石炭岩

破基盤を s掘込む

62 基盤を 
61掘込む 
85

方形 262 3 後世の改修により切石を積み上げている。墓庭は一段

172 1 低くなる。

146 1

第12図(PL.8) 第13号墓実測図

ELHloboom  -

w
象

E
O
O
O
.
O
E
M
-
-

外
観
形
式

-2〇-



タナ数

奥
右
左

墓室

幅 
咼さ

墓室の 
平面形

サンミ丁」 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 
顛 

幅 
高さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

墓番号

〇 第14号墓室正面図
も (Cライン)

第14号墓室平面図息

EL=13.000m

第15号墓室平面図

墓室は一部掘込みである。比較的新しい造りの 

タイプとの印象を受ける。

230
170
148

方形有2〇基盤を 

掘込む。14号墓
琉球
石炭岩

(単位:cm)
特 徴

EL=13.000m ---

第15号墓正面図 

(Bライン)

15号墓 〃 込
30
58
87

不明 方形 76 ー 〃
]4 - 庭の一部を若干掘りくぼめる。
85 一

第13図(PL.8) 第!4 -15号墓実測図

外
観
形
式

oc
第15号墓室正面図 

o(Cライン)

E
L
U
1
3
.
0
0
0m

-

E
O
O
O

cnT
q
M
-
-

石 平
葺
墓
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正面図 

(Bライン)

EL=14.000m ----
c c

墓室正面図 

(Cライン)

墓室

幅 
咼さ

墓室の 

平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

(単位:cm)
特 徴

琉球
石炭岩

掘基盤を 
圣掘込む

90 基盤を
52掘込む 
95

不明 円形107 -
156 一
84 一

墓庭の規模に比べ小さな墓室。墓庭は周辺より一段低く 

掘込む。

第14図(PL. 9)第16号墓実測図

------ C'

数ナ
奥
右
左 

夕外
観
形
式

翌
@1
師
贏C

図

r
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墓室正面図 

(Cライン)

墓室平面図 自

W必+ 八

攻

平面図

EL=8.000m---

正面図 

(Bライン)

墓室

幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口

奥行
幅
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

(単位:cm)
特 徴

琉球
石炭岩

基盤を 
掘込む

破 
嵐 
墓

72 基盤を
57掘込む
93

方形 338 1
19? 一
134 -

後世の改修により切石やセメントなどを使用して外観を 

形成。

第15図(PL.9) 第17号墓実測図

行00
0

00

き
-

(
>
*
<
)

聲
HI
迦
感C

図 

(
A
P

-X
)ヾ

数ナ
奥
右
左 

夕外
観
形
式
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B'

EL=6.000m ---

EL=6.000m ---

墓室

奥行 
幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
高さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

(単位:cm)
特 徴

琉球 J石積み

石灰岩 墓

67 基盤と石有 
66積みの併 
1〇6用か

方形 276 3
243 1
205 1

墓室内の壁面全体及び屋根に漆喰が見られる。 

墓室内に割れた状態の蔵骨器が多数検出された。

第16図(PL.12) 第31号墓実測図

ELH
6
.
0
0

〇 m

日
〇
〇
〇•
9
H
q
M

数ナ
奥
右
左 

夕外
観
形
式

A'
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墓室内から意図的に埋められたと見られる貝(シャコ貝) 

が検出された。

墓室 
茹 

幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 

の有無
墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

EL=12.000m ---

墓室正面図

(Cライン)

0 X=25,833.394
Y=18,911.739

墓室平面図
A'

(単位:cm)
特 徴

ハ X=25,824.410
W Y=18,907.354

平面図

第17図(PL.13) 第33号墓実測図

平
葺
墓

を
む 

盤
込 

基
掘

形 方
0
 8
 8

2
 4
 0

2
 2
 2岩

球
炭

琉
石

2
 8
 8

9
 8
 02

明 不 明 不

数ナ
奥
右
左 

夕外
観
形
式

0 X=25,833.394
Y=18,911.739

日

〇

〇

〇

虺

き

.<

-̂1
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EL=12.000m----

EL=12.000m----

C------

正面図 

(Bライン)

C

B------

タナ数

奥
右
左

墓室

幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

肆
団
冲}t
r

図 

>

ヾ

ヾ
)

(単位:cm)
特 徴

琉球 
石灰岩

掘 
込 
墓

基盤を 
掘込む

91基盤を 
102掘込む 
186

方形 292 3
510 1
191 1

墓室内のタナの造りが精緻である。墓口から円盤状の銅 

製品が出土。正面奥タナより石灰岩製の容器にはいった 

焼骨が検出された。

第18図(P L.14) 第35号墓実測図

c-----

外
観
形
式

4m
—
I
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EL=12.000m ---

EL=12.000m ---

墓室

幅 
咼さ

墓室の 
平面形

サンミ厂" 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
高さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

B

正面図 

(Bライン)

墓室正面図

(cライン)

'%墓室平面図

198切石を積有 
77み上げる 
80

方形186 一
440 1
163 1

室内は二重になっている。屋根部が崩落していた。 

墓室内にピット検出。

(単位:cm)
特 徴

第19図(PL.15) 第37号墓実測図

(
>
*
<
 

囲
回
逅

数ナ
奥
右
左 

夕外
観
形
式

岩

球
炭 

琉
石

を
む 

盤
込 

基
掘 

掘
込
墓
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タナ数

奥
右
左

墓室 
茹 

幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口

奥あ 
幅 
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

EL=11.000m----

正面図 

(Bライン)

墓口に扉を設置したと見られる痕跡が確認された。 

また、墓ロ周辺から銭貨がまとまって出土。

(単位:cm)
特 徴

第20図(P L.16) 第38号墓実測図

外
観
形
式

I
X
 
I
X
 
I
X

18
37-

明 不を
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盤
込 

基
掘

岩

球
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琉
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盤
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基
掘 

掘
込
墓
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墓室

iff
幅
咼さ

墓室の 

平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口

Mff 
幅 
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

EL=12.000m ----

EL=12.000m ----

(単位:cm)
特 徴

琉球
石炭岩

基盤を 
掘込む

掘 
込 
墓

155基盤を 
92掘込む

不明 方形176
206

1
1
1

墓庭に転用蔵骨器が埋め込まれた状態で三点出土。

第21図(P L.16) 第39号墓実測図
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右
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夕外
観
形
式
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墓室

幅 
咼さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口

奥亏 
幅
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

正面図 

(Bライン)

平面図

(単位:cm)
特 徴

琉球
石炭岩

基盤を 
掘込む

掘 
込 
墓

不明 不明 方形? 一 1 墓室奥タナ壁面に陰刻が確認された。

- 1

第22図(PL.17)第40号墓実測図
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夕外
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形
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墓室

幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
高さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

EL=14.000m ----

墓室正面図 

(cライン)

A'

<

A 
平面図

(単位:cm)
特 徴

琉球 
石炭岩

掘基盤を 
瑩掘込む

136
110

不明 有 方形 444 2 墓室を縦断して防空壕が構築されていた。

480 1 墓室には多量の蔵骨器がまとめられた状況で検出。

一 1 先の大戦時によるものと考えられる。

第23図(P L.18) 第43号墓実測図
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墓室

幅 
咼さ

墓室の 
平面形

サンミ丁'- 

の有無
墓庭の 
構築方法

墓口

奥有 
幅
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

平面図

EL=12.000m

EL=12.000m

<

(単位:cm)
特 徴

琉球 理基盤を 
石炭岩!掘込む

210
128

不明 不明 方形 372 3
458 1
180 1

墓口に扉を設置したと見られる痕跡が確認された。 

墓室内の奥タナの造りは精緻である。

第24図(PL.19) 第45号墓実測図
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EL=12.000m ----

± 一t
管攪乱

正面図

(Bライン)

c~\____ r
墓室断面図

(Cライン)

Q X=25,801.396
Y=18,958.171

墓室 
茹 

幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口 

奥行 
幅 
高さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

(単位:cm)
特 徴

琉球 押基盤を 

石炭岩 J掘込む

178基盤を 
83はつる

不明 方形190
330

墓室上層において蔵骨器(破片)の推積が見られた。 

中層では、ブタの頭蓋骨などが出土。下層では、一次葬 

の可能性が示唆される人骨や転用蔵骨器などが出土。

クギA

頭骨No.1

銭貨aクギNo.4

カメ No.4

]7
〇

墓室内(中層〜下層)遺物出土状況図

転用蔵骨器 
(No.1)

’乂銭貨出土範囲

Im

ブタ頭蓋骨、クギNo.1

クギNo.3 
クギNo.2

,クギI

カメ、q

% =

第25図(PL.20) 第46号墓実測図
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EL=19.000m ---

第50号墓室断面図 

(cライン)

----EL=19.000m

第51号墓室断面図 

(cライン)

Cヽ

墓室

幅 
高さ

墓室の 
平面形

サンミデー 
の有無

墓庭の 
構築方法

墓口

奥行 
幅 
咼さ

墓口の 
構築方法

立地場所 
の基盤

墓番号

-C

(単位:cm)
特 徴

51号墓 〃 〃
91
149 〃

不明楕円形176 -
236 一
80 —

50号墓 琉球
石炭岩

掘基盤を 
!掘込む

76 基盤を 

はつる

方形 269 3 屋根部に攪乱が著しい。

236 1
186 1

第26図(P L.21) 第50・51号墓実測図
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第2表遺物出土一覧

X 出土遺物

出土地点、、

蔵骨器 外 

国 

産 

陶 

磁 

器

本土産 銭

貨

木

製

品

刀

子

鉄

釘

煙

管

簪 指

輪

金

属

製

品

石 

器

石 

製 

品

瓦 円 

盤 

状 

製 

品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

骨

製

IX!

貝

製

品

ガ 

ラ 

ス 

製 

品

脊 

椎 

動 

物 

遺 

骸

軟 

体 

動 

物 

遺 

殻

鑑

人

骨

土

器

沖 

縄 

産 

陶 

器

そ

の

他

4

計

専

用

蔵

骨

器

転

用

蔵

骨

器

肥

前

系

そ

の

他

第1号墓 35 1 10 3 5 50 1 105
第1• 2号墓 8 1 6 1 3 19
第2号墓 55 4 1 2 2 4 3 15 86
第3号墓 18 4 2 1 2 1 1 8 1 38
第4号墓 12 1 1 1 15
第5号墓 12 2 1 3 18
第6号墓 3 2 1 228 1 24 3 262
第7号墓 8 1 2 1 6 1 1 17 4 2 43
第7 • 8号墓間 1 1 1 3
第7-10号墓 1 3 2 6
第8号墓 9 1 1 2 1 2 1 17
第9号墓 3 3 1 2 1 1 11
第10号墓 1 1 1 4 2 5 9 23
第11号墓 1 1 1 1 5 2 11
第12号墓 1 1 1 1 2 5 11
第13号墓 3 13 1 5 1 6 3 32
第14号墓 1 1
第15号墓 〇
第16号墓 3 4 1 1 5 1 5 20
第17号墓 14 1 1 2 1 2 21
第18号墓 2 2 3 1 6 5 2 3 24
第19号墓 〇
第19 • 20号墓 4 1 5
第20号墓 2 1 1 1 1 6
第21号墓 2 1 4 6 5 2 2 8 1 31
第22号墓 〇
第23号墓 65 5 1 16 1 88
第24号墓 3 1 6 2 7 9 3 3 27 1 62
第25号墓 〇
第26号墓 〇
第27号墓 〇
第28号墓 〇
第29号墓 〇
第30号墓 4 8 4 43 5 1 1 66
第31号墓 36 2 3 1 3 62 3 110
第32号墓 1 3 2 1 7
第33号墓 25 4 1 8 1 23 1 33 1 1 8 3 11 120
第34号墓 4 3 1 2 10
第35号墓 55 16 3 1 26 25 2 4 2 13 1 6 5 5 6 2 172
第36号墓 18 1 8 3 2 4 9 3 4 5 57
第37号墓 33 8 3 1 30 47 4 12 1 1 5 15 2 162
第38号墓 89 18 2 1 15 18 3 3 1 10 11 1 7 3 1 39 2 224
第38 • 39号墓 〇
第39号墓 44 35 4 1 21 13 1 3 2 23 3 2 15 6 1 47 2 223
第40号墓 14 3 130 1 5 2 22 12 1 1 191
第41号墓 1 1 1 3
第42号墓 58 2 1 3 1 1 1 2 1 5 75
第43号墓 63 7 2 2 3 7 5 2 3 3 5 1 103
第44号墓 296 28 1 5 13 4 4 19 3 7 1 1 6 1 4 34 1 428
第44 • 46号墓 1 1
第45号墓 9 8 3 63 15 1 1 4 1 1 1 2 7 1 117
第46号墓 193 25 8 6 31 58 66 1 2 2 36 1 32 1 3 1 4 37 9 8 63 15 602
第47号墓 2 2 4
第48号墓 2 2
第49号墓 2 2 1 1 3 9
第50号墓 17 1 1 2 21
第51号墓 1 1 1 3
表採 21 1 1 2 2 4 1 2 34
合 計 1235 188 31 15 283 327 3 1 334 24 14 4 248 18 170 8 21 1 1 65 219 23 104 2 301 62 3702
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第V章遺物

第1節蔵骨器

1,蔵骨器の分類

(1)専用蔵骨器
沖縄は中国との関係が深く、中国から洗骨の習俗が入ってくる。死者を木の棺に納めて墓口から墓 

室内に入ってすぐの平坦地(方言でシルヒラシドウクル)に安置し、死後3年以上の奇数年に墓庭で 

洗骨をし、その骨を蔵骨器(方言でジーシ)に納めて、シルヒラシドウクルの奥の壇や左右の壇の上 

に安置する。この二次葬のときに使用するのが蔵骨器である。蔵骨器には主に石製家形蔵骨器(方言 

でイシジーシ=石厨子)、陶製家形蔵骨器(方言でウドウンジーシ=御殿厨子)、陶製甕形蔵骨器(方 

言でジーシガーミ=厨子甕)が使用されているが、古い時代には木製蔵骨器(方言でイタジーシ=板 

厨子)も使用されていた。蔵骨器の身や蓋には、納められた人の氏名、死亡年月日、洗骨年月日など 

が墨書で記されている。これを方言でミガチ(銘書)という。このミガチは蔵骨器分類に重要である。 

ミガチを参考にしながら次のように分類した。なお、家形蔵骨器に関しては、上部径、下部径とも長 

径のみを記載している。

下記の蔵骨器分類表と第27図の蔵骨器分類図を対比して参照。

第3表蔵骨器分類表

※蔵骨器観察一覧(第5・6表)の形式分類は上記表によるもので、例えばmiは陶製無頸甕形「皿」 

の中型「1」を表わし、maは陶製無頸甕形「m」の蓋で宝珠形つまみ「a」の付くものを表わし 

ている。

名称又は仮称 身 蓋

I石製家形 方形で4脚付 入母屋

H陶製家形 〃 a. 切妻
b. 入母屋(御殿形)

C,寄棟(民家形)

m陶製無頸甕形

(ボージャー)

1. 中型(高さ50cm前後)

2. 大型(高さ60cm前後)

3. 小型(高さ40cm前後)

a. 宝珠形つまみ

b. 饅頭形つまみ

c. つまみなし

N陶製円筒形 1. 円筒形で3脚付
2. 円筒形で高台付

a, 円形屋根形で宝珠形つまみ

b. ボージャータイプで宝珠形つまみ

V陶製有頸甕形 1. 文様なし(ボージャーに近い)
2. 貼付文( 〃 )
3. 貼付文
4. 貼付文+線彫文
5. 線彫文

a, 約5 mm以上の「き」

b, 約5 mm以下の「き」

C. 「き」なし

VI陶製軒付甕形 1. 降棟に獅子等の装飾があるもの

2. 降棟(くだりむね)に装飾のな 

いもの

a, 降棟に獅子等の装飾があるもの

b. 降棟に装飾のないもの
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I石製家形蔵骨器

琉球石灰岩をくりぬいて造ったものがほとんどである。身は長方形で4脚が付く。蓋は入母屋形 

がほとんどである。

n 陶製家形蔵骨器

陶器の家形で、素焼と釉をかけたものがある。身は長方形で4脚が付く。

蓋はa•切妻(破風形)

b,入母屋(御殿形)

c,寄棟(民家形)

(a)素焼(アカムン)(報告書「銘莉古墓群(I)」参照)

(a) 素焼(アカムン)(報告書「ナーチュー毛古墓群」参照)

(b) 素焼(彩色)(報告書「ナーチュー毛古墓群」参照)

(c) 焼締(マンガン彩色)(報告書「銘莉古墓群(□)」参照)

(d) 施釉(第29 図1-2 PL24の1-2)
(a) 施釉(報告書「銘莉古墓群(I)」参照)

(b) 素焼(瓦質)(報告書「銘莉古墓群(I)」参照)

m陶製無頸甕形蔵骨器

方言で「ボージャージーシ」と言われているもので、第30図に示した。口縁部は丸く肥厚し、 

頸部がほとんどない。これには喜名焼と壺屋焼がある。

身は 1.中型(高さが50cm前後)

2. 大型(高さが60cm前後)

3. 小型(高さが40cm前後)

に大別される。中型を最初に入れたのは壺屋焼より古い喜名焼には大型はほとんどなく、中型が主で 

あることによる。文様は正面窓の両サイドに蓮花の線彫り文が喜名焼にはよく見られる。壺屋焼はか 

なり喜名焼の影響を受けたようで、壺屋の古いものは窓の庇や窓の両サイドに蓮花文など喜名焼を模 

倣したのが見られる。形から見ると喜名焼や壺屋焼の古いものは胴部で大きく膨らむが、壺屋焼はそ 

の後肩部が膨らむようになり、最も新しい時期になると胴部も肩部もあまり膨らまない寸胴形に近い 

ものへと変化していく傾向にある。

正面には1〜4個の孔を穿った窓があるが、その窓の上に付けられた庇によって次のように大別し 

た。

なお、①〜③は庇と窓の左右の枠は別々に造ってから貼付している。

① 庇が約2cm以上出ているもの。これには

①一 1庇が直線的なもの

① 一2 庇が破風状のもの

② 庇が約Icn!台のもの。これには

② 一1庇が直線的なもの

② 一2 庇が破風状のもの

③ 庇が約lcn!以下しかでてないもの。これには

③ 一1庇が直線的なもの

③一2 庇が破風状のもの
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蓋はa,宝珠形つまみの付くもの

b, 饅頭形つまみの付くもの

c, つまみの付かないもの

に大別される。宝珠形としたのはつまみの内側が空洞になっているもので、饅頭形は内側に空洞のな 

いものとして大別した。喜名焼はほとんど宝珠形で、壺屋焼の古いものも宝珠形が多い。また波状文 

などの文様も見られる。

IV陶製円筒形蔵骨器

身は円筒形で3脚が付き、蓋は円形屋根形で宝珠形のつまみが付くものと身は円筒形で高台が 

っき、ふたはボージャータイプで宝珠形のつまみが付くものがある。大きさは大型のみである。

V陶製有頸甕形蔵骨器

頸部が立ち上がるタイプで、第31図1-2に示した。素焼も見られるが、ほとんどはマンガ 

ン釉が施されている。

身は 1.文様のないもの(ボージャーに近い)

2. 貼付文(ボージャーに近い)

3. 貼付文(蓮花など)

4. 貼付文+線彫文
5. 線彫文

に大別される。なお、大きさによって中型(高さ50cm前後)、大型(高さ60cm前後)、小型I (高 

さ40cm前後)、小型口(高さ30cm前後)に大別される。

蓋の大きな特徴は「き」(蓋の鍔の内側に突出したもの。鍔全体に廻っており、これは蓋が身から 

ずれるのを防止するもの)である。

a.約5 mm以上の大きな「き」

b .約5mm以下の小さな「き」

c • 「き」がないもの

に大別した。喜名焼や壺屋焼の古いものは幅も高さも大きくしっかりしている。

VI陶製軒付甕形蔵骨器
蓋にも身にも瓦屋根の付くタイプで、第31図3 - 4に示した。身には蓮花、獅子などの貼付 

文が全面に見られる。ほとんどはマンガン釉が施されている。大きさは大型で、中・小型はほと 

んど見えない。

身は 1.降棟に獅子等の貼付装飾のあるもの

2.降棟に装飾のないもの

蓋は a.降棟に獅子等の貼付装飾のあるもの

b.降棟に装飾のないもの
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(2)転用蔵骨器

専用蔵骨器ではない壺、甕、鉢などを蔵骨器として使用したものを転用蔵骨器とした。

これにはI.沖縄産の土器壺

2. 中国産褐釉陶器壺
3. タイ産褐釉陶器壺

4•薩摩焼壺
5.喜名焼甕•壺•火炉•擂鉢

6•産地不明の壺

7 .壺屋焼の甕・壺•鉢•擂鉢

8•本土産蓋付鉢
などがある。壺は頭骨が入るように口縁部や胴部を打ち欠いて立てたり、横にしたりして使用して 

いる。また、胴部に窓孔を意識して穿孔したのも見られる。

小壺は子供用に使用したのが多いが、中には枝珊瑚が入ったのもある。枝珊瑚の入っているのは海 

で死亡して遺体があがらない人や、戦争で亡くなって遺体が見つからない人は海から枝珊瑚を拾って 

きて壺に入れて、納める沖縄の習俗からきているものである。なお、黒釉の耳付小壺(方言でアンダ 

ガーミ)は、転用蔵骨器もあるが、中には沖縄戦のときに墓に避難した住民が持ち込んだ可能イ、生のも 

のもある。

※ミガチ(銘書)の凡例

観察表の中のミガチ(銘書)の項目で次のような表記を用いた。

□ □ー不鮮明な文字。

•・ 一文字があったと考えられるがその部分が欠損し、又は、文字数の判然としないもの。

()ーその部分の文字はないが、全体から見てそのように考えられる。

氏、家名、名乗頭の項目も同じ。

(一)ー銘書の記し違いと思われる。全体からみてこのように考えられる。

/ー文章の切れ目。

<>一ミガチ(銘書)に()書きされている。

［右］［左］［内面］［ふち］ • ミガチ(銘書)の書かれている場所。

※凡例:法量については下記のとおりである。(a :上部径 b :器高 c :下部径)
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第4表蔵骨器出土一覧
、、マ式分類 

出土血、

I石製家形 —II陶製家形____________ III陶製無頸甕形 IV陶製円筒形
身 蓋 身 蓋 身 蓋 身

□ 胴 底 完 頭 胴 底 完 □ 胴 底 完 頭 胴 底 完 ロ 胴 底 完 頭 月同 底 完 □ 月同 底 完

第1号墓
墓宰 1 1 2 1 7
墓庭 1 1 1 1
一括

第2号墓
幕宰 1 2 2
墓庭 2 2 1 2 4 2 2 2 1
一括

第い2号墓 1

第3号墓
墓室 1 3
墓庭 1
一括

第4号墓
墓宰

墓庭

一括 1 1

第5号墓
墓宰

墓庭

一括 1 1 1

第6号墓
墓宰 1
墓庭

一括

第7号墓
墓宰 1 2
墓庭

一括 1

第8号墓
墓宰

墓庭 7
一括 1

第9号墓
墓室

墓庭

一括 2

第10号墓
墓室

墓庭

一括

第11号墓
墓室

墓庭

一括 1

第12号墓
墓室

墓庭

一括

第13号墓
墓室

墓庭

一括 1 1

第14号墓
墓室

墓庭

一括

第15号墓
墓室

墓庭

一括

第16号墓
墓室

墓庭

一括

第17号墓
墓室

墓庭

一括 1 2 1

第18号墓
墓室

墓庭

一括

第19号墓
墓室

墓庭

一括

第20号墓
墓室

墓庭

一括

第21号墓
墓室

墓庭

一括

第22号墓
墓室

墓庭

一括

第23号墓
墓室 2 1 1 1 4 1 7 1 2 2
墓庭

一括

第24号墓
墓室

ぎ庭 1
一括

第25号墓
墓室

墓庭

一括

第26号墓
墓室

墓庭

一括 1 ［一 1 - ___
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V陶製有頸喪形 ________ VI陶製軒付喪形 転 用 厶
蓋 身 毒 ________ 身 蓋 身 蓋

〇

頭 胴 底 完 □ 胴 底 完 頭 月同 底 完 □ 胴 底 完 頭 胴 底 完 □ 胴 底 完 頭 月同 底 完 _計_

2 9 2 1 1 1 28
1 1 1 1 8

〇
3 3 5 2 18
2 1 3 2 3 3 3 1 36

1 1 3 5
2 1 1 1 1 1 1 ___ 9_
2 6
1 3 1 1 3 10

1 1 ______ 2
1 1 1 3
3 1 4_
1 1 1 1 6

〇

〇
1 8 12

1 1 2 5
〇

〇
1 1 5

〇
1 1 1 4

〇
1 8

1 2
〇

〇

1 2 1 6
〇

〇
1 1 2

〇

〇・

1
1 1

_________〇_

〇

〇

〇
1 3

〇

〇

1 1
〇

〇

〇

〇

〇

3 3
2 2 4

〇
3 1 1 1 1 11

〇

〇
2 1 1 4

〇

〇

〇

〇

〇

〇

1 1
〇

2 2
〇

〇

〇
6 13 9 1 3 1 9 1 3 2 70

〇_

_________〇_

〇_
1 1 1 4

0
0
〇_

〇_

〇_

__ 0
0
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、勢分類 

出土赭、

I石製家形 II陶製家形 III陶製無頸甕形 IV陶製円筒形
身 蓋 身 蓋 身 蓋 身

□ 胴 底 完 頭 胴 底 完 □ 胴 底 完 頭 月同 底 完 ロ 胴 底 完 頭 胴 底 完 □ 胴 底 元

第27号墓
墓室

墓庭

一括

第28号墓
墓室

墓庭

一括

第29号墓
墓室

墓庭

一括

第30号墓
墓室

墓庭

一括 1

第31号墓
墓宰 1 4 2 1
墓庭

一括

第32号墓
墓室

墓庭

一括

第33号墓
墓室 2 3 2 1
墓庭 1 2 2 1 1 4
一括

第34号墓
墓室

墓庭 1 1
一括

第35号墓
墓室 1 3 2 7 3 8
墓庭 2 2
一括 1 1 3 1 1

第36号墓
墓室 1 1 1 1 2
墓庭 1
一括 3 1 1

第37号墓
墓室 1 4 3 10 12
墓庭

一括

第38号墓
墓室

墓庭 12 2 1 4 2
一括 1 1 5 1 3 2

第39号墓
墓室 1
墓庭 1 3 3 5 2 1
一括 1 2 1 1

第40号墓
墓窒 1 1 2
墓庭

一括

第41号墓
墓室 1
墓庭

一括

第42号墓
墓室 1 3 1 3
墓庭

一括

第43号墓
墓室 9 5 5 3
墓庭
一括 1 1

第44号墓
墓室 3 5 2 2 6 7 2
墓庭 1 6 22 9 2 2 9 11 8 121 7
一括 1 1 1 1 4 2

第45号墓
墓室

墓庭 6 1
一括

第46号墓
墓室 3 10 5 13 3 4
墓庭 1 12 5 3 8 1
一括 1 1 4 7 6 2 3 1

第47号墓
墓室

墓庭

一括

第48号墓
墓室
墓庭

一括

第49号墓
墓室

墓庭

一括

第50号墓
墓室
墓庭 1
一括 1 1 1 3 1

第51号墓
墓室

墓庭

一括

安謝西原表採 一括 1 2 2 1
合 計 〇 1 1 4 〇 0 〇 3 6 5 9 12 1 5 9 6 49 120 55 49 6 27 65 52 15 132:11 〇
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V陶製有頸喪形 ________  VI陶製軒付喪形 転 用 合
蓋 身 蓋 身 蓋 身 蓋

頭 胴 底 完 □ 胴 底 完 頭 月同 底 完 □ 月同 底 完 頭 胴 底 完 □ 胴 底 完 頭 胴 底 完 計

〇

〇

〇

〇

〇ー

___ 〇_

〇

_____〇_

〇

〇

〇

2 1 4
3 11 4 9 2 37

1 1
〇

〇

〇

〇

1 1 3 1 14
3 1 15

〇

〇
1 1 4

〇

1 1 3 5 34
2 6 1 1 2 4 20
1 2 1 1 1 2 1 1 17
2 1 1 10

1
1 1 7

1 1 1 2 1 4 40
1 1

〇

〇
4 18 1 1 7 13 5 1 6 1 2 80

3 1 2 3 3 2 27
1 1 3

2 3 4 1 1 3 9 3 3 44
2 2 1 4 1 1 14 2 32
2 2 5 2 15

〇

1 1 2
1
〇

〇
1 20 6 8 9 3 55

〇
1 2 3

1 12 1 13 1 1 1 2 54
〇

2 6 1 1 2 2 16
5 1 2 2 37

4 13 31 1 1 9 6 6 1 1 271
1 4 1 16

1 1 1 3
4 1 1 13

1 1
3 8 3 5 3 7 2 3 1 1 2 5 2 83
4 19 4 3 打 4 4 1 77
4 16 2 1 1 3 2 3 1 58

〇

〇

1 1 2
〇

〇

〇

〇

2 2
〇

〇

1
1 4 1 2 1 16

〇

〇

〇
1 8 1 1 3 1 1 225 1

13 40 1 54 175| 38 50
17 |

40 73 57 10 3 3 4 〇 3 4 2 40 93 33 19 1 〇 1 1 1423
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第27図 蔵骨器分類
石製家形蔵骨器(1〜5)、陶製家形蔵骨器(6〜11)、陶製無頸甕形蔵骨器(12〜18) 
陶製円筒形蔵骨器(19〜21)、陶製有頸甕形蔵骨器(22〜30)、陶製軒付甕形蔵骨器⑶〜33)

543

〇
9876
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第5表 蔵骨器観察一覧 ______________ 法量a :上部径b :器高c:下部径(cm)
一
連
番
ー

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

名称又は 

仮称

形式 

分類

法量 
a
c

対 

No.
文様 施釉 銘 書 氏 家名

r

名
乗
頭

西暦 
死去年

西暦 
洗骨年

備考

1
第28図1 
PL2301

第37号墓 墓室蔵骨器 

No.3
蓋 石製家形

(イシジーシ)

I 24.0
21.9
58.6

2 計測No.28

2
第28図2
PL23 の 2

第37号墓 墓室蔵骨器 

No.3
身 石製家形 

(イシジーシ)

I 50.6
48.2
46.6

1 ［正面］大清康熙五十九年/庚子九月十七日/ 

□ □□(筑登之親雲上室)/三男口ロ筑登之親 

雲上三男/金(城尔)也口 ロ/ロ ロ洗骨ス

(1720) 計測No.27

3

第29図1
PL24 の1

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.l
蓋 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

Ub
(d)

47.6
33.8 
54.0

4 貼付 髒褐色、 

白色釉を 

外面に施 

釉

［ふち］光緒廿年甲午七月十八日御三人合葬/ 

五代津嘉山親方/同人室咸豊六年丙辰十 

月廿三日洗骨/同十年庚申十一月十三日死ス 

/同十二年壬戌正月廿七日洗骨向龍光津嘉山 

親雲上女子思戸

向 津嘉山 (朝) (1842 
-1854)
>1860

1856、

1862
計測No.40

4
第29図2
PL24 の 2

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.l
身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n 50.1
45.6
42.8

3 貼付 緑や褐性 

白色釉を外 

面に施釉

［正面］幼少ー人/五代津嘉山親方/同人室 (向) 津嘉山 (朝) 底孔6 

計測No.39

5

第30図1
PL25 の1

第46号墓 墓ロフク土 蓋 陶製無頸 

赛形(ボー 

ジャージーシ)

IHa 10.0

37.0

の彫
花

線
蓮

泥釉 ［内面］御支口 喜名焼 

つまみa 
蓋段［一段］ 

［き］高さ［3.5cm］

［3.5cm］ 

計測No.103

6
第30図2
PL25 の 2

第46号墓 墓室蔵骨器 

NO.6B
身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャーシーン)

ini 30.0
51.0
26.0

泥釉 喜名焼 
窯印有以］ 
窓庇［9.9cm］ 
(D-1底孔1 

計測No.85 _

7
第30図3 
PL2503

第3号墓 蔵骨器No.l 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va 11.2 
12.0
31.5

8 マンガン ［内面消された銘書］乾隆四十五年庚子三月 

二十八日/七拾三卒壽山妙永信女/同五十五 

年庚戌五月九日洗骨/毛氏次男高良里之子/ 

親雲上妻父姚氏波平親雲上/元命/女子眞加 

戸樽

［ふち消されていない銘書］九世盛眞并盛眞室合葬

毛 高良 盛 1780 1790 蓋段［一段］ 
［き］高さ 
［0.9cm］ 

計測No.3

8
第30図4
PL25 の 4

第3号墓 蔵骨器No.l 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージーシ)

ni 25.8
53.1
22.3

7 ［正面消された銘書］次男口ロロロ口女子 

［正面消されていない銘書］□•••□/八(日)… 

高(良)•••□□/(次?)••・ロ ロ /盛真/盛真室 

［窓枠内］九世

(毛) 高(良) 盛 窯印有［】］ 
窓庇［0.5cm］ 
③～1 
底孔5 

計測No.8

9 第30図5 
PL25O5

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.30
身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャーンーン)

ini 28.0
45.0
22.0

［正面］(乾隆)•••(九)日/洗骨并ロロ/三代 

ロ••・い/津嘉山口 ・••

［後面］乾隆(拾九年)•一/洗骨口

(向) 津嘉山 (朝) (1754) 窒印有 
憩庇［0.6cm］ 

®-2底孔7 
計測No.9

10

第30図6
PL25 の 6

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.16
身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージーシ)

皿3 20.4
37.2
18.2

［後面消された銘書］乾隆三年戊/乾隆四 

年(ー拾※干支)三年戊戌四月廿日死/同四 

拾六年辛丑十月廿六日洗骨

［後面消されていない銘書］幼少女子眞加戸 

［右側面］四世口元麟次女/思戸/妻ロロ 口 

［左側面］乾隆四拾二年丁酉十月廿六日死/同 

四拾六年辛丑十月廿六日洗骨/元麟女思戸

1777 1781 窯印有［〇］ 
窓庇［0.6cm］ 
(3)-1 
底孔6 

計測No.l

11
第31図1 
PL26O1

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.18
蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 6.0
9.8

22.0

12 マンガン ［内面］六代津嘉山親雲上朝功次男樽金同治五 

年丙寅五月廿九日洗骨

(向) 津嘉山 (朝) (1852
-1864)

1866 蓋段［一段］ 
［き］高さ 
［0.1cm］ 
計測No.14

12
第31図2
PL26 の 2

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.17
身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シカーミ)

V5 22.0
42.0
17.0

11 線彫 マンガン ［正面］津嘉山親雲上朝功次男/樽金 (向) 津嘉山 朝 小型I 
窓庇［0.6cm］ 
慮孔9 

計測No.7

13

第31図3 
PL26O3

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.28
蓋 陶製軒付 

甕形(ジー 

シガーミ)

Via 11.1
17.7
31.8

14 線彫・ 

貼付

マンガン ［内面］ロロ津嘉山(里之子ー略字で書かれる) 

親雲上向徳信女子思亀/嫡子津嘉山(里之子 

•略字で書かれる)親雲上向徳信女子武樽金 

咸豊拾年申十一月十四日洗骨

向 津嘉山 (朝) (1846
-1858)

1860 蓋段［二段］ 
［き］高さ 
［0.3cm］ 

計測No.26

14
第31図4
PL26 の 4

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.9
身 陶製軒付 

甕形(ジー 

シガーミ)

VII 30.6
64.8
23.4

13 線彫• 

貼付

マンガン ［内頸部］嫡子津嘉山(里之子ー略字で書かれる) 

親雲上向徳信女子武樽金咸豊拾(年申)十一月 

十四日(洗骨)

向 津嘉山 (朝) (1846
-1858)

1860 窓庇［0.6cm］ 
底孔14 
計測No.25

15
第31図5
PL26 の 5

第35号墓 左ソデ 身
無釉陶器 

壺 
(壺屋)

7

12.6

転用蔵骨器 
壺。底部 
スス痕有 

計測No.41

16
第31図6 
PL26O6

第39号墓 墓庭(右隅) 身 無釉陶器 

小亞 
(壺屋)

7 9.0
13.5
8.4

転用蔵骨器 
窯印有 
計測N0.49

17
第31図7 
PL26O7

第39号墓 墓庭 身 無釉璽器 

小亞 
(壺屋)

7 8.9
17.6
6.7

關嬲 

っている 
計測No.50

18
第31図8
PL26 の 8

第39号墓 墓庭 身 無釉陶器 
(羸)

5 28.5
13.6
9.8

転用蔵骨器 

計測No.51

19
第31図9
PL26 の 9

第46号墓 墓室蔵骨器 

No.l
身 褐釉陶器 

壺

2 9.7
23.1
11.6

外面に 

黄褐釉

転用蔵骨器 
中国産陶器 

計測№.75
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1

2

監
落
事

第28図(PL.23)石製家形蔵骨器(1・2)

40cm
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第29図(PL.24) 陶製家形蔵骨器:施釉(1・2)

20 40cm
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第 31図(PL.26) 陶製有頸甕形蔵骨器(1-2)
陶製軒付甕形蔵骨器(3・4)、転用蔵骨器(5〜9 )
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第6表 ミガチ(銘書)のある蔵骨器観察一覧 法量a :上部径b :器高c :下部径(cm)
〔
連
番

挿図番号

図版番号
墓番号 出土地点

身
・
蓋

名称又は 

仮称

式

類 

形

分

法量 
a
c

対

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

西暦 
死去年

西暦 
洗骨年 備考

1
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

Hb 
(d) -

［ふち］光緒拾八年•月弐拾口日洗骨/長男/洗骨/比 

嘉蒲/同人次男比嘉蒲小口 口•••

比嘉 1892 計測No.160

2

第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製無頸 
甕形(ボー 
ジャーンー 

シ)

IHa
31.0

［内面］道光口年弐月ロロ • • •(不鮮明)•••(十?)月口日洗骨 つまみa 

計測No.157

3

第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製無頸 
甕形(ボ「 

ンヤージー 

シ)

Hla 9.7

32.0

［内面］□□□口男子/ロロ/女房 つまみa 
蓋段［一段］ 

櫛描文 

(波状圏線) 

計測No.159

4

第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製無頸 
甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mb
12.2
31.5

［内面］ロロロロ口 つまみb 
計測No.158

5
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製無頸 

喪形(ボー 

ジャージー 

シ)

mb
9.1 

30.0

［内面］(乾?)隆弐ロロロ口口口 口ロロロ口 つまみb 

櫛描文 

(波状圏線) 

計測No.152

6
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

nib
9.8

30.5

［内面］雍正十三年丁卯(•乙卯※年号)/二月五日死/ 

乾隆三年戊(午)/九月九日洗(t)/ (嶋袋?)ロロ/ 
母親

(嶋袋) 1735 1738 つまみb 
計測No.155

7

第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製無頸 

喪形(ボー 

ジャージー 

シ)

nic 8.5
8.5

29.0

［内面］••・ロロロロ ロ/口子ロロロロロ •••/••• 

(不鮮明)…

計測No.156

8

第1号墓 墓室埋土 身 陶製無頸 
甕形(ボー 

ンヤーンー 
シ)

n 29.0 •••(不鮮明い…/七月十(-?)••• 窯印有 

窓庇[1.1cm] 

(2)-1 

計測No.162

9
第1号墓 墓室埋土 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャ '-ンー 

シ)

皿 27.0 •••ロロロロ十月十一日•••/ロロロ(親雲上?)ロ 

子…/ロロロロロ男子…/□(嘉?)戸/(妻?)

窓庇[0.7cm]

③-2 

計測No.161

10
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va 7.1
16.5
29.5

［内面］大清乾隆四拾八年癸卯十月三日洗骨嫡子亀口 

ロロ/嶋袋(筑登之一略字で書かれる)親雲上女子蒲戸
嶋袋 (1769〜

1781)
1783 蓋段［二段］ 

「き」高さ 
［0.6cm］ 

計測No.151

11
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 10.7

32.0

［内面］比嘉口 (真嘉?)戸口…/比嘉親口口 比嘉 蓋段［二段］ 
「き」高さ 
［0.3cm］ 

計測No.143

12
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 
シガーミ)

Vb 6.7
15.4
31.0

［内面］••・十四年乙口.... (不鮮明い・… 蓋段［二段］ 
「き」高さ 
［0.4cm］ 
計測No.144

13
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 
シガーミ)

Vb 11.4
16.5
34.0

［内面］ロ口女子ロロ•••ロロ ロロ口口女子ロロ

•••ロロロ…

蓋段なし 
「き」高さ 
［0.3cm］ 

計測No.148

14
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 
シカーミ)

Vb ［内面］••・ロロ洗骨多和田口比嘉ロロ ・•• (比嘉) 蓋段［二段］ 
「き」高さ 
［0.1cm］ 

計測No.149

15
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 7.8
10.8
20.0

［ふち］•••ロロロ洗骨

［内面］•••(三男?)ロ

(安)里筑登之嫡子口 (母?)洗骨

蓋段［一段］ 
「き」高さ 
［0.2cm］ 

計測No.147

16
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 
シガーミ)

Vc 11.0
12.5
30.5

［内面］昭和十三年旧十月十三日洗骨/ロ口 (八)ロ 1938 蓋段［二段］ 
「き」なし 

計測N0.146

17
第1号墓 墓室埋土 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V4 34.0
61.0
30.0

••・ロ (慶?)七年口戌/ •••比嘉筑登之親雲上• • • 比嘉 大型窓庇 
［0.5cm］ 
底孔5 
計測No.163

18
第1号墓 墓室埋土 身 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

V4 29.5
46.7
22.5

ロロロロ七月/(六?)日洗骨/妻(め?)•••
中型窓庇 
［0.4cm］ 
底孔4 
計測No.164

19
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製軒付 

甕形(ジー 

シガーミ)

Via 10.0
15.0
30.0

［内面］••・ロロ五十ロ年旧十一月廿口日/•••ウシ••• 蓋段［四段］ 
「き」高さ 
［0.2cm］ 

計測No.150
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法量a :上部径b :器高c :下部径(cm)

淤38は次ページへつづく

連

番
挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

身•

蓋

田
称 

称
仮

式
類 

形
分

法量 
a
c

対 

No. 銘 書 氏 家名
名
乗
頭

暦
游

〔

西

死

—

暦
年 骨 

西
洗 備考

20
第1号墓 墓室埋土 蓋 陶製軒付 

賽形(ジー 

シガーミ)

VIb 10.3
17.2
32.0

［内面］(多?)和田口比嘉筑登之•••(不鮮明)••• 比嘉 蓋段［二段］ 
「き」高さ 
［0.3cm］ 
計測No.145

21
第1号墓 墓室埋土 身 陶製軒付 

甕形(ジー 

シガーミ)

VII 28.8
72.4
24.0

窓庇［0.5cm］
底孔28 
※正面に『ゴ』 
墨書有家紋?) 

計測N0,154_

22
第2号墓 墓室埋土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

Ma 7.6
11.4
30.0

［内面］□□ロロ つまみa 
蓋段［一段］ 
窯印有「〇」 

計測No.131

23

第2号墓 墓室埋土 蓋 陶製無頸 

褒形(ボー 

ジャージー 

シ)

Me 9.5
11.0
32.0

［内面］嘉慶七年辛戌(•壬戌※年号)(嶋袋)(筑登之ー 

略字で書かれる)親雲上男子口□□□口洗骨正月廿一日

(嶋袋) (1788
-1800)

1802 計測No.134

24
第2号墓 墓口埋土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

M

31.0

[内面]....□□□□ 蓋段なし 
計測No.130

25
第2号墓 墓口埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va 13.0
17.1
35.0

［ふち］道光口 ロ•••ロ十月十三日(嶋袋)(筑登之一略字 
で書かれる)親雲上妻洗骨
［内面］道光九(年)戊(丑)十月十(三?)日ロ□口親雲 
上并妻洗骨

嶋袋 蓋段［一段］ 
「き」高さ 
［0.5cm］ 
計測No.132

26
第2号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va 10.0

28.0

［内面］嘉(慶)ロ.... / •••ロ ロ(筑登之一略字で書

かれる)親(雲上)…

蓋段［一段］ 
「ヨ」咼さ 
［0.7cm］ 
計測No.138

27
第2号墓 墓口埋土 蓋 陶製有頸 

震形(ジー 

シガーミ)

Va 5.4

32.0

［内面］……ロ十(三か五?)日比(嘉?)(筑登之?)

(親?) ロ…

比儡?) 蓋段［三段］ 
「き」高さ 
［0.5cm］ 
計測No.137

28

第2号墓 墓口埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 7.7
13.5
28.0

［内面］明治廿一年六月十日(死?)亡比嘉三良/二女 

□カマ親子三人入/ロ ・ • ・旧戌六月十日/ • • •(嘉)三 

良/女子カメ/二女口カマ/親•三人入

比嘉 1888 蓋段［二段］ 
「き」咼さ 
［0.2cm］ 
線彫文 

計測No.139

29
第2号墓 墓口埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 9.0

26.0

［内面 消された銘書］•••年口 •••/ニ長女亀/親子 

三人
蓋段［二段］ 
「き」高さ 
［0.3cm］ 
計測No.136

30
第2号墓 墓口埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb

28.0

［内面］…ロロロ /…(嶋袋?)(筑登之一略字で書かれ 

る)親雲上女子真嘉戸洗・••

(嶋袋?)
「き」高さ 
［0.4cm］ 
計測No.135

31
第2号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 11.0
13.5
31.0

32 ［内面］大正拾参年九月二十六日洗骨日/ (酉)ノ人比 

嘉樽/昭和十三年旧十月十ロロ (洗骨)/比嘉蒲

比嘉 (191〇〜

1922) 
(1924-

1936)

1924、

1938
蓋段［二段］ 
「き」なし 
計測No.133

32
第2号墓 墓室蔵骨器 

No.2
身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5 28.6
57.4
18.5

31 ［ふち］ロ (正十?)三年九月廿六日洗骨酉ノ ロ/蒲長 

ロ比嘉樽

比嘉 (1924) 型
庇.
5C
脚

WO 

犬
窓
[〇
三
計

33
第2号墓 墓室埋土 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5 28.0 ［正面］源河カマ

［ふち］昭和拾口年旧口ロロ洗骨

源河 計測No.141

34
第3号墓 蔵骨器No.3 蓋 陶製無頸 

震形(ボー 

ンヤーンー 

シ)

Me 9.0
8.8

30.5

［内面］...../•••廿七日/洗骨/盛••・一/同

..../•••男子•••/.....戸/..... 次男/

.....筑/…妻

(盛) 計測No.4

35
第3号墓 蔵骨器No.6 蓋 陶製無頸 

喪形(ボー 

ジャージー 

ン)

Me 9.0
9.0

32.0

［内面］毛氏口…/ロロロ…/九月廿七…/毛氏 

嫡子口 "•/嫡子ロロ ・••

毛 つまみなし. 
蓋段なし 

計測No.166

36
第3号墓 蔵骨器No.7 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

Me 8.0
10.4
30.0

［内面］嘉慶口.....骨嫡子ロロ ロ口子盛就• • • 盛 つまみなし. 
蓋段なし 

計測No.167

37
第30図4 
FL2504

第3号墓 蔵骨器No.l 身 陶製無頸 

髪形(ボー 

ンヤーンー 

ン)

Ml 25.8
53.1
22.3

38 ［正面消された銘書］次男ロロロ口口女子

［正面 消されていない銘書］ロ…ロ/八(日)… 

高(良)…ロロ/ (次?)…ロロ/盛真/盛真室 

［窓枠内］九世

(毛) 高(良) 盛 窯晌刈 
^ffi[0.5cm] 
®-l 
底孔5 
計測No.8

38 第30図3
FL25 の 3

第3号墓 蔵骨器No.l 蓋 陶製有頸 
喪形(ジー 
シガーミ)

Va 11.2 
12.0
31.5

37 ［内面 消された銘書］乾隆四十五年庚子三月二十八日 

/七拾三卒壽山妙永信女/同五十五年庚戌五月九日洗

毛 高良 盛 1780 1790 蓋段［一段］ 
「き」蒿さ 

［0.9cm］
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法量a :上部径b :器高c :下部径(cm)

淤57は次ページへつづく

連 

番

挿図番号

図版番号
墓番号 出土地点

身
・
蓋

名称又は 

仮称

形式

分類

法量 
a
c

対 

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

西暦 
死去年

詛

年

一
 

骨
西
洗

備考

骨/毛氏次男高良里之子/親雲上妻父姚氏波平親雲 

上/元命/女子眞加戸樽
［ふち消されていない銘書］九世盛眞并盛眞室合葬

計測No.3

39
第3号墓 蔵骨器No.2 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 12.0
17.4
30.0

［内面］嘉慶廿五年庚辰五月廿六日ロ□口嫡子里之子

□口名石千代

蓋段［一段］ 
「き」高さ 
［0.1cm］ 
計測No.2

40
第3号墓 墓庭埋土 蓋 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

Vb 11.5
17.2
33.0

［内面］•••(不鮮明)廿年(辛?)••••• 蓋段［三段］ 
「き」高さ 
［0.3cm］ 
計測No.169

41
第3号墓 蔵骨器No. 5 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 9.6
13.5
26.5

［内面 消された銘書］同治口□□ロ月廿八日洗骨(津 

波)古親雲上盛思/ (同?)治(拾?)年辛未/ 口月十八 

日洗骨/□□□ロロ/ロロ女子/ロロ/ロロ 

［内面 消されていない銘書］盛英/同室

(毛) (津波)古 盛 蓋段［一段］ 
「き」なし 

計測No.165

42
第3号墓 墓庭埋土 蓋 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

Vc

30.0

［内面］昭和十..../ • • •(骨)• • • 「き」なし 

計測No.170

43
第3号墓 墓庭埋土 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V4 25.5
50.0
21.0

［正面］大清道光二年/八月十九日洗骨 (1808〜 

1820)
1822 中型

窓庇［0.4cm］ 
底孔7 
計測No.171

44
第3号墓 墓室 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5 25.0 ［内頸部］比嘉…… 比嘉 計測No.168 
※内頸部に『全』 

墨書有(家紋?)

45
第4号墓 表採 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 10.6
14.2
29.4

［ふち］光緒七年辛巳十一月七日次男高良里之子親雲上 
盛英洗骨

［内面］盛真長女真呉勢/仝次女思戸/盛榮次女思戸/ 

盛英長女真牛/仝人次女真鶴/外口霸寿六十五女子

(毛) 高良 盛 1881 蓋段［二段］ 
「き」なし 

計測No.142

46
第6号墓 墓室 蓋 陶製無頸 

甕形(ボ「 
ジャージー 

シ)

Mb
10.0
29.0

［内面］(安謝?)村口口 つまみb 
計測No.178

47
第7号墓 墓室(掘込) 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

m

38.0

［内面］..... ロ/•••ロロ••・ロ ・ • •/• ••口の口入/

••・ロ (子?)ロロ (る?)ロ/••・ロロ

計測No.176

48
第17号墓 墓室蔵骨器 

No.l
蓋 陶製有頸 

酬(ジー 

シガーミ)

Vc 11.3
12.9
29.0

［内面］盛能/旧十月十三日/盛林/旧三月十二日/ン 

タシー旧二月二十三日

(毛) (平安名) 盛 蓋段［二段］ 
「き」なし 

計測N0.182

49

第17号墓 墓室蔵骨器 

No.2
蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 9.9
12.6
33.0

［内面］昭和六年旧正月拾九日死去昭和九年旧十二月十 

六日洗骨 法名慈仙妙寿信女/盛眞妻/盛眞合葬/昭 

和九年旧十二月十五(日)/死去/昭和十四年/旧九月 

廿七日洗骨/盛喜男子/大正七年旧十月廿八日/死去 

/昭和十四年/旧九月/廿七日合葬/三人

(毛) (平安名) 盛 1918、

1931、

1934

1934、

1939
蓋段［二段］ 
「き」なし 
計測No.181

50
第17号墓 墓室蔵骨器 

No.3
蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 12.5
14.5
28.8

［内面］四代盛善昭和二十年旧五月十三日/昭和二十二 
年三月洗脣ス/四代/盛善/旧五月十三日

(毛) (平安名) 盛 (1945) 1947 蓋段［二段］ 
「き」なし 
計測N0.217

51
第17号墓 墓室蔵骨器 

No.4
蓋 陶製小型 

筒形(施釉) 3.9
17.0

52 ［内面］昭和五十九年/二月十二日卒/故平安名ウシ 

/行年九十七オ
(毛) 平安名 (盛) 1984 計測N0.185

52
第17号墓 墓室蔵骨器 

No.4
身 陶製小型

筒形(施釉)

16.5
25.3
15.0

51 ［正面］故平安名ウシの霊 (毛) 平安名 (盛) 計測No.186

53
第23号墓 墓室埋土 身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n ［ふち］明治..... /長..../.... 蒲小 計測No.211

54
第23号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va ［内面］• •・慶八年癸亥八月七口 ・••/••• ロロ口 •••ヽ 「き」高さ 

［1cm］ 
計測No.212

55
第23号墓 墓室埋土 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V4 ［外面］•••ロロ (天?)雄禅口 ・•• 計測No.213

56
第24号墓 墓庭埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V 12.4 ［内面］十三代次男…/親雲上盛口…/御口 • • • /丁 

未旧三口…/合(葬?)…
盛 蓋段［二段］ 

計測No.172

57 第31号墓 墓室 蓋 陶製無頸 He 10.0 58 ［内面］良苗名護里之子親雲上乾隆五拾二年丁未口 • • • (馬) 名護 良 1787 (1793) つまみなし、 
蓋段なし
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法量a:上部径b :器高c :下部径(cm)

※ア〇は次ページへつづく

一
連
番
ー

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

身
・
蓋

名称又は 

仮称

形式

分類

法量 
a
c

対 

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

西暦 

死去年
暦
年 骨 

1

西

洗

・

備考

秦形(ボー 

ンヤージj 
シ)

32.0 •••••骨同五拾八年……/同人室衛氏宮城筑登之親 

雲上娘思戸•••…月拾六日卒
計測No.193

58
第31号墓 墓室 身 陶製無頸 

甕形(ボー 
ジャージー 

シ)

1111 27.7
49.0
22.0

57 ［正面］良苗名護里之子親雲上/乾隆五拾二年丁未六月 

二拾/六日号口子(精?)同五十八年癸丑/ •••ロロ ・•… 

日洗骨ス

(馬) 名護 良 1787 1793 窯印有［Z］ 
窓庇［0.4cm］

計測No.205

59

第31号墓 墓室 蓋 陶製無頸 

賽形(ボー 
ジャーンー 

シ)

mb 60 ［内面］号通方/馬國器名護…/…乾隆二•••ロ戊•• 

/•••ロ日ロ ・.•三・../...年戊子八月八日洗骨/右 

御同人室乾隆廿年• • • •/仝廿三年戊寅口月廿日• • •/ 

大正四年旧四月五日御合葬

馬 名護 (良) (1758) (1768) つまみb 
蓋段なし 

計測No.200

60

第31号墓 墓室 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

ン)

1113 30.0
45.0
20.8

59 ［正面消された銘書］馬國器名護里之子/親雲上良ロ 

乾隆二十/三年戊寅七月十九日卒・••/同三十三年戊子 

八月・••/洗骨•••

馬 名護 良 1758 1768 窯印有［1+］ 
窓庇［0.6cm］ 
③T 

底孔5 
計測No.206

61

第31号墓 墓室 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャーン'- 

シ)

III

30.0

［内面 消された銘書］•••□城筑登之親雲上娘思(戸?)

/• • •六日号慈心同口 ・・・/・・・ロ・・・

［内面 消されていない銘書］•••□ ロ同廿五年乙巳七月 

十日撰日洗・••/大正四年旧•••/•..五年甲口.../

••・ロ 月• • •
［外面］••・子次男/名護良口・••

(馬) 名護 良 計測No.203

62
第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va 8.8
15.3
28.0

［内面］父馬献口/名護里之子親/雲上良到嫡/子馬 

廷佐/名護子良/長口•••/嘉(慶)十二年/丁卯十ー 

(月)••/日死同口•••/年辰七月九/日(洗骨)ス

馬 名護 良 1807 蓋段［二段］ 

「き」高さ 

［0.8cm］ 
計測No.188

63

第31号墓］ 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 10.9
13.7
25.4

［内面 消された銘書］道光/(十五?)年/乙未/七月 

/十八日/三男/名護/里之子/ (真? )/□□/(栄?)得 

［ふち 消されていない銘書］道光二十三年癸(卯)••・月 

十四日号終安同口ロ年口口十日撰日洗骨次男名護里之子 

嫡女思(戸?)

(馬) 名護 (良) 1835 蓋段［一段］ 

「き」高さ 

［0.3cm］ 
計測No.189

64

第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 8.2
13.9
27.0

［内面］十三世• • • • • ロ護里之子親雲上良竹長男馬好善 

口名護里之子良口光緒十六年庚寅正月廿三日死仝十

• •・月二十一日洗骨同人妻眞鶴光緒十九年癸巳十二月 

二十日死仝廿一年乙未九月十七日洗•• •

馬 名護 良 1890、

1893
1895 蓋段［二段］ 

「き」咼さ 

［0.1cm］ 
計測No.195

65
第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 
シガーミ)

Vb

30.0

［内面］•••(男?)名護里之子親雲上良• • •/• • • • •光緒••… (馬) 名護 良 「き」高さ 

［0.1cm］ 
計測No.199

66
第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 9.5

31.0

［内面］名護里之子親雲上/□□•••(道)光五年乙酉 

/□□口日大道号/年丁亥十口ロ三日/洗骨大道口 

/嫡子名口口子/嫡子松金道光/七年丁亥六月五日 

死/同十二月十三日洗骨

(馬) 名護 (良) 1825、

1827
1827、

1832
蓋段［一段］ 

「き」高さ 

［0.1cm］ 
計測No.190

67

第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

裹形(ジー 

シガーミ)

Vb

27.0

［ふち消された銘書］□□□□ロ号口泉同•••••ロ里 

之子童名眞蒲・••/

［内面 消された銘書］癸卯/…ロ/• ••口女

［ふち消されていない銘書］相破口二向口六人一所二

安置ス•••

「き」高さ 

［0.4cm］ 
計測No.202

68
第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 8.8
16.5
29.0

［内面］• • • ロ方二於テ事故葬其墓口•••□(次男?)/□ 

十月口..... 移

蓋段［二段］ 

「き」高さ 

［0.2cm］ 
計測No.198

69
第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

聲形(ジー 

シガーミ)

Vb 8.3 
12.0 
23.0

［内面］十二世名護/里之子親雲上/良竹五女/真口.. 

/光• • • • • /辰四月十七日/死同(十六)年/寅正月Z ( 
廿?)四日洗骨/仝人妹思戸/合葬ス

(馬) 名護 良 蓋段［一段］ 

「き」高さ 

［0.3cm］ 
計測No.192

70

第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

賽形(ジー 

シガーミ)

Vb

30.0

［外面］••・十二世名護/• • •(竹?)/• ••上次男真蒲戸 

/••・口真三良/

［ふち 消された銘書］咸豊六年•••［不鮮明］•••••ロ年己 

巳十一月二十六日洗骨咸豊九年甲未十二月十四日(夭?) 

十二世良哲長女真鍋口同治八年己巳年(十?)月/二十六 

日洗骨口口 口ロロロロ口六年(寅?)ロロロ ••・ロ/ 

［内面 消された大きな文字］••・名護/••・ロ親雲 

上/••(光?)緒 /•・丁 丑/•••ロロ/••ロロ/••・ロ/ 

［内面 消されていない小さな文字］•••室/明治四十三

(馬) 名護 良 (1855〜

1867)
1910

1869、

1912
「き」高さ 

［0.1cm］ 
計測No.194
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法量a :上部径b :器高c :下部径(cm)

連 

番

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

身

i
名称又は 

仮称

形式

分類

法量 
a
c

対 

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

西暦 

死去年

「
暦
年
一

一
 

骨
西
洗

備考

年十一月十日卒/仝四十五年六月二日洗骨/ •••(名) 

護良(竹?)号仁根/• • • ロ年乙未九月十六日卒ス/• • • 

年丁酉五月廿六日洗骨/•••男蒲戸/•••□(孫?)真 

三良(御)四人合葬/大正四年旧四月九日□替/合葬

71

第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 9.0
15.2
28.0

［外面］……竹ノ娘/六……/□•••/

［内面 消された銘書］十二世•••ロ…ルロ•••四十ロ

年十一月十日卒.... 明治...... 洗骨

［内面 消ていない銘書］明治四十五年六月••・号•••心 

大正四年旧四月五日撰日洗(骨)../ロ氏十二世良竹次女

(馬) (名護) 良 1915 蓋段［二段］ 
「き」なし 

計測No.196

72
第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 11.5
13.5
29.0

［内面］名(護)••・昭和(拾?)•••/□/□/旧九月拾窘 

日洗(骨)

(馬) (名護) (良) 蓋段［三段］ 
「き」なし 

計測No.197

73
第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 5.8
9.0

22.0

［内面］昭和拾七年貳月弐拾参日卒同日火葬良恒長男良 

禎
(馬) (名護) 良 1942 蓋段［二段］ 

「き」なし 

計測No.191

74
第31号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc

28.0

［内面］•••□五(月?)••(死去?)/••・年十一月十日••• 「き」なし 

計 S'JNo.201

75
第31号墓 墓室 身 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

V4 30.0

23.0

次男名護里之嫡女思武/太道光二十三年癸卯六月十/ 

四日号終安同廿五年乙巳七月/十日撰日洗骨

(馬) 名護 (良) 1843 1845 窓庇［0.5cm］ 
計測No.208

76
第31号墓 墓室 身 陶製有頸 

甕形(ジー 
シガーミ)

V4 28.0
51.3
21.5

馬廷佐/ (極?)心常楽信士/良長 馬 (名護) 良 中型
窓庇［0.5cm］
底孔4
計測No.209

77
第31号墓 墓室 身 陶製有頸 

甕形(ジー 
シガーミ)

V4 28.0

24.0

［外面］•••□□□［内面］名護(筑登之一略字で書かれる) 

親雲上/妻

(馬) 名護 (良) 窓庇［0.4cm］
底孔4 
計 №0.207

78
第31号墓 墓室 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5

20.0

［正面］六代十二世口 • ••/光緒廿一年口未•••/••・酉 

(五?)月•••洗骨

(1895) 窓庇［0.3cm］ 
三脚 
計測No.210

79

第32号墓 墓庭埋土 蓋 陶製無頸 
甕形(ボ「 

ンヤージー 

シ)

III

31.0

［内面］馬氏名護•••/妻/乾隆(弐?) •••••洗…/ 

口子破口乃口•••/ 土口.... /同•••••

馬 名護 (良) 計測No.204

80
第33号墓 墓庭埋土 蓋 陶製無頸 

喪形(ボー 

ジャーンー 

シ)

III ［内面］• • •登・ • •/•••松村• • • 計測No.173

81
第33号墓 墓庭埋土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジヤーンー 
シ)

III

32.0

［内面］…卯正(月?)..../・・・□□・・・ 計測No.174

82
第33号墓 墓庭埋土 身 陶製小型 

筒形(施釉) 

火葬骨器

9.8 
14.0
7.8

［正面］6代夫婦/銘莉 計!NO.175-A

83
第33号墓 墓庭埋土 身 陶製小型 

筒形(施釉) 

火葬骨器

9.9
13.6
7.5

［正面］7代夫婦/銘莉 計測 NO.175-B

84
第33号墓 墓庭埋土 身 陶製小型 

筒形(施釉) 

火葬骨器

9.8
14.0

7.3

［正面］8代夫婦/銘莉 計測 NO.175-C

85
第33号墓 墓庭埋土 身 陶製小型 

筒形(施釉) 

火葬骨器

9.8
14.4
7.4

［正面］9代夫婦/銘莉 計測 NO.175-D

86
第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

Illa 8.5 
14.0 
32.0

［内面］有銘親雲上••• 有銘 つまみa 
蓋段［一段］ 
櫛描文 

計測No.68

87
第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボージ 
ャ・-yーン)

Illa 9.0

29.0

［内面］中宗根親雲•••/ロ ••• (仲淙根
つまみa 
蓋段［一段］ 
線彫文

計測No.71
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法量a :上部径b :器高c:下部径(cm)

連 

番

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

身

i
名称又は 

仮称

形式 

分類

法量 
a
c

対 

No. 銘 書 氏 家名
名
乗
頭

西暦 
死去年

西暦 
洗骨年

備考

88
第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

Illa 7.0
11.5
30.0

［内面］••・乾隆……四日次男有銘••・一 有銘 つまみa 
蓋段［一段］ 

計測No.70

89
第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

Illa 8.2 
12.0 
30.4

［内面］大清乾隆二十七年午二月十二日ロ有銘筑(•筑登之 

ー略?)親雲上
有銘 (1762) つまみa 

蓋段［一段］ 
線彫文 

計測No.65

90
第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

シヤーンー 

シ)

Illa 8.4
14.2
30.0

［内面］口有銘筑• • •/女子…/平田里之子… 有銘 つまみa 
蓋段［一段］ 
線彫文 

計測No.74

91

第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

Illb
9.5

32.0

［内面］乾(隆)□口九年甲申八月二十…實…/同五十五 

年庚(戌)口月二十三日同人口洗口

(1764) 1790 つまみb 
蓋段なし 

計測No.69

92
第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

噎形(ボー 

ソヤーンー 

ン)

Illb
9.5

31.0

［内面］乾隆•••年庚辰•••二十二日實久口有銘筑登之親雲 

上妻洗骨

有銘 (1760) つまみb 
蓋段なし 

計測No.73

93

第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャーンー 

シ)

Illb
11.0
32.0

［内面］••・ロ... 四月并同人妻洗骨 つまみb 
蓋段なし 

計測No.72

94

第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸

甕形(ボー

ジャージー 

シ)

III 8.0

30.0

97 ［内面］(大清?)康熙四拾年辛巳二月十一日/有銘筑登 

之…

有銘 (1701) 線彫文 
計測No.66

95
第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

III

31.0

［内面］……同筑登之親雲上••• 櫛描文 
計測No.67

96

第35号墓 墓室フク土 身 陶製無頸 

震形(ボー 

ジャージー 

シ)

1111 31.0
46.5
20.5

［後面］有銘親雲上 有銘 窓庇[1.7cm] 
-1

計測No.63

97

第35号墓 墓室フク土 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mi 25.0
49.0
20.0

94 ［正面］大清康熙四十年辛巳二月十一日死去/有銘親雲上 

孫子/玉ロロ親雲上

有銘 1701 (1703
〜1715)

窓庇［1.5cm］
②T 
線彫文

計測No.64

98
第35号墓 フク土 蓋 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

Vc 8.5
9.5

22.0

［ふち］••・ロ....

［内面］••・亀榮四男•••••

蓋段［一段］ 
「き」なし 

計測No.80

99
第35号墓 フク土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 7.0
6.9

19.0

［内面］••(不鮮明)••/旧十月…… 蓋段［一段］ 
「き」なし 

計測No.78

100

第35号墓 フク土 蓋 陶製有頸 

畫形(ジー 

シガーミ)

Vc

22.0

［ふち］ロ ・…/

［内面］…ロ月…/…トミ子…
蓋段［一段］ 
「き」なし

計測No.81

101

第35号墓 フク土 蓋 陶製有頸 

壅形(ジー 

シガーミ)

Vc

20.0

［内面］—年ロロ.... 「き」なし 

計測N0.82

102

第35号墓 (奥タナ左) 身 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

V4 30.0
54.0
25.0

［右側面］嘉慶八年癸亥/實篤嫡子有銘筑登(之)親雲上/

(雪?)..... (門?)

［後面］嘉慶八年八月七日/同人嫡子有(銘?)

［ふち］口年ロロ (四?)月口日洗骨同人室

有銘 中型 
窓庇 
［0.7cm］ 
計測No.76

103
第35号墓 フク土 身 陶製有頸 

褒形(ジー 

シガーミ)

V5 26.0

16.0

［内頸部］春子 計測N0.79

104
第35号墓 フク土 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5 - ［内頸部］昭和三年........子 計測N0.83
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法量a :上部径b :器高c :下部径(cm)

ほ122は次ページへつづく

連 

番

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

身

i
名称又は 

仮称

形式 

分類

法量 
a
c

対 

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

西暦 
死去年

西暦 
洗骨年

備考

105
第35号墓 墓室フク土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va

32.0

［ふち］•••ロ辰七月七日•••同人室・••

［内面］嘉慶....口子・../..•雪・../. •・有…
「き」高さ破損 

［0.5mm 以上］ 
(※残存部より) 

計測No.77

106
第36号墓 墓室

(奥タナ左)

蓋 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

Hb
(〇)

-

［内面］道光十七年丁酉二月十五日洗骨□□口勢理客 

筑登之/ • • • ロ八年己巳八月廿二日

勢理客 1837 計測No.179

107
第36号墓 墓庭フク土 身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n

-

［正面］•••(慶?)口年… 焼締(マンガン 
彩色)

計測No.180

108
第36号墓 埋土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャーンー 

シ)

m

24.0

［内面］乾隆拾口 • • •/六月十日ロロ • • •/嫡子安次口(筑 

登之一略字で書かれる)• • • /乾隆(拾?)九(年)•••/ 

乙亥ロロ・・・/□・・・

計測No.184

109

第36号墓 墓室

(奥タナ左)

蓋 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

Vc

17.0

［内面］(昭?)......... (#?) 「き」なし 

計測N0.187

110
第36号墓 墓室

(奥タナ左)

身 陶製小型 

(施釉)
15.0 ［ふち］昭和十八年四月十口••・良加二十口 • • • 計測N0.183

111
第28図2 
PL.2302

第37号墓 墓室蔵骨器 

No.3
身 石製家形 

(イシジー 

シ)

I 50.6
48.2
46.6

［正面］大清康熙五十九年/庚子九月十七日/□(筑 

登之親雲上室)/三男口ロ筑登之親雲上三男金(城尔)也 

ロロ/ロロ洗骨ス

(1720) 計測No.27

112
第37号墓 墓室

(右タナ)

蓋 陶製無頸 
甕形(ボ「 

ジャージー 

シ)

mb
12.5
30.5

113 ［内面］乾隆三十一年丙戌八月口□□(御?)骨(より一 

略字で書かれる)□□□□□□口親口□□□ロロ 

□□仕口ロロ

(1752
-1764)

(1766) つまみb 
計測No.56

113

第37号墓 墓室

(右タナ)

身 陶製無頸 
喪形(ボー 

ジャージー 

シ)

11 30.0
52.0
20.5

112 ［内面］乾隆三拾专年丙戌八月拾二日洗/骨口□口御骨 

(よりー略字で書かれる)ロロ/口口口付親口中口 

口/口香仕口□□ロロ

(1752
〜1764)

1766 窓庇［0.7cm］ 
②T 
底孔4 
計測No.55

114
第37号墓 墓室蔵骨器 

No.15
蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mb
11.5
30.2

115 ［内面］乾隆四年/己未六月五日/死同拾二年/丁卯九 

月口六日/骨洗故/伊集(筑登之一略字で書かれる)親 

雲上/嫡子伊集筑(登之)/童子名樽

伊集 1739 1747 つまみb 
蓋段なし 

計測No.224

115
第37号墓 墓室蔵骨器 

No.14
身 陶製無頸 

喪形(ボー 

ジャージー 

シ)

mi 25.4
47.0
18.8

114 ［正面］乾隆四年己未六月ロロロ•••/同拾二年丁卯九月 

ロ六日/□ロロ口 口•••(不鮮明)•••

(1739) (1747) 窓庇［1.0cm］
③T 
底孔1 
計測No.220

116
第37号墓 墓室 

(右タナ)

蓋 陶製無頸 
甕形(ボ「 

ジャージー 

シ)

ma 8.6 
15.0 
33.0

［内面］••・九月十七日中城口•••••ロロ ••• つまみa 
蓋段［二段］ 

櫛描文 
(波状圏線) 
計測No.59

117
第37号墓 墓室蔵骨器 

No.8
蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ソヤージー 

シ)

mb
11.7
30.3

［内面］田/ロロ (九月?)ロロ/••・ロ 二口/□ロロ口

/•••ロロ/ロロ ロロ

つまみb 
計測No.61

118

第37号墓 墓室蔵骨器 

N0.16
蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

ma 7.9
15.8
30.0

［内面］ロ □□/ロロ/ロロ ロ親雲上/女子(眞一略字で 

書かれる)加戸

つまみa 
蓋段［一段］ 
櫛描文 
※内面に『口』の 
墨書有傢紋?) 
計測No.62

119
第37号墓 墓室蔵骨器 

No.2
蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ソヤーンー 

シ)

mb
12.5
32.0

121 ［内面］乾隆三十一年丙戌八月十二日骨洗口 口□口筑登 

之三男玉上稲福同人妻ロロ骨ロロ

(1752
〜1764)

1766 つまみb 
櫛描文 
(波状圏線) 

計測N0.57

120
第37号墓 墓室蔵骨器 

No.16
身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mi 24.5
50.0

［内面］□ロ親雲上 計測No.219

121
第37号墓 墓室蔵骨器 

No.2
身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mi 30.0
53.3
22.5

119 ［外面胴部］乾隆三十一年丙戌八・•・一 /骨洗口 • • • • • (1752
〜1764)

1766 窓庇［0.5cm］
③
底孔5
計測No.58

122 第37号墓 墓室蔵骨器No.13 蓋 陶製有頸 Va 14.7 ［内面］乾隆五拾一年丙午六月十六日••・ー ーロ八月十四 (1786) 蓋段［二段］
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法量a :上部径b :器高c:下部径(cm)

浓141は次ページへつづく

連 

番

挿図番号

図版番号
墓番号 出土地点

身

i
名称又は 

仮称

形式 

分類

法量 
a
c

対 

No. 銘 書 氏 家名
名
乗
頭

西暦 
死去年

暦
年骨 

西
洗 備考

甕形(ジー 

シガーミ)
14.3
26.5

日洗骨/•••••鑑妙鏡神女 「き」高さ 
［0.7cm］ 
※内面に『+』の 
墨書有(家紋?) 

計測No.60

123
第38号墓 墓庭フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

皿

24.0

［内面］□ロロ/…(癸)酉六月口ー• ロ 計測No.109

124
第38号墓 墓庭フク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mb
12.3
30.0

［内面］乾隆二十/三年•••/六月口/去/安次富親雲 

上/長治室玄/心妙三
(明) 安次富 長 1758 (1760

〜1772)
つまみb 
計測No.lll

125
第38号墓 墓庭埋土 蓋 陶製無頸 

棗形(ボー 

ソヤージー 
シ)

lb
6.4

23.0

［内面］•••ロ ロ/•••ロ亥七月七日洗/…真口子ロロ 

/…月(廿二日)生口洗/…ロロロロロ口 (同人)/… 

(妻)真靄

つまみb 
計測No.108

126
第38号墓 墓庭埋土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

m

27.0

［内面］…生戊/…ロ/…ロ 計!No.H0

127
第38号墓 墓庭フク土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va 17.0
17.2
32.0

［内面］嘉慶二…ロロ ロ親雲上(長?)• • •亥七月二拾日

(肉)骨

蓋段［二段］ 
「き」高さ 
［0.5cm］ 
計測No.113

128
第38号墓 墓庭埋土 蓋 陶製有頸 

嗔形(ジー 

シガーミ)

Va 16.0

32.0

［内面］•隆五……嫡子安次富筑登之親雲上長亮妻• • • 

ロ…ロ

(明) 安次富 長 蓋段［三段］ 
「き」高さ 
［0.9cm］ 
計測No.114

129
第38号墓 墓庭フク土 蓋 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

Vb 7.0
16.8
30.0

［内面］…六年戊口七月七日…ロ安次富筑登之・••/•• 

ロ ロ…

安次富 蓋段［二段］ 
「言」高さ 

［0.1cm］ 
計測No.106

130
第38号墓 墓庭フク土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 16.0
19.1
34.0

［内面］•••壬辰.... 蓋段［三段］ 
「き」高さ 
［0.3cm］ 
計測No.112

131
第38号墓 墓庭埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 10.0
14.7
34.0

［内面］同治十三年甲戌七月七日…女子真嘉戸洗骨 (1860
〜1872)

1874 蓋段［二段］ 
「き」高さ 
［0.2cm］ 
計測No.107

132
第39号墓 墓庭埋土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

Hb ［内面］…拾四年(六?)月十四日安口口親… つまみb 
計測No.46

133

第39号墓 墓庭埋土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb

29.0

［内面］不鮮明 「き」高さ 
［0.2cm］ 
計測No.48

134
第39号墓 墓庭埋土 蓋 陶製有頸 

嗟形(ジー 

シガーミ)

'Vc 12.2 ［内面］…嫡子口…/…室…/…巳五月廿…/•• 

•丙子…

蓋段［二段］ 
「き」なし 

計測No.47

135
第42号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb

22.0

［内面］,••ロロ....ロ・・・ 「き」高さ 
［0.5cm 以下］ 

計測N0.84

136

第29図1
PL.2401

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.l
蓋 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

nb
(d)

47.6
33.8
54.0

137 ［ふち］光緒廿年甲午七月十八日御三人合葬/五代 

津嘉山親方/同人室咸豊六年丙辰十月廿三日洗骨/ 

同十年庚申十一月十三日死ス/同十二年壬戌正月廿 

七日洗骨向龍光津嘉山親雲上女子思戸

向 津嘉山 (朝) (1842 
-1854) 
1860

1856、

1862
計測No.40

137
第29図2 
PL.2402

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.l
身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n 50.1
45.6
42.8

136 ［正面］幼少ー人/五代津嘉山親方/同人室 (向) 津嘉山 (朝) 施釉 
底孔6

計測№.39

138
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.7
蓋 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n
(d)

40.0
47.0
48.0

139 ［前内面］大正八年未旧八月五日卒/昭和三年丁卯旧 

十二月廿七日/洗骨

［後内面］大正八年未旧八月五日卒/昭和三年丁卯旧 

十二月廿七日/洗骨

1919 1928 計測N0.43

139
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.7
身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n 46.0
46.0
38.0

138 ［正面］•••…朝ロロ (向) (津嘉山) 朝 施釉 
窓庇［1.0cm］
計測No.42

140
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.2
身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n 47.5
44.8
38.0

［正面］八代向廷烈津嘉山親雲上/朝羲/並仝人室 向 津嘉山 朝 窓庇［0.9cm］ 
底孔5
計測No.223

141 第43号墓 墓室蔵骨器 身 陶製家形 n 46.9 ［正面］口代向龍光口/仝人室 向 (津嘉山) (朝) 窓庇[0.6cm]
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法量a :上部径b :器高c :下部径(cm)

連 

番

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

身
・
蓋

名称又は 

仮称

式
類 

形
分

法量 
a
c

対 

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

「

暦
年
一 

去
西
死

「

暦
年 骨 

西
洗

備考

No.3 (ウドウン 

ジーシ)

45.0
37.5

底孔5 
施釉
計測No.221

142
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.6
身 陶製家形

(ウドウン

ジーシ)

n 49.0
45.0
42.0

［正面］六代津嘉山(里之子ー略字で書かれる)親雲上

/同人室

［ふち］幼少ー人

(向) 津嘉山 (朝) 窓庇［3.3cm］ 
底孔6 
施釉 
計測No.31

143
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.8
身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n 50.0
44.5
41.5

［正面］二代津嘉山親••/同人室嫡子津嘉山里之/子 

親雲上次男思亀

(向) 津嘉山 (朝) 窓庇［3.2cm］ 
底孔9 
施釉 

計測No.33

144
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.4
身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n 50.5 ［正面］三代津嘉山親ロロ/次男樽金/同人室 (向) 津嘉山 (朝) 窓庇［3.2cm］ 
施釉 

計測No.35

145
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.22
身 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

n 41.8
40.0
34.5

［正面］四代津嘉山親方/同人室/

［ふち］六代津嘉山里之子親雲上女子眞嘉戸

(向) 津嘉山 (朝) 窓庇［3.0cm］ 
施釉 
計測No.37

146

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.34
蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mb
10.2
32.5

147 ［内面］乾隆十(そばに「二十」と書かれる)三年戊寅五 

月十五日/洗骨/津嘉山親方/母親/五代嫡子津嘉 

山(里之子•略字で書かれる)親雲上女子/(眞靄?) 

/道光十三年癸巳五月二十/九日四代津嘉山親雲上 

女子松金洗骨

(向) 津嘉山 (朝) (1744〜

1756)
(1819〜

1831)

1758、

1833
つまみb 
計測No.18

147
第43号墓 墓室埋土 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

皿2 32.0
58.0
22.0

146 ［正面］乾隆十八癸酉年八月六日卒/••…親/順心(泉?) 

徳大姉/同二十三年戊寅五月十五日洗骨/同五十五 

庚戌八月四日ロ治/ロロ(親方?)口房女子/眞靄

1753 1758、

(1790)
窯印有「％」 
窓庇［1.0cm］ 
③T 
計測No.5

148

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.35
蓋 陶製無頸 

喪形(ボー 

ジャーンー 

シ)

nic 9.5
9.2

14.5

［内面］乾隆四拾九年••・一 蓋段なし 
計測N0.12

149
第43号墓 埋土 蓋 陶製無頸 

喪形(ボー 

ジャーンー 

シ)

me

22.0

［内面］••・光六年丙口六ロロ..... 計測No.30

150
第30図5 
PL.2505

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.30
身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャーンー 

シ)

ni 28.0
45.0
22.0

［正面］(乾隆)•••(九)日/洗骨并ロロ/三代口••••ロ

/津嘉山口・••

［後面］乾隆(拾九年)•••••/洗骨口

(向) 津嘉山 (朝) (1754) 窯印有 
窓庇［0.6cm］
③-2
底孔7
計測№.9

151

第30図6 
PL.2506

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.16
身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャーンー 

シ)

m 20.4
37.2
18.2

［後面 消された銘書］乾隆三年戊/乾隆四年(ー拾※ 

干支)三年戊戌四月廿日死/同四拾六年辛丑十月廿六 

日洗骨

［後面消されていない銘書］幼少女子眞加戸

［右側面］四世口元麟次女/思戸/妻ロロ ロ

［左側面］乾隆四拾二年丁酉十月廿六日死/同四拾六 

年辛丑十月廿六日洗骨/元麟女思戸

1777 1781 窯印有［〇］ 
窓庇［0.6cm］
③T
底孔6
計測No.l

152
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.24
蓋 陶製有頸 

斐形(ジー 

シガーミ)

Va 5.1 
12.0 
21.1

［内面］道光□ロ酉口六口女口□(嫡?)子口口次男山 

戸/五代津嘉山親雲上嫡子津嘉山(マカト?)

(向) 津嘉山 (朝) 蓋段［一段］ 
「き」高さ 
［0.5cm］ 
計測No.16

153
第43号墓 墓室蔵骨器 

N0.39
蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va 6.7
9.4

20.0

［内面］嘉慶十五年庚午九月九日洗骨五代津嘉山親雲 

上女子真嘉口/道光十三年巳五代津嘉山親方嫡子津 

嘉山親雲上四男思加那洗骨合口

(向) 津嘉山 (朝) (1796〜1 
808)(181 
9 〜1831)

1810、

1833
蓋段［一段］ 
「き」高さ 
［0.6cm］ 
計測No.ll

154
第31図1 
PL.2601

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.18
蓋 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

Vb 6.0
9.8

22.0

155 ［内面］六代津嘉山親雲上朝功次男樽金同治五年丙寅 

五月廿九日洗骨

(向) 津嘉山 朝 (1852〜

1864)
1866 蓋段［一段］ 

「き」高さ 
［0.1cm］ 
計測No.14

155
13102 
PL.2602

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.17
身 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

V5 22.0
42.0
17.0

154 ［ふち］津嘉山親雲上朝功次男/樽金 (向) 津嘉山 朝 小型I 
窓庇［0.6cm］ 
底孔9 
計測No.7

156
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.33
蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vc 5.6
10.3
28.0

157 ［内面］昭和九年口 ロ七月十八日死亡/当四十七歳/ 

昭和二十年二月三日洗骨

1934 1945 蓋段［二段］ 
「き」なし 
計測N0.17

157
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.5
身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5 27.0
52.8
19.0

156 昭和二十年ロ二月ロロ吉日/洗骨/津嘉(山)朝度妻 

/マカト

(向) 津嘉(山) 朝 (1931-
1943)

1945 中型
窓庇［0.5cm］ 
底孔12 
計測No.10

158
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.31
蓋 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

Vb 8.0
15.9
30.0

［内面］元口 •••/津..... (向) 津(嘉山) (朝) 蓋段［二段］ 
「き」高さ 
［0.1cm］ 
計測No.20

159
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.42
蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 7.6
18.1
33.0

［内面］五代津嘉山親方妹同治五年丙寅六月廿九日洗 

骨/ロロ

(向) 津嘉山 (朝) (1852〜

1864)
1866 蓋段［三段］ 

「き」咼さ 
［0.1cm］ 
計測No.19
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法量a :上部径b :器高c:下部径(cm)

連 

番

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

-

身•

蓋
-

名称又は 

仮称

形式

分類

法量 
a
c

対

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

西暦 
死去年

西暦 
洗骨年

備考

160
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.44
蓋 陶製有頸裝 

形(ジーシ 

ガーミ)

Vb 12.3
14.5
27.4

［内面］向廷選朝口君厨子/津嘉山子玉骨 向 津嘉山 (朝) 蓋段［三段］ 
「善」高さ 

［0.1cm］ 
計測No.44

161
第43号墓 墓室蔵骨器 

N0.45
蓋 陶製有頸盥 

形(ジーシ 

ガーミ)

VI. 7.6
15.3
30.0

［内面］幼少一人 蓋段［二段］ 
「き」蒿さ 

［0.1cm］ 
計測No.13

162
第43号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸赛 

形(ジーシ 

ガーミ)

Vb 5.7
11.9
23.0

［内面］道光十三年癸巳十一月夭亡五代津嘉山親 

方嫡子津嘉山(親雲上?)男子樽/同十四年甲午口 

二月同人女子亀同一五年乙未二月同人女子真口

(向) 津嘉山 (朝) 1833 蓋段［一段］ 
「き」蒿さ 

［0.3cm］ 
計測No.24

163

第43号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸襲 

形(ジーシ 

ガーミ)

Vb 8.2
11.4
24.0

［内面］二男津嘉山•••一 / • • • • •之玉骨左之吉日 

(擇?)以洗骨大正六年丁巳三月口八日旧二月二 

十五日晴れの日也

［ふち］□ロ朝法之二男…口金之厨子

(向) 津嘉山 朝 1917 蓋段［一段］ 
「き」蒿さ 

［0.1cm］ 
計測No.45

164
第43号墓 墓室埋土 蓋 陶製有頸盥 

形(ジーシ 

ガーミ)

Vb 5.7
8.7

21.0

［ふち］□ロ廷口嫡子真蒲戸六歳光緒(五?)年己 

卯十一月十三日死同九年癸未七月四日洗骨 

［内面］真蒲戸/玉骨十一月/十三日夭死

1879 1883 蓋段なし 
「き」高さ 
［0.2cm］ 
計測No.23

165
第43号墓 埋土 蓋 陶製有頸甕 

形(ジーシ 

ガーミ)

Vb

27.0

［内面］.......□口盛榮 「き」高さ 
［0.2cm］ 
計測No.29

166

第43号墓 墓室蔵骨器 

N0.27
蓋 陶製有頸甕 

形(ジーシ 

ガーミ)

Vc 5.7
19.4
19.4

［内面］向廷選三男津嘉山子朝克次女思武大光緒 

九年癸未五月十九日死亡仝口□ロ七月十八日洗 

骨/仝人三女真牛行年六仝十五年己丑口月四日 

死亡洗骨年月日仝上

向 津嘉山 朝 1883、

1889
1889、

(1891〜

1903)

「き」なし 

計測No.15

167
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.41
蓋 陶製有頸甕 

形(ジーシ 

ガーミ)

Vc

29.0

［内面］昭和二年旧/•••廿七日••• 蓋段［二段］ 
「き」なし 
計測N0.21

168
第43号墓 墓室蔵骨器 

N0.43
蓋 陶製有頸甕

形(ジーシ

ガーミ)

Vc 5.1
6.1

18.0

［内面］津嘉山朝度/四女政子/昭和ロロ/旧九 

月廿口日/死亡/昭和九年/旧七月十九日/洗 

骨

(向) 津嘉山 朝 (1926〜

1932)
1934 蓋段なし 

「き」なし 

計測No.22

169
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.14
身 陶製有頸盥 

形(ジーシ 

ガーミ)

V5 25.0
46.0
17.0

［正面］(向?)□□口嫡子真(鶴?) (向) 中型、三脚 
窓庇［0.4cm］ 
底孔6 
計測No.6

170
第43号墓 墓室蔵骨器 

No.25
身 陶製有頸甕 

形(ジーシ 

ガーミ)

V 19.4
39.5
17.5

［正面］五代/□□(※赤文字で書かれる) 小型I
窓庇［0.7cm］ 
底孔5 
計測No.222

171
第31図3 
PL.2603

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.28
蓋 陶製軒付喪 

形(ジーシ 

ガーミ)

Via 11.1
17.7
31.8

172 ［内面］□口津嘉山(里之子ー略字で書かれる)親 

雲上向徳信女子思亀/嫡子津嘉山(里之子ー略 

字で書かれる)親雲上向徳信女子武樽金咸豊拾 

年申十一月十四日洗骨

向 津嘉山 (朝) (1846〜

1858)
1860 蓋段［二段］ 

「き」咼さ 
［0.3cm］ 
計測No.26

172 第31図4
PL.2604

第43号墓 墓室蔵骨器 

No.9
身 陶製軒付甕

形(ジーシ

ガーミ)

VII 30.6
64.8
23.4

171 ［内頸部］嫡子津嘉山俚之子•略字で書かれる) 

親雲上向徳信女子武樽金咸豊拾(年申)十一月十 

四日(洗骨)

向 津嘉山 (朝) (1846〜

1858)
1860 窓庇［0.6cm］ 

底孔14 
計測No.25

173
第44号墓 墓室フク土 蓋 陶製無頸甕 

形(ボージ 

ヤージー 

シ)

nic 10.0
10.5
46.0

［内面］•••年口子八月八日次男口…/•••藏:洗骨 計測No.119

174

第44号墓 墓室フク土 蓋 陶製有頸盥 

形(ジーシ 

ガーミ)

Va

36.0

［内面］• • • 口原仁• * •/嘉••・ロ ・ • •/嘉慶二十• • * 

洗骨•••ロ口 口口

(1815〜

1821)
「き」高さ
［0.7cm］ 
計測No.117

175
第44号墓 墓室フク土 蓋 陶製有頸喪 

形(ジーシ 

ガーミ)

Va 10.3

24.0

［内面］ロロロ口 (尔)••• 蓋段［一段］ 
「き」高さ 
［0.5cm］ 
計測No.115

176
第44号墓 墓庭フク土 蓋 陶製有頸甕 

形(ジーシ 

ガーミ)

V

一

［内面］••・ロロ丑九月口 ・•• 計測No.118

177
第44号墓 墓庭フク土 蓋 陶製軒付褰 

形(ジーシ

ガーミ)

VI

33.0

［内面］……(#?) 「き」高さ
［0.6cm］
計測N0.II6

178
第46号墓 墓埋土 蓋 陶製家形 

(ウドウン 

ジーシ)

Ub
(d) -

［内面］• • ・年己酉/• • ・両人并 計測No.100
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法量a :上部径b :器高c :下部径(cm)

連 

番

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

身

蓋

名称又は 

仮称

形式

分類

法量 
a
c

対

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

「

暦

年

」

「
暦
年 

畐

ー
備考

179

第30図1 
PL.2501

第46号墓 墓ロフク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ンヤーンー 

ン)

Hla 10.0

37.0

［内面］御支口 喜名焼.つまみa 
蓋段［一段］ 
「き」高さ 
［3.5cm］
計測No.103

180
第46号墓 墓ロフク土 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mb 8.1
8.9

30.0

181 ［内面］安次富親雲上/(長)昌室乾隆/弐拾年乙 

亥/八月十八日洗骨

(明) 安次富 (長) (1741〜

1753)
1755 つまみb 

蓋段［一段］ 

計測No.89

181
第46号墓 墓室 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ンヤ'—ジー 

シ)

ni 27.0
50.0
21.0

180 ［正面］安次富親雲上長昌/(室)口乾隆弐拾年/ 

乙亥八月十(八)日/(洗)骨

(明) 安次富 長 (1741〜

1753)
1755 窓庇［1.0cm］

(2)-2
底孔6 
窯印有
計測No.122

182
第46号墓 墓室 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mb 7.5

32.0

［内面］康熙五十三年/甲午十二/月廿五日/□ 

•••/喜屋武親雲上/女子ロロ/康熙口 ロロ/ 

年九月•••/洗骨

喜屋武 (1714) (1716-
1723)

つまみb 
蓋段［一段］ 

櫛描文 

計測No.91

183
第46号墓 墓室 蓋 陶製無頸 

喪形(ボー 

ジャージー 

シ)

mb
12.0
32.0

［内面］乾隆拾九年甲戌九(月)ロ日/ロロ口••• 

子/ロロロ…

つまみb 
櫛描文(波状圏線) 

計測No.90

184
第46号墓 墓室 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

me 10.4
10.6
32.0

［内面］«消された銘書»乾隆((三拾五年庚寅»••• 

年丁酉•••嫡子•• ロ・••ロロ••・長亮«正月十五日» 

九月十七日洗骨«長亮嫡子»長口良洗骨妻ロロ • • •

長 蓋段［一段］ 

計測N0.86

185
第46号墓 墓室 蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

m

32.0

［内面］乾隆ロロ........口洗骨 1736〜

1796
計測No.87

186
第46号墓 墓室蔵骨器

No.6C
蓋 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

ン)

m

34.0

［内面］(乾隆?)拾七年壬申正月••・い妻 計測No.88

187
第46号墓 墓室 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

mi 26.0
49.0
22.0

［正面］乾隆二十三年戊亥(ー寅※年号)/口六月 

五日死(去?)/安次富親雲上• • • /長ロ妻口 ・ • •

(明) 安次富 長 (176〇〜

1772)
窓庇[0.5cm]
③-1 
計測No.124

188
第46号墓 墓室 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

ン)

mi 27.0
48.0
23.0

［正面］大清乾隆四拾貳年/…ロロ ロ九日洗骨/… 

(安)次富親雲(上)/•••

働次富 (1763〜

1775)
1777 窓庇［0.6cm］

③T
底孔5 
窯印有「+」 

計測No.125

189
第46号墓 墓室 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ンヤーンー 

シ)

mi 15.0
52.8
22.0

［正面］乾隆四拾二年口/九月ロロ日嫡子安次富 

/ロ ・••ロ長ロロロ/ロ ・•・ロロロ

(明) 安次富 長 窓庇［1.0cm］ 
②T 
底孔4
計測No.121

190
第46号墓 墓室 身 陶製無頸 

甕形(ボー 

ジャージー 

シ)

m3 21.0
34.0
17.5

［正面］•••不鮮明・ ••/ロロ ・•・不鮮明・ • •/ロロ 

十月ロ日ロロロロ/ロ ・••不鮮明•••

窓庇［1.0cm］
②T
底孔5 
窯印有「七」 

計測No.123

191
第46号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va 9.1
16.6
27.0

［内面］……次富筑登之長•••/ロ••• (明) 佞)次富 長 蓋段［一段］ 
「き」高さ 
［0.6cm］ 
計測No.98

192
第46号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Va

26.0

［内面］••・ロ二十二年壬辰七月口…• 「き」高さ 
［0.6cm］ 
計測No.96

193
第46号墓 墓庭フク土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb

30.0

194 ［ふち］道光廿二年壬寅十二月•••一

［内面］•••長吉/.... 廿五日死長•••

長 (1842) 「き」高さ 
［0.1cm］ 
計測No.99

194
第46号墓 墓室 身 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

V5 32.0
63.3
23.5

193 ［内頸部］•••(吉)道光二(ー二十二※干支)年 

壬寅(ー壬午※年号)十二月廿五日死長吉室

長 大型 
窓庇 
［0.4cm］ 
計測No.127

195

第46号墓 墓ロフク土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb

26.0

［内面］••…卯三月十(三?)日ロ ・••(棚?)原… 

不鮮明

(棚?源 「き」高さ 
［0.1cm］ 
計測No.97
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法量a :上部径b :器高c :下部径(cm)

連 

番

挿図番号 

図版番号
墓番号 出土地点

一
身
・
蓋-

名称又は 

仮称

形式 

分類

法量 
a
c

対 

No.
銘 書 氏 家名

名
乗
頭

西暦 
死去年

暦
年 骨 

西
洗 備考

196
第46号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 8.1 
10.0 
21.0

［内面］同治(二年)癸亥・••棚原里之子ロロ/棚原 

樽口

棚原 蓋段「一段」 
「き」高さ 
［0.3cm］ 
計測No.92

197
第46号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb 10.5
15.8
27.0

［内面］道光十二年壬辰十月廿八日死去嫡子安次 

富筑登之親雲上長好妻同十七年丁酉八月廿八日 

洗骨/道光十八年戊戌七月十日ロ安次富筑登之 

親雲上(長?)幹姉洗骨/真嘉口

(明) 安次富 長 1832 1837.
1838

蓋段「一段」 
「き」高さ 
［0.4cm］ 
計測No.93

198
第46号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb

34.0

［内面］........ 登之親雲上長幹洗骨口・•・一 長 蓋段「三段」 
「き」高さ 
［0.4cm］ 
計測No.95

199

第46号墓 墓庭フク土 蓋 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

Vb

30.0

［内面］••・三男新口 (棚原?) (鵬?) 蓋段「一段」 
「き」高さ 
［0.3cm］ 
計測No.94

200
第46号墓 墓室 蓋 陶製有頸 

喪形(ジー 

シガーミ)

Va 14.0

30.0

［内面］• • ・二十六年.....洗骨• • • 蓋段「三段」 
「き」高さ 
［0.5cm］ 
計測No.120

201
第46号墓 墓室 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V4 30.5
60.0
24.0

［正面］大清乾隆五十六年/辛亥十一月二十日洗 

骨/嫡子安次富筑登之/親雲上長亮妻

(明) 安次富 長 (1777〜

1789)
1791 大型

窓庇［1.0cm］ 
計測No.102

202
第46号墓 墓室 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5 30.0 ［正面］卯ロロ•••••/長保 長 窓庇 
[0.5cm] 
計測No.105

203
第46号墓 墓室 身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5
65.0
25.0

長幹 長 大型
窓庇［0.6cm］ 
計測No.104

204
第46号墓 墓室蔵骨器 

No.10
身 陶製有頸 

甕形(ジー 

シガーミ)

V5 27.0
54.4
22.0

［内頸部］• • •ロロ年正ロロロ日旧酉十二ロロ日 中型
窓庇［0.3cm］ 
底孔16 
計測No.101

205
第49号墓 墓庭埋土 蓋 陶製小型 

筒形(施釉)

18.0

［内面］御年百ロ ••• 計測No.216

206
第49号墓 墓庭埋土 身 陶製小型 

筒形(施釉)

16.0
25.3
16.0

［正面］故高良•・シ 高良 窓庇［0.5cm］ 
底孔なし

計測No.215

207
第50号墓 蓋 陶製無頸 

喪形(ボー 

ンヤージ 

ーシ)

me 11.0
9.8

32.0

［内面］...年己未八月二十日洗六男口

ロロロロロ…

計測No.214

208
第50号墓 身 陶製家形

(ウドウン

ンーンノ

n 48.5
46.5
33.0

［ふち］ロロ小第一代目比嘉仁王 比嘉 施釉
窓庇［0.5cm］ 
底孔2
計測No.218
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第2節中国産陶磁器

A青磁

第7表に示したとおり、破片で5点得られた。器種の分かるものとして、碗•香炉などの2器種 

が確認された。実測で表現できるものは数少なかった。以下、碗より略述する。

碗の高台(第32図1 PL.27の］)
1は低平な竹節高台で、見込みに蛇ノ目釉剥ぎを施したものである。釉薬は濃い緑褐色を呈し、 

畳付けから外底面は露胎にしている。素地は灰褐色の粉粒子で、底径7.3cmを計る。第46号墓庭フク 

土より出土。全体に粗製の碗である。

香炉(第32図2 P L.27の2)
口径!0.2cmを計る袴腰の香炉である。釉調が暗灰褐色を呈し、全体に火熱(2次焼成)を受けたも 

のと思われる。素地は灰褐色の微粒子で、貫入が顕著に見られる。第35号墓室フク土より出土。

B青花

第7表に示したとおり、破片で19点得られた。器種の分かるものとして、碗•皿•水注•杯など 

の5器種が確認された。実測で表現できるものは数少なかった。以下、碗より略述する。

碗(第32図3 - 4 PL.27の 3 - 4)
2点とも高台脇に稜をつくる碗で、3が抽象的な文様で、4は印版手のものである。釉薬は付け 

掛けによるが、見込みは蛇ノ目状に施し外底面にも施釉。素地は灰白色の粉粒子で、黒色の粒子が 

散見できる。3は第33号墓庭フク土、4は第39号墓庭フク土よりそれぞれ出土。

小碗(第32図5 PL.27の5)
直口の小碗で高台内の抉りが深いものである。釉薬は付け掛けと思われ、高台外より外底面にか 

けては露胎である。外面に花文(？)的な印版を3ヶ所に施す。素地は白色の微粒子である。第46 

号墓庭フク土より出土。

皿(第32図6 - 7 PL.27の 6 - 7)
2点とも外反皿で、6は内面に草花文、7が外面に宝相華唐草文を描くものである。6は外面に 

文様が僅かに観察されるが、判然としない。また、腰部付近で削り痕が観察される。素地は灰白色 

の微粒子で、第7 - 8号墓間より出土。7は破片のため内面の文様は不明。畳付けとその内側は露胎。 

素地は淡い灰白色の微粒子である。第35号墓フク土より出土。

水注(第32図8 PL.27の8)
注口と把手が欠損しているが、全形の窺える資料である。脚台より楕円気味の胴部に至り、肩部 

より外反させ、口部を立ち上げるものである。文様は呉須を用いて、全体を圏線により区分し、そ 

の間に芭蕉•草花文•三角文+丸文を描き、脚台には草花文を描いている。胴部は縦位に陰刻し釉 

薬の厚みによって文様を巡らしている。釉薬は総掛けであるが、畳付けとその内側は露胎である。 

第37号墓室(右タナ)より出土。
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小杯(第32図9 PL.27の9)
腰部がやや腰折れ気味の小杯である。見込み内面に抽象的な文様を描き、外面は高台脇に圏線を 

巡らす。畳付けは平坦で、畳付けから底面は露胎である。素地は灰白色の微粒子である。第44号墓 

庭フク土より出土。

C 瑠璃釉(第32図10 PL.27の10)

瑠璃釉の杯が、第38号墓庭埋土より2点出土した。2点とも同型の掛け分けたものでその内の全 

形を知り得る1点を示した。高台を僅かに上げ底に成形し、高台脇で若干くびれ縁部に直に立ち上 

げる器形である。口唇部は舌状に成形する。底面と高台脇は露胎で外面瑠璃釉、内面白釉を呈する。 

口径3.6cm X器高2.4cmX底径1.5cmを計る小杯である。

D 色絵(第32図11PL.27の11)

外反碗が1点得られた。2次的に火熱を受けたものと思われ彩色された色絵が変色して見られる。 

確認できる色は赤・青・黄・茶色の4色である。文様は円寿字文(青・赤)を中心に草花文(黄•茶?). 

圏線•蓮華文(赤)等を描く。第43号墓室埋土より出土。

E 褐釉陶器(第32図12 PL.27の12)

第7表に示したとおり、破片で3点得られた。その中で、完形に近い小型壺を示した。口縁部を 

ラツパ状に開き、肩部の張る小壺である。底部は高台を作るものである。釉薬を頸部内面より同上 

位まで施釉する。釉薬の表面は剥落が著しい。素地は粗粒子で焦げ茶色の粒子が散見できる。口径 

3.2CH1X器高5.9cmX底径2.8cmを計る。第46号墓庭フク土より出土。

第7表中国産陶磁器出土一覧

器種 
出土地

白磁 青 磁 色絵 瑠璃釉 青 花 褐釉陶器
合計小皿 香炉 碗 碗 杯 碗 小碗 皿 小杯 水注 瓶 小壺 瓶

第7・8号墓間 1 1
第17号墓屋根フク土 1 1
第33号墓庭フク土 1
第35号墓室フク土 1 1
第35号墓庭フク土 1 1
第35号墓フク土 1 1
第36号墓庭フク土 1 1
第37号墓上表採 1 1
第37号墓室(右タナ) 1 1 2
第38号墓庭埋土 2 2
第39号墓庭フク土 2 1 3
第39号墓庭埋土 1 1
第41号墓庭埋土 1 1
第43号墓室埋土 1 1 2
第44号墓庭フク土 1 1
第45号墓庭フク土 1 1 2
第45号墓上フク土 1 1
第46号墓ロフク土 1 1
第46号墓庭フク土 2 1 1 1 1 6
第46墓庭埋土 1 1

合 計 1 1 4 1 2 6 3 7 1 1 1 2 31
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第32図(PL.27)中国産陶磁器:青磁(碗1、香炉2)、青花(碗3・4、 
小碗5、皿6・7、水注8、小杯9)瑠璃釉(杯10)ヽ 
褐釉陶器(小型壺12)、色絵(外反碗11)
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第3節本土産陶磁器

本土産は第8表に示したとおり298点の出土が見られた。最も多いのが、近代に属する碗•小碗・ 

皿等である。ここでは、肥前系等の資料を中心に報告する。

肥前系

肥前系は第8表に示したとおり破片で15点得られた。器種としては、碗・小碗•小皿・瓶等の4器 

種が見られた。中でも、瓶類が比較的多く出土した。

瓶(第33図1〜5 PL.28の1〜5)
第46号墓ロフク土より、瓶が5点得られた。その中より、4点を示した。1・2ともナデ肩器形 

のもので、胴部に草花文と昆虫(蝶?)を描き腰部と高台脇に圏線を巡らす、ほぼ同形のものである。 

釉薬は頸部内部から外面に施し、畳付けと頸部内部下は露胎である。興味深いのは、2の資料で見 

込み脇に青磁片(？)の窯着が見られることである。

3は長頸の瓶で、胴部に圏線と網目文を描くものである。釉薬は頸部内部から外面に施し、畳付 

けと頸部内部下は露胎である。畳付けに顕著に砂目痕が残る。4は頸部より肩が張り、腰部で一端 

窪み底面に向かって裾広がりの器形である。文様は肩部〜胴部下位にかけて虫肖唐草文を主文様に描 

くものである。釉薬は頸部内部から外面に施し、畳付けは露胎にする。肥前で「瓶子」と呼ばれて 

いるものである。5の資料は第44号墓室フク土より出土したもので、ナデ肩器形のものである。膨 

らんでいる胴部に丸文と網目文、圏線を腰部•高台脇に巡らす。破片のため全体の構図は不明。現 

況では内面と畳付けは露胎である。

碗(第33図 6 - 7 PL.28の 6 - 7)
いずれも陶器である。6は青緑釉を内外面に施し、腰部以下は露胎である。見込みに陰刻の圏線 

を巡らす。素地は灰褐色の粗粒子で、第37号墓室(右タナ)と第38号墓庭フク土より出土。

7も淡い青緑釉が施されたものと思われるが、風化が著しく淡黄土色を呈する。総釉掛けと思わ 

れるが、畳付けは露胎である。高台は台形状に深く削りこまれている。素地は灰白色を呈し、細か 

い粗粒子で、第44号墓庭フク土より出土。

瀬戸・美濃系(第33図8 - 9 PL.28の8 - 9)
8は外面に淡い呉須による松葉文と口縁部と腰部に圏線を描き巡らす小杯である。高台は三角状を 

呈し、畳付けは露胎である。素地は灰白色の微粒子である。第38号墓庭フク土と埋土より出土。

9は口唇部を呉須で縁取りした輪花の小皿である。内外面に失透釉を施すが、畳付けは露胎。内面 

には褐釉で抽象的な草花文(菖蒲?)を描く。文様はロウ抜き技法を用いているようである。第24号 

墓庭埋土より出土。

印判染付(第33図10 PL.28の10)
印判手による筒形碁笥底の火入れである。口唇部と畳付けは高台より露胎。文様は型紙(呉須)を 

用いた帯文と蓮弁文とを印判後、さらに銅板による帯文(黄土釉)を施している。第35号墓室フク土 

より出土。
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瀬戸・美濃系第33図(PL.28)本土産陶磁器:肥前系(瓶1〜5、碗6 - 7)、

(小杯8、小皿9)、印判染付(火入れ10)

〇
〇
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第4節銭貨

本古墓群からは17基33地点から、完形、破片を合わせて総数327点の銭貨が得られた。銭種は中世・ 

近世銭が11種、近代銭が2種と多種多様の銭貨が得られている。

最も古いものでは唐代の銭名である開元通寶(621年)や北宋時代の政和通寶(1111年)等が見ら 

れるが、これらの銭貨の状態は悪く、背の輪郭もほとんど見られないことから模鋳銭と推定される。

有文銭の中で多かったのが寛永通寶で19点得られた。その内古寛永(1636年)は5点、文銭(1668 

年)は1点、新寛永(1697年)は11点で、新寛永の中には若干磁気反応を示すものもあった。また 

第35号墓庭フク土からは新寛永が?枚重なった状態で出土しており、六道銭としての性格が窺える。

今回最も多く検出されたのが無文銭で311点得られた。特に注目されるのが第40号墓室フク土No. 
3から一括して93枚が出土したことである。1枚以外はすべて同じタイプであり、これらも六道銭と 

の関連が示唆される。

なお無文銭は形や大きさに様々な違いが見られることから、孔の形状の違いによって3種に大別し 

た。

第9表銭貨出土一覧

※数枚が付着して数が確認できない銭貨は1枚として扱った。

※古=古寛永新=文•新寛永不=不明

出土地点
中世•ん世銭___________________________________近代銭 合

計
元
寶 

開
通

符
寶 

祥
通

画

寶
 

天
元

聖
寶 

紹
元

政和 
通寶

島

寶

J  

洪
通

爾

寶
 

朝
通

乾隆 
通寶

寛永通寶
1

日

ロ 

ー
 

元
通

判読 

不明

無文銭

銭
五 
銭古 新 不 I類 I!類 m類 小計

第3号墓庭埋土 1 1 2
第16号墓 1 1
第33号墓庭フク土 1 1
第34号墓庭フク土 3 3 3
第35号墓室フク土 2 3 10 10 15
第35号墓庭フク土 7 1 2 2 10
第36号墓室フク土 2 2 2
第36号墓室埋土 1 1 1
第37号墓室 5 1 28 34 34
第37号墓室(右タナ) 11 11 11
第37号墓室(左タナ) 
蔵骨器N0.1内 2 2 2
第38号墓ロフク土 1 1 1 2
第38号墓庭フク土 (集中) 2 1 1 2 2 6
第38号墓庭フク土 1 1 1 1 1 1 2 1 1 9
第38号墓庭埋土 1 1
第39号墓室 4 3 7 7
第39号墓ロフク土 2 2 2
第39号墓庭埋土 1 1 1 1 4
第40号墓室フク土 1 7 8 8
第40号墓室フク土N0.2 1 29 30 30
第40号墓室フク土 N0.3 92 92 92
第42号墓室 1 1
第43号墓室蔵骨器N0. 7 1 1
第43号墓埋土 1 1
第44号墓庭フク土 1 1
第44号墓埋土 1 1 1 2 3
第45号墓室フク土 15 15 15
第46号墓室フク土 32 32 32
第46号墓室銭貨NO.1 9 9 9
第46号墓室 4 4 4
第46号墓ロフク土 13 13 13
第48号墓室埋土 2 2
安謝西原表採 1 1 2 2

小 計 2 1 1 1 1 4 1 1 5 12 2 1 1 6 141 4 140 285 1 2 327
合 計 2 1 1 1 1 4 1 1 19 1 1 6 141 4 140 285 1 2 327
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I類 孔の形が方形をしているもの。外径・孔径・厚さなどの大きさが様々であるため、ここでは外 

径、孔径の外径に対する割り合いから3つに細分した。

1、 外径が2.2cm以上、孔径が0.5〜0.7cm、厚さもlimnで、渡来銭とあまり大差がないもの。

2、 外径が1.9〜2.1cm、孔径が0.6〜0.8cm、厚さが0.7-lmm程のもの。1 —1より一回り小さくな 

り、孔径も広がる。第40号墓から一括して多数得られた銭貨はこのタイプである。

3、 外径が1.9cm以下で、孔径が0.7〜0.9cmと孔径の外径に対する割合が大きい。

a、 外径が1.8cm台、孔径が0.8〜0.9cm、厚さが0.8〜0.911111I程のもの。

b、 外径が1.5〜1.7cm、孔径が0.7〜0.8cm、厚さが0.6〜0.811111I程のもの。

c、 外径が1.4cn!以下、孔径が0.7〜0.9cm、厚さが0.5〜0.7mm程のもの。

I!類 孔の形が隅丸方形状のもの。今回は外径が1.2cm台、孔径が0.7cm台、厚さが0.51M!程度のもの 

数点のみが出土している。

皿類 孔の形が円形をしているもの。外形が1.2cm以下と小さく、堰痕が残っているものが多く見ら 

れることから、実際の通貨とは異なった役割があったことが示唆される。

1、 外径が1.0cm以上、孔径が0.7〜0.8cm、厚さが0.5cm程度のもの。

2、 外径が1.0cm以下、孔径が0.6cm以下、厚さが0.511111t程度のもの。幅が非常に細く1mm以下のも 

のも見られる。

※銭貨どうしが付着して枚数が確認できないものは①枚として扱った。

第10表無文銭出土一覧

出土地点
I 類__________

I!類
m類

合計
1 2 3a 3b 3c 小計 1 2 小計

第34号墓 1 2 3 3
第35号墓 10 10 2 2 12
第36号墓 1 2 3 3
第37号墓 — 1 3 5 1 13 +① 41+① 47 +①
第38号墓 4 4 4
第39号墓 6 6 2 1 3 9
第40号墓 91 1 1 93 1 4 32 +① 36 +① 130+①

第44号墓 1 1 1 2
第45号墓 1 1 9 4 15 15
第46号墓 2 56 +① 58 +① 58 +①
表採 1 1 1 2

小 計 6 105 6 9 15 141 4 21+① 119+② 140+③ 285+③
合 計 141 」 140+③ 285+③

銭貨出土一覧は第9表に、個々の詳細については観察一覧第11表に示した。なお無文銭の観察に 

ついては一部のみの掲載にとどめた。

参考文献

•永井久美男編『日本出土銭総覧1996年版』兵庫県埋蔵銭貨調査会1996年
•嶋谷和彦 「中世の模鋳銭生産位ー堺出土の銭鋳型を中心に一」『考古学ジャーナル』No.372

1994年
•本沢慎輔 「東北地方に分布する鋳写しビタ銭について」『紀要xvm』 岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センター1998年
•丁福保他 『歴代古銭圓説』陝西旅游出版社1990年
•日本銀行金融研究所 『日本のお金』大蔵省印刷局 1994年
(註)•堰(せき)•••湯道から鋳物本体に湯が流れ込む接続部分。

•バリ・••鋳型の合わせ目に溶銅が流れ込んだ時に湯道や製品の周囲に薄く板状にはみ出したもの。
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第11表銭貨観察一覧 ※〇は欠損部、口は判読不明

挿図番号 
図版番号

出土地点 
層序

銭貨名 
(種別)

国名 
初鋳年

書体
法量(cm • g)

背文 状態•特徴 備考 計測 
番号外径 孔径 厚さ 重量

第34図1 
PL.29 の1

第38号墓庭 

フク土 (集中)

開元通寶 唐

621
隸書 2.37 0.66 0.10 2.3 なし 背の縁の輪郭がほとんどなく平坦であ 

る。銭文も磨耗している。

模鋳銭? 1

〃 2
〃 2

// 開元通寶 〃 隸書 2.40 0.62 0.11 2.7 下月 背の縁の輪郭は若干みえるが、ほとん 

ど平坦である。銭文の腐蝕が激しく、 

磨耗している。

2

〃 3
"3

第38号墓庭 

フク土

祥符通寶 北宋

1009
楷書 2.43 0.60 0.11 3.3 なし 背の孔縁の輪郭が弱い。銭文も磨耗し 

ている。

3

〃 4
〃 4

// 天聖元寶 北宋

1023
篆書 2.43 0.65 0.10 2.2 なし 背の縁の輪郭が弱く、銭文も磨耗して 

いる。

4

〃 5
〃 5

第38号墓口 

フク土

紹聖元寶 北宋

1094
行書 2.30 0.58 0.11 2.6 なし 背の縁の輪郭が弱く、孔縁が孔とずれ 

ている。銭文もやや磨耗している。

8

〃 6
〃 6

第38号墓庭 

フク土

政和通寶 北宋

1111
楷書 2.40 0.61 0.11 2.9 なし 背の縁の輪郭がなく平坦である。銭文 

も腐蝕及び磨耗している。

模鋳銭? 5

〃 7
〃 7

第35号墓室 

フク土

洪武通寶 明

1368
楷書 2.22 0.56 0.11 2.2 なし 縁の輪郭ははっきりしている。銭文は 

やや腐蝕している。
9

// 洪〇通寶 // 〃 2.25 0.60 0.13 1.3 なし 3/4のみ残存。腐蝕が激しい。洪武通 

寶と思われる。

10

〃 8
〃 8

第38号墓庭 

フク土 (集中)

洪武通寶 // // 2.25 0.53 0.20 4.3 なし 背の縁輪郭が弱く、緑幅も細い。銭文 

も磨耗している。

11

第43号墓 

埋土

洪〇〇寶 〃 〃 — 一 0.14 1.3 なし 1/2のみ残存。腐蝕が激しい。洪武通 

寶と思われる

12

〃 9
〃 9

第38号墓庭 

フク土

朝鮮通寶 李朝

1423
〃 2.40 0.57 0.15 3.8 なし 縁の輪郭は、はっきりしている。銭文 

はやや磨耗している。

7

〃!0
〃!0

第39号墓庭 

埋土

乾隆通寶 清

1736
隸書 2.42 0.48 0.12 3.3 面

寶 

隹 縁の輪郭は弱く、腐蝕している。銭文 

がやや磨耗している。背文は満州文字。

鋳造地 

広西寶桂局

13

第35号墓室 

フク土

判読不明 一 一 2.38 0.70 0.10 3.0 なし 背は平坦。銭文も磨耗している。 14

// // 一 — 2.30 0.63 0.12 2.7 — 腐蝕及び磨耗が激しい。 15

// // — — 2.35 0.70 0.10 2.3 なし 腐蝕が激しい。 16

〃!1
〃 !1

第38号墓庭 

フク土

□□元寶 (北宋) 篆書 2.35 0.63 0.11 2.9 なし 背の輪郭が弱い。銭文も磨耗している。 

景祐元寶と思われる。

17

// 元口通口 — 一 2.35 0.63 0.10 2.9 なし 磨耗がはげしい。背の縁に「ー」の文 

字。

6

// 判読不明 — 一 2.30 0.66 0.10 2.2 なし 腐蝕及び磨耗が激しい。 19

// 〃 — 一 2.45 0.61 0.11 3.5 なし 背は平坦。銭文も磨耗している。 20

第38号墓庭 

フク土 (集中)

判読不明 — 一 2.30 0.60 0.10 2.6 なし 背は平坦。銭文の腐蝕及び磨耗が激し 

い。

18

第35図1 
PL.3 〇 の1

第3号墓庭 

埋土

寛永通寶 

(古)

江戸

1636
楷書 2.46 0.55 0.11 2.9 なし 縁の輪郭、銭文ともにはっきりしてい 

る。

21

〃 2
〃 2

第33号墓庭 

フク土

寛永通寶 

(古)

// 〃 2.51 0.59 0.15 4.1 なし 縁の輪郭、銭文ともにはっきりしてい 

る。やや腐蝕している。

24

第39号墓庭 

埋土

寛永通寶 

(古)

// 〃 2.4 0.58 0.10 3.4 なし 縁の輪郭、銭文ともに磨耗している。 26

〃 3
〃 3

第44号墓 

埋土

寛永通寶 

(古)

〃 〃 2.45 0.56 0.12 3.4 なし 縁の輪郭、銭文ともにはっきりしてい 

る。

31

〃 4
〃 4

第44号墓庭 

フク土

寛永通寶 

(古)

// // 2.34 0.57 0.09 2.0 なし 背は平坦。銭文もやや磨耗している。 

鋳造によると思われる小穴がある。

30

〃 5
〃 5

第16号墓 寛永通寶 

(文)

江戸

1668
楷書 2.53 0.58 0.11 3.3 文 縁の輪郭、銭文ともにはっきりしてい 

る〇

鋳造地

江戸亀戸
23

〃 6
〃 6

第3号墓庭 

埋土

寛永通寶 

(新)

江戸

1697
〃 2.45 0.57 0.13 3.5 なし 縁の輪郭、銭文ともにはっきりしてい 

る。青錯が激しい。

22

第38号墓庭 

埋土

〇永通〇 

(新)

〃 〃 一 — 0.10 1.4 なし 1/2のみ残存。磨耗している。寛永通 

寶と考えられる。

25

〃 7
〃 7

第39号墓庭 

埋土

寛永通寶 

(新)

// 〃 2.42 0.60 0.10 2.8 なし 縁の輪郭、銭文ともにはっきりしてい 

る。永の字に鋳造による穴がある。

27

// 判読不明 一 — 2.58 0.70 0.20 3.6 なし 鉄銭。全体が銷膨れしている。 寛永通寶? 28

〃 8
〃 8

第42号墓室 寛永通寶 

(新)

江戸

1741
楷書 2.30 0.63 0.11 1.9 元 腐蝕及び磨耗している。 鋳造地

大阪高津

29
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挿図番号 
図版番号

出土地点 
層序

銭貨名 
(種別)

国名 
初鋳年 書体

法量(cm • g)
背文 状態•特徴 備考 計測 

番号外径 孔径 厚さ 重量

第35図9 
PL.3009

第35号墓庭 

フク土

寛永通寶 

(新)

江戸

1741
楷書 2.21 0.62 0.10 2.1 足 銭文は明瞭。背が磨耗している。 鋳造地

下野足尾

32

〃!0
〃!0

// 寛永通寶 

(新)

江戸

1697
// 2.38 0.60 0.11 2.8 なし 縁の輪郭、銭文ともに明瞭。やや腐蝕。 33

〃 !1
〃!1

〃 // // // 2.31 0.61 0.12 3.2 なし 縁の輪郭は明瞭。銭文がやや腐蝕。 34

〃!2
〃 !2

// // // // 2.43 0.60 0.11 2.9 なし 縁の輪郭、銭文ともに明瞭。青鎧が激 

しい。

計測番号35 
〜39まで重 

なって出土 

した。

35

〃 // // 〃 2.42 0.60 0.11 2.7 なし 腐蝕している。 36

〃 〃 // 〃 2.45 0.65 0.11 2.8 なし 背は錯膨れしている。 37

〃 !3
〃!3

// 〃 // 〃 2.47 0.60 0.11 3.0 なし 銭文明瞭。やや腐蝕している。 38

〃 判読不明 — — — — — 9.0 - 数枚(3枚?)が付着。鉄銭が混ざっ 

ている

39

第36図1 
PL.3101

第38号墓口 

フク土

無文銭 2.38 0.50 0.11 3.19 縁の輪郭が若干見られる。大きさは渡 

来銭と変らない。
I類ー1 1

〃 2
〃 2

第38号墓庭 

フク土

無文銭 2.30 0.63 0.09 2.06 両面ともに平坦である。靖膨れが見ら 

れる。
I類ー1 2

〃 3
〃 3

第38号墓庭 

フク土(集中

無文銭 2.21 0.65 0.10 2.14 両面ともに平坦である。孔がずれてい 

る。

I類ー1 5

〃 4
〃 4

第34号墓庭 

フク土

無文銭 2.22 0.70 0.10 1.75 両面ともに平坦である。青靖が激しい。 I類ー1 4

〃 5
〃 5

第35号墓室 

フク土

無文銭 2.05 0.68 0.07 1.06 両面ともに平坦である。 I類ー2 8-1

〃 6
〃 6

// 無文銭 2.08 0.72 0.06 1.18 右にセキ痕がみられる。 !類—2 8-2

〃 7
〃 7

// 無文銭 2.06 0.68 0.06 1.17 両面ともに平坦である。 !類ー2 8-4

〃 8
〃 8

第40号墓室 

フク土No. 3
無文銭 2.06 0.60 0.06 1.12 鎧膨れが激しい。 I類ー2 7-1

〃 9
〃 9

// 無文銭 2.05 0.61 0.07 1.21 •青膨れが激しい。 I類ー2 7-2

〃 !0
〃!0

// 無文銭 2.02 0.67 0.08 1.04 裏の錯膨れが激しい。 I類ー2 7-3

〃!1
〃!1

〃 無文銭 2.10 0.65 0.10 1.30 鎧膨れが激しい。孔にバリがある。 I類—2 7-4

〃!2
〃!2

〃 無文銭 2.10 0.65 0.10 — 鎧膨れが激しい。右にセキ痕がみられ 

る〇

!類ー2 7-6

〃!3
〃!3

〃 無文銭 2.03 0.75 0.08 1.16 錯膨れが激しい。 I類ー2 7-5

〃!4
〃!4

第35号墓室 

フク土

無文銭 1.98 0.77 0.10 1.24 右にセキ痕がみられる。 I類ー2 9-1

〃!5
〃!5

// 無文銭 1.93 0.65 0.07 0.97 僅かに欠損している。 I類ー2 9-3

〃!6
〃!6

第37号墓室 無文銭 1.93 0.63 0.08 1.26 僅かに欠損している。 !類ー2 10

〃!7
〃!7

第34号墓庭 

フク土

無文銭 1.89 0.80 0.08 0.86 状態がよい。 I 類—3a 13-1

〃!8
〃!8

第34号墓庭 

フク土

無文銭 1.83 0.80 0.08 0.52 錯膨れが激しい。 I 類—3a 13-2

〃!9
〃!9

第40号墓室 

フク土No.3
無文銭 1.89 0.90 0.09 0.97 特に孔径が大きい。 I 類一3a 7-7

〃 20
〃 20

第45号墓室 

フク土

無文銭 1.62 0.75 0.07 0.56 左上にセキ痕がみられる。 I 類—3b 16-1

〃 21
〃 21

〃 無文銭 1.62 0.80 0.08 0.53 右にセキ痕がみられる。 I 類—3b 16-2

〃 22
〃 22

// 無文銭 1.62 0.80 0.06 0.39 表に若干丸味があり、裏は真つ平であ 

る〇

I 類—3b 17-2

〃 23
〃 23

〃 無文銭 1.65 0.85 0.07 0.34 鎖膨れが激しい。 1 類—3b 17-3
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挿図番号 
図版番号

出土地点 
層序

銭貨名 
(種別)

国名 
初鋳年

書体
法量(cm • g)

背文 状態•特徴 備考
前
号
ー 

一
計

L>外径 孔径 厚さ 重量

第36図24 
PL.31024

第45号墓室 

フク土

無文銭 1.63 0.70 0.06 0.63 孔にバリがある。 1 類—3b 17-6

〃 25
〃 25

// 無文銭 1.56 0.77 0.07 0.49 右上にセキ痕がみられる。 I 類—3b 17-1

〃 26
〃 26

// 無文銭 1.43 0.69 0.08 0.57 表に若干丸味があり、裏は真つ平であ 

る。

I 類—3c 17-10

〃 27
〃 27

// 無文銭 1.33 0.70 0.09 0.45 孔にバリがある。同類の他のものに比 

ベて厚みがある。

I 類—3c 17-9

〃 28
〃 28

第39号墓室 無文銭 1.40 0.85 0.05 0.21 右上が直線的にカットされている。 I 類—3c 18-3

〃 29
〃 29

第39号墓口 

フク土

無文銭 1.33 0.70 0.07 0.33 右上が直線的にカットされている。 I 類—3c 20-1

〃 30
〃 30

第44号墓 

埋土

無文銭 1.25 0.68 0.05 0.24 表に若干丸味があり、裏は真つ平であ 

る。

I 類—3c 22

〃 31
〃 31

第37号墓室 無文銭 1.25 0.72 0.06 0.28 右下にセキ痕がみられる。 I 類—3c 19-3

〃 32
〃 32

第39号墓口 

フク土

無文銭 1.18 0.68 0.06 0.16 右にセキ痕がみられる。 1 類—3c 20-2

〃 33
〃 33

第40号墓室 

フク土No.2
無文銭 1.26 0.72 0.05 0.25 右にセキ痕がみられる。 I!類 21

〃 34
〃 34

第37号墓室 無文銭 1.30 0.77 0.05 0.20 右上が直線的にカットされている。 I!類 27

〃 35
〃 35

第44号墓 

埋土

無文銭 約1.2 0.80 0.07 0.11 右上が直線的にカットされている。 

靖膨れが激しい。
I!類 29

〃 36
〃 36

第40号墓室 

フク土No.2
無文銭 1.20 0.80 0.05 0.15 右下にセキ痕がみられる。 H! 類ー1 24-1

〃 37
〃 37

第37号墓室 無文銭 1.21 0.80 0.05 0.16 外輪と孔にバリがある。 in 類ー1 26-1

〃 38
〃 38

〃 無文銭 1.05 0.70 0.03 0.09 右にセキ痕がみられる。 in 類ー1 26-9

〃 39
〃 39

〃 無文銭 0.95 0.63 0.05 0.09 右上が直線的にカットされている。 

外輪と孔にバリがある。

HI 類ー2 26-2

〃 40
〃 40

第40号墓室 

フク±No.2
無文銭 0.90 0.62 0.08 0.08 同類の他のものに比べて厚みがある。 m類ー2 35-3

〃 41
〃 41

// 無文銭 0.80 0.50 0.06 0.09 右にセキ痕がみられる。 in 類ー2 35-4

〃 42
〃 42

第37号墓室 

(左タナ)蔵 

骨器No.1内

無文銭 0.83 0.50 0.06 0.10 右が直線的にカットされている。 m類ー2 44-1

〃 43
〃 43

無文銭 0.87 0.52 0.07 0.09 右上が直線的にカットされている。 

銷が激しい。

h! 類一2 44-2

〃 44
〃 44

第37号墓室 

(右タナ)

無文銭 0.80 0.53 0.07 0.10 右にセキ痕がみられる。 m類—2 43-1

〃 45
〃 45

第46号墓室 

銭貨No.l
無文銭 0.83 0.53 0.06 0.07 右にセキ痕がみられる。 m類—2 41-1

〃 46
〃 46

第37号墓室 無文銭 0.79 0.50 0.06 0.10 左右にセキ痕がみられる。 m類ー2 32-1

〃 47
〃 47

第40号墓室 

フク土No.2
無文銭 0.75 0.55 0.05 0.04 右にセキ痕がみられる。縁の幅がかな 

り細い。

in 類ー2 35-1

〃 48
〃 48

// 無文銭 0.66 0.50 0.05 0.03 右にセキ痕がみられる。縁の幅がかな 

り細い。

hi 類ー2 35-2

〃 49
〃 49

第46号墓室 

フク土

無文銭 0.76 0.52 0.05 0.05 右にセキ痕がみられる。縁の幅がかな 

り細い。

hi 類ー2 39-1

〃 50
〃 50

〃 無文銭 0.75 0.51 0.06 0.06 右にセキ痕がみられる。縁の幅がかな 

り細い。

m類ー2 39-4

〃 51
〃 51

第40号墓室 

フク土

無文銭 0.69 0.48 0.05 0.04 右にセキ痕がみられる。縁の幅がかな 

り細い。

m類ー2 34-2

〃 52
〃 52

第46号墓室 

銭貨No.l
無文銭 0.65 0.48 0.05 0.03 右が直線的にカットされている。 

縁の幅がかなり細い。

in 類ー2 41-2

第43号墓室 

蔵骨器No.7
ー銭 明治

10年
2.79 — 0.14 6.60 文様は表は上に菊花、下に菊と桐の枝、 

裏は龍。

材質:銅 40

第48号墓室 

埋土

五銭 昭和

17年
1.90 — 0.16 1.02 文様は表は菊花と瑞雲、裏は金鶏。周 

囲にギザ有り。
2枚出土 

材質:アルミ

41-1
41-2
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第34図(PL.29) 銭貨
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第35図(PL.30) 銭貨
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第5節木製品

第5号墓室から下駄と第6号墓室から木棺の一部と見られる木材が得られている。ここでは、副葬 

品と考えられる下駄を図示する。なお、材質の鑑定はおこなっていない。

第39図1・2は木製の下駄である。平面形は長方形を呈するー木造りの連歯下駄である。1は長さ 

22.7cm、幅13.1cm、厚さ1.2cm、歯の高さ3.85cm、幅3.1cm,厚さ3.0cmを計る。また、鼻緒も残存し 

ており、近年の資料と見られる。第5号墓室シルヒラシドウクル出土。

第6節刀子

鉄製の刀子が、第40号墓フク土から1点得られている。第39図3は、全体に鉄錯が付着する。刃部 

は5.3cmが残存。刃部最大幅1.4cm、最少0.4cm、厚さ〇.3cm。接合はできないが同一個体と見られる刃 

部も出土(長さ2.3cm、幅0.6cm、厚さ〇•3cm)〇

柄部は!.75cmが残存。厚さ0.3cm。残存長10.0cm (折損資料も含む)。重量9.5g。

第7節鉄釘

鉄釘は丸釘(252点)と角釘(82点)に大別され、23基の遺構から検出(第12表)。遺跡北側斜面 

では丸釘、同南側斜面では角釘が主に出土する傾向が窺える。

第6号墓の墓室内からは丸釘のみ228点得られており、第5節で述べた木棺との関連において注意 

される。また、第37号墓•第43号墓では、墓室から検出された蔵骨器内から角釘が得られている。丸 

釘と角釘の出土傾向は、検出される古墓に偏りが窺え、第36号墓•第40号墓•第46号墓のみで混在 

して出土している。

角釘は、長さlcm台〜5 cm台、重さ0.3g〜2.6gまでが得られており、特に長さ1cm〜3 cm、重さ 

0.5g〜1.5gまでの間に集中する傾向にある(第37図)。

丸釘は、長さlcm台〜10cm台、重さ0.3g〜10.5gまでが得られており、特に長さ3cm〜6cm、重さ 

0.5g〜3.5gまでの間に集中する傾向にある(第38図)。

ここでは、第46号墓室から出土したものの中から角釘のみ5点を第39図に、計測値を第13表に示す。

第12表鉄釘出土一覧
、出土地点

釘の種類、

第2

号
墓
口
埋
土

第3

号

墓

室

掘

込

第6

号
墓
室

第

21
号
墓
室

第

21
号
墓
庭
フ
ク
土

第

30
号
墓
埋
土

第

32
号
墓
室

第

35
号
墓
室
フ
ク
土

第

36
号
墓
室
奥
タ
ナ
左

第

37
号
墓
室
蔵
骨
器

N0.8
内

第

37
号
墓
室
左
タ
ナ

第

37
号

墓

室

奥

室

第

39
号
墓
フ
ク
土

第

40
号
墓
室
フ
ク
土
N0.

第

40
号
墓
室
フ
ク
土

第

42
号
墓
室
フ
ク
土

第

43
号
墓
室
蔵
骨
器

N0.5
内

第

43
号
墓
室
蔵
骨
器

N0.6
内

第

46
号
墓
室

第

46
号
墓
室
フ
ク
土

第

46
号
墓
ロ
フ
ク
土

第

46
号
墓
表
採

4

計

釘(角) 1 8 2 1 2 1 1 3 3 2 1 4 48 4 1 82

釘(丸) 2 228 2 4 3 1 1 1 1 9 252

合計 2 1 228 2 4 8 3 2 2 2 1 1 1 1 4 3 2 1 13 48 4 1 334
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第13表鉄釘計測一覧 単位:cm • g

挿図番号
図版番号

出土地点 種類
最大長 最大幅 厚さ

重さ 備 考
頭部縦 頭部横 頭部厚

第39図の4
PL.33 の 4

第46号墓室 

フク土

鉄製角釘 4.1 0.4 0.3 1.6 鉄靖•木片の付着が見ら 

れる。0.7 0.8 0.2 —

" 5

•• 5

第46号墓室 

釘 No.1
鉄製角釘 4.0 0.4 0.4 1.8 〃

0.9 0.6 0.3 一

" 6
" 6

第46号墓室 

フク土

鉄製角釘 3.3 0.5 0.5 1.9 //

脚部先端部は欠損する0.7 0.9 0.4 —

“ 7

" 7
第46号墓室 

釘D

鉄製角釘 2.7 0.3 0.4 0.9 〃

0.7 0.5 0.3 一

" 8
" 8

第46号墓室 

頭骨No. 2

鉄製角釘 2.2 0.4 0.4 0.8 //

脚部が湾曲する0.6 0.5 0.2 一

重量g

第37図

第38図丸釘の散布図
最大長cm
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1

2

10cm

第 39 図(PL.32) 木製品:下駄(1-2)
鉄製品:刀子(3)、釘(4-8)
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第8節煙 管

Iラウ接合部径ラウ接合部径I匸ニニ二［吸口径

本古墓群から得られた煙管は首部と吸口を合わせて総数24点である(第14表)。材質は、金属製(20 
点)、沖縄産施釉陶器製(2点)、沖縄産無釉陶器製(2点)の三種に大別される。なお石製の資料は 

得られていない。

出土傾向を見ると北側斜面(第1号墓〜第32号墓)に位置する古墓からは第5号墓(1点)•第7号 

墓(1点)•第30号墓(4点)の3基で、対する南側斜面に位置する古墓からは第35号墓(4点)•第 

38号墓(3点)•第39号墓(3点)•第40号墓(2点)•第42号墓(1点)•第44号墓(4点)•第46 
号墓(1点)の7基の古墓から出土している。なお、第7号墓•第35号墓•第40号墓•第42号墓・ 

第46号墓から出土した資料9点は墓室内からのものであった。

ここでは、出土古墓ごとに区切って第41-42図に示す。なお、第15表に示した個々の観察の中で 

材質(金属)については化学分析等を実施していない。
註

資料の分類は、『ナーチュー毛古墓群』に従った。本標品については、細かな形式編年(年代推定) 

や材質の分析・同定、さらに、喫煙・副葬習慣など検討を要する課題が多い。

第40図に煙管の部分名と計測部位を図示するので参考にしていただきたい。

註・玉城京子 「第13節煙管」『ナーチュー毛古墓群』那覇市教育委員会2000年3月

参考文献

小泉 弘 『江戸の考古学』考古学ライブラリー 48ニューサイエンス社 1987年4月

第40図 煙管の部分名称と計測部位
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第14表煙管出土一覧

第15表煙管観察一覧 単位:cm・g※長さ(残存値)重量はラウ込み

出土地点
金属 施釉陶器 無釉陶器

合 計
雁首 吸口 雁首 吸口 雁首

第5号墓右垣フク土 1 1
第7号墓室(掘込) 1 1
第30号墓埋土 2 2 4
第35号墓室フク土 2 2 4
第38号墓庭フク土 1 1
第38号墓庭埋土 1 1 2
第39号墓庭フク土 1 1 2
第39号墓庭埋土 1 1
第40号墓室フク土No.3 1 1
第40号墓室フク土 1 1
第42号墓室フク土 1 1

第44号墓庭フク土 2 2 4
第46号墓室 1 1

合 計 11 9 1 1 2 24

挿図番号

図版番号
出土地点 材質 部位 類

長さ 

(残)

火皿 

径

首部 

立上り

ラウ 
接合部 
径

吸口 

径
重量 特 徴

第41図1 
PL33上の1

第5号墓右垣 
フク土

金属 雁首 m (4.4) - — 1.0 - 5.6 火皿部分欠損。首部を六角形に面取りしている。木製の 
ラウが一部残存。

〃 2
〃 2

第7号墓室 
(掘込)

釉
器 

施
陶 吸口 I 2.9 — — 1.3 0.6 3.1 素地は橙白色で緑釉がかかっている。

〃 3
〃 3

第30号墓 
埋土

金属 雁首 I 8.0 1.7 2.6 1.0 - 13.1 火皿下部とラウ接合部に補強帯のようなものが付く。火 
皿に1.5mm程の小穴あり。

〃 4
〃 4

第30号墓 
埋土

金属 雁首 I 7.0 1.6 2.5 1.0 — 8.5 火皿下部とラウ接合部に補強帯のようなものが付く。 
火皿に1mm間隔の縦沈線文様、また1.511111I程の小穴あり。

〃 5
〃 5

第30号墓 
埋土

金属 吸口 I 8.2 - — 1.2 0.4 3.9 肩部が見られる。

〃 6
〃 6

第30号墓 
埋土

金属 吸口 皿 6.5 - - 1.0 0.4 7.3 火皿下部とラウ接合部に補強帯のようなものが付く。

〃 7
〃 7

第35号墓室 
フク土

金属 雁首 I 7.8 1.4 2.4 1.1 — 9.6 火皿下部に補強帯が付く。9と対か?

〃 8
〃 8

第35号墓室 
フク土

金属 雁首 m 4.7 1.4 1.8 0.8 一 5.9 火皿下部に補強帯が付く。木製のラウが一部残存。10と 
対か? |

〃 9
〃 9

第35号墓室 
フク土

金属 吸口 皿 (5.4) - — - 0.4 2.5 ラウ接合部が破損。7と対か?

〃!0
〃!0

第35号墓室 
フク土

金属 吸口 n 4.0 — — 0.8 0.3 2.2 継ぎ目が一部欠損。8と対か?

〃!1
〃!1

第38号墓庭 
埋土

金属 雁首 m 4.8 1.4 1.5 0.8 — 7.5 木製のラウが一部残存。

〃!2
〃!2

第38号墓庭 
フク土

金属 吸口 n 3.9 - — 0.9 0.5 3.7 肩部が見られる。

〃!3
〃!3

第38号墓庭 
埋土

金属 吸口 i 4.6 - 一 0.9 0.7 7.4 木製のラウが一部残存。肩部が見られる。

第42図1 
PL.33T©1

第39号墓庭 
フク土

金属 雁首 皿 3.4 1.0 1.5 0.9 一 5.5 木製のラウが一部残存。

〃 2
〃 2

第39号墓庭 
フク土

金属 吸口 n 4.4 - 一 0.9 0.7 4.7 木製のラウが一部残存。1と対。

〃 3
〃 3

第40号墓室. 
フク土No.3 金属 雁首 i 7.2 1.7 2.5 1.0 - 8.8 火皿下部とラウ接合部に補強帯のようなものが付く。火 

皿に1.5mm程の小穴あり。

〃 4
〃 4

第40号墓室 
フク土

金属 吸口 m 8.3 - 一 1.0 0.4 6.8 ラウ接合部に補強帯のようなものが付く。

〃 5
〃 5

第42号墓室 
フク土

金属 吸口 i 5.2 一 - 1.1 0.6 9.2 肩部有り。木製のラウが一部残存。

〃 6
〃 6

第44号墓庭 
フク土

金属 雁首 一 - 1.8 一 - - 5.7 火皿部分のみ残存。火皿下部に補強帯付き。7と同一個 
体と考えられる。

〃 7
〃 7

第44号墓庭 
フク土

金属 雁首 n (6.2) 一 一 1.0 - 8.1
火皿部分欠損。肩部有り。
6と同一固体と考えられる。

〃 8
〃 8

第44号墓庭 
フク土

無釉 
陶器

雁首 u 4.4 2.1 1.6 1.7 一 13.4
素地は暗茶色。首部から火皿部にかけて八角形に面取り 
している。

〃 9
〃 9

第44号墓庭 
フク土

無釉 
陶器

雁首 n 4.3 1.9 1.6 1.6 一 11.7
素地は橙褐色。首部から火皿部にかけて八角形に面取り 
している。

〃!0
〃!0

第46号墓室
金属 雁首 m (4.3) 一 一 一 一 4.3

火皿、ラウ接合部が欠損。 
木製のラウの一部が残存。

第39号墓庭 
埋土

施
陶 雁首 一 一 1.4 - 一 一 0.5

火皿の一部と考えられる。素地は肌色で緑釉が僅かに見 
られる。
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雁 首 吸 口

〇-^^^-® 12

©- 13

〇 10cm

第41図(PL.33)煙管(金属製品):雁首(1・3・4・7・8・11)、吸口 (5 • 6 • 9 •10 •12 •13) 
(陶製品):吸口 (2)

第
38
号
墓
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雁 首 吸 口

10cm〇

第42図(PL.33)煙管(金属製品):雁首(1・3・6・7・10)、吸口 (2-4-5) 
(陶製品):雁首(8 - 9)

第

46
号
墓
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第9節簪

簪は総数14点出土した。その中から13点を第43-44図に示す。また、出土一覧を第16表に、個々
註

の資料の特徴を第17表に示す。なお、本標品の分類は以下に示すように『ナーチュー毛古墓群』を踏 

襲する。分類は頭部の形状で花形•耳かき形・匙形に大別される。

花形は、頭部が花形を呈するもので、その形状により四タイプに分けられる。

A 頭の飾り部の外郭が尖り、花弁が6枚みられるタイプ

B 頭の飾り部の外郭が丸みを帯びる形で、花弁が6枚みられるタイプ

C 頭の飾り部の外郭が丸みを帯びる形で、花弁が5枚見られるタイプ

D 頭の飾り部を大きく 6つに区画し、区画内に多くの花弁を表現するタイプ

本古墓群では、AタイプとBタイプが得られている。

耳かき形は、頭部が耳かき形を呈するもので、その形状により二タイプに分けられる。

A 全体に短めのタイプ(本古墓群では!2.0cm以下)

B全体に長めのタイプ

本古墓群では、両タイプとも得られている。

匙形は、頭部が匙形を呈するもので、その形状により四タイプに分けられる。

A 全体に短めのタイプ(本古墓群では!1.5cm以下)

B全体に長めのタイプ

C 首部・竿部がA- Bに比べて細く、全体に長めのタイプ

D 首部・竿部がA- Bに比べて細く、全体に短めのタイプ

本古墓群では、Aタイプのみ得られている。

註.玉城京子「第14節簪」『ナーチュー毛古墓群』那覇市教育委員会2000年3月

第16表簪出土一覧

出土地点
花 形 耳かき形 匙 形

不明 合計A B C D 不明 A B A B C D
第2号墓室埋土 1 1 2
第6号墓右垣フク土 1 1
第9号墓庭 1 1
第18号墓フク土 1 1
第35号墓庭フク土 1 1 2
第38号墓庭フク土 1 1 2
第38号墓埋土 1 1
第42号墓室フク土 1 1
第45号墓ロフク土 1 1
第46号墓庭フク土 2 2

合 計 1 3 1 2 3 3 1 14
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第17表簪観察一覧 ※長さ(残存値)

挿図番号
図版番号 出土地点 形状 類 材質

法量(単位:cm • g)

特 徴長さ 
(残)

頭部 
幅

首〜竿部幅 竿部 
長さ

重量
最小 最大

第43図1 
PL.34 の1

第2号墓室 
埋土

花形 B 銅 8.5 1.95 0.30 0.45 5.9 9.2 首部は六角形、ムディ部は円形でひ 
ねり痕が見られる。竿部は四角形で 
先にい <に従い太くなり先端は四角 
錐になる。

〃 2
〃 2

第2号墓室 
埋土

耳かき形 B 銅 (14.9) 0.50 0.20 0.40 9.5 6.5 頭部の長さは1.55cm。首部に弱い稜 
がみられる。竿部は六角形で先にい 
くに従い細くなる。先端が僅かに欠 
損。

〃 3
〃 3

第6号墓右垣 
フク土

耳かき形 A 銅 12.0 0.42 0.15 0.38 7.5 7.4 頭部の長さは1.2cm。首部は円形。竿 
部は六角形で先にいくに従い細くな 

り先端は六角錐になる。

〃 4
〃 4

第18号墓 
フク土

耳かき形 B 銅 (8.5) 0.50 0.24 0.28 (2.8) 3.3 頭部の長さは2.001I。首部は円形、竿 
部は六角形で先の部分が約半分欠損 
している。首部の所で折り曲がって 
いる。

〃 5
〃 5

第35号墓庭 
フク土

花形 不 
明

銅 (5.9) — 0.15 0.32 5.1 3.9 頭部と首部が欠損。ムディ部は円形、 
竿部は四角形で先にいくに従い太く 
なり先端は四角錐になる。

〃 6
〃 6

第35号墓庭 
フク土

耳かき形 B 銅 (9.6) 0.42 0.26 0.30 (2.3) 4.6 頭部の長さは1.95cm。首部は円形。 
竿部は六角形でほとんどが欠損して 
いる。

〃 7
〃 7

第38号墓 
埋土

花形 A 錫? — 2.70 — — — 11.6 頭部のみ残存。花弁がはっきりとし 
た水仙花型をしている。他に比べ頭 
部の厚みが5.511111Iと厚い。

〃 8
〃 8

第38号墓庭 
フク土

耳かき形 A 銅 (10.9) 0.60 0.25 0.35 6.7 5.4 頭部の一部が欠損。首部は稜の弱い 
六角形。竿部は六角形で先にいくに 
従い太くなり先端は六角錐になる。

〃 9
〃 9

第38号墓庭 
フク土

匙形 A 銅 (11.2) (1.0) 0.35 0.48 7.0 10.0 頭部が一部欠損。首部は側面の幅が 
細い六角形。竿部は六角形で首部と 
接する部分が太く、一旦細くなり先 
にいくに隹いまた太くなる。先端は 

六角錐。

〃 !1
〃!1

第42号墓室 
フク土

匙形 A 銅 9.8 1,35 0.35 0.4 6.8 8.2 首部は側面の幅が細い六角形。竿部 
は六角形で先にいくに従い太くなり 
先端は六角錐になる。

第44図1 
PL.34 の1

第45号墓口 
フク土

匙形 A ジュラ 
ルミン

11.3 1.20 0.40 0.60 8.0 5.0 首部は側面の幅が細い六角形。竿部 
は六角形で先にいくに従い太くなり 
先端は六角錐になる。

〃 2
〃 2

第46号墓庭 
フク土

花形 B 銅 8.5 1.50 0.30 0.45 6.4 10.4 花弁が一部欠損。首部は六角形、ム 
ディ部は円形、竿部は四角形で先に 
いくに従い太くなり先端は四角錐に 
なる。

〃 3
〃 3

第46号墓庭 
フク土

花形 B 銅 7.5 1.58 0.33 0.43 5.7 8.9 花弁が一部欠損。首部は六角形、ム 
ディ部は円形でひねり痕が見られる。 
竿部は四角形で先にいくに従い太く 
なり先端は四角錐になる。
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花 形 耳かき形 匙 形 指輪

第43図(PL.34)簪(1〜9 ・11)、指輪(10 -12)

10cm〇
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〇 10cm

花 形 耳かき形 匙 形 扌旨輪

第44図(PL.34)簪(1〜3)、指輪(4-5)

第10節指輪

註］ 驻2 註3
指輪は、身分の差によって規定があったことが知られZ。銘莉古墓群南地快やナーチュー毛古墓群 

での出土量と比較すると本古墓群での出土は極めて少量であった。

本古墓群からは4点出土した。その内3点が墓室内から得られたものである。第43-44図に示す。

以下に個々の資料の特徴を略記する。

第43図10は、長径2.0cm、短径1.5cmを測る横長の楕円形を呈して出土した。文様としては、上下に 

横位の刻みを施し、その中を縦位の刻みが廻る。全体に青靖の付着が著しい。幅0.4cm,厚さ〇.8cm、 

重さ0.6g。第38号墓庭フク土出土。

同図12は、直径2.1顷の円形を呈する。「松・竹・梅」をモチーフとした文様が見られる。全体に青 

錯・鉄銷が付着する。幅0.6cm、厚さ0.1cm,重さ1.9g。第42号墓室フク土出土。

第44図4は、直径2.15cmの円形を呈する。無文である。青錯が付着する。幅0.4cm、厚さ0.15cm、重 

さ1.7 g。第46号墓室出土。

同図5は、直径2.15cmの円形を呈する。無文である。幅0.9cm、厚さ0.2cm、重さ1.8g。第46号墓 

室出土。

註1.『沖縄大百科事典』沖縄タイムス社1983年

2. 金武正紀ほか『銘莉古墓群(I)』 那覇市教育委員会 1998年

金武正紀ほか『銘莉古墓群(□)』 那覇市教育委員会 1999年

3. 金武正紀ほか『ナーチュー毛古墓群』那覇市教育委員会2000年

I
 

〇
— 0

©

第

46
号
墓
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第11節金属製品

本古墓群から得られた金属製品は、のみ(鉄製)、止め具(鉄・銅製)、鉛玉、すず、円盤状の銅製 

品、鎭など多種多様である(第18表)。第45図1は、のみ(鉄製)である。長さ!9.0cm.幅3.5cm、重 

量980go第35号墓室出土。2は銅製のすずである。柄の長さ3.5cm、直径4.5顷を測る。第43号墓室 

蔵骨器No. 4内出土。3は第35号墓の墓口から得られた円盤状の銅製品で、扉の開閉に関連するもの 

と考えられる。直径4.8cm、厚さ0.4cm。4は家具などに付随する引き手金具で「蕨手」の形状を呈す 

る。第37号墓室内右タナ出土。5〜10は家具などの止め金具と考えられる資料。5は第35号墓、6 
〜8は第40号墓、9は第38号墓、10は第45号墓、それぞれ出土。11はいわゆる米軍の認識票である。 

第31号墓出土。12 -13は針金状の資料で用途は不明。第35号墓出土。14 -15は、第24号墓庭から出 

土した鉛玉である。14が直径1.4、重さ4.9go15が直径1.5、重さ6.2go
本標品類は遺構との関連は判然としない点が多い。その中で1に示した「のみ」は、基盤(琉球石 

灰岩)を加工する際に使用されたと考えられる。出土地点などから防空壕構築に関連する可能性も示 

唆される。また、3の円盤状の銅製品は前述したように、墓口に設置されていたと見られる扉との関 

連において注目される資料である。

参考文献

『和箪笥百選』家具の博物館昭和62年2月 

第18表金属製品出土一覧
—------一―器種
出土地点 "----- -----

銅 製 品 鉄製品
鉛玉 その他 合計

飾金具 止め具 円盤状 すず 鎭(頭部) 鎮(軸部) 用途不明 のみ 止め具 その他
第1号墓室(掘込) 1 1
第1号墓屋根埋土 1 1 2
第2号墓口埋土 3 3
第2号墓屋根埋土 1 1
第3号墓室(掘込) 2 2
第6号墓室 22 2 24
第7号墓室(掘込) 3 3
第7号墓屋根 1 2 3
第10号墓上フク土 1 3 4
第20号墓室 1 1
第21号墓室 1 1 2
第21号墓庭フク土 3 3
第23号墓室埋土 1 1
第24号墓庭埋土 2 2
第30号墓埋土 16 25 1 1 43
第31号墓室 1 2 3
第33号墓室埋土 21 21
第33号墓庭埋土 1 1 2
第35号墓室フク土 1 1 1 3
第35号墓口 1 1
第35号墓庭フク土 1 3 5 9
第36号墓室 1 3 4
第37号墓室 3 9 12
第38号墓室フク土 1 1
第38号墓ロフク土 2 1 3
第38号墓庭フク土 2 2
第38号墓埋土 2 1 1 4
第40号墓室フク土 5 2 5 1 4 1 2 2 22
第43号墓室蔵骨器NO. 4内 1 1
第43号墓室蔵骨器NO. 5内 1 1
第43号墓室内埋土 1 1 2
第43号墓埋土 1 1 1 3
第44号墓室フク土 1 1
第44号墓庭フク土 12 2 14
第44号墓埋土 2 1 1 4
第44 • 46号墓間埋土 1 1
第45号墓室埋土 1 1
第46号墓室 5 15 20
第46号墓ロフク土 2 2
第46号墓庭フク土 1 1
第46号墓埋土 1 4 4 4 13
表採 2 2

合 計 10 8 1 1 21 26 35 7 1 92 2 44 248
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第12節石器・石製品

石器(礫を含む)は、18点得られた(第19表)。その種類は、石斧(1点)、磨石(1点)、敲石(1 
点)、石器片(5点)、礫(10点)である。出土地についてみると墓群の南側斜面の墓庭から得られた 

ものが多い。このことは、墓群北側斜面はある程度遺構が露出していたのに比べ、南側斜面は後世の 

造成などのため完全に埋つた状態であったことから、周辺などからの移入と見られる。今回は、本標 

品についての実測図及び写真図版は割愛した。

なお、第35号墓室内奥タナ(正面)に埋め込まれた琉球石灰岩製の容器(PL.14)や同墓・第38 
号墓・第39号墓•第45号墓の墓口を構成する切石(墓口を塞ぐ扉のかかり)などの石製品が得られて 

いる。琉球石灰岩製の容器の中には焼骨が確認されており、注目される資料である。

第19表石器出土一覧 (石器片については磨痕•剥離などの加工が認められるが器種不明。礫については、加工が見られないもの石炭岩•砂岩など。)

' 種類
出土地烹 石斧 磨石 敲石 石器片 礫 合計 備 考

第16号墓上フク土 1 1 北側斜面に立地

第20号墓室 1 1 //

第21号墓室 2 2 〃

第24号墓庭フク土 1 1 //

第24号墓庭埋土 1 1 4 6 〃

第33号墓庭埋土 1 1 南側斜面に立地

第39号墓庭埋土 1 1 //

第39号墓フク土 1 1 〃

第44号墓庭フク土 — 1 1 3 〃

第46号墓埋土 1 1 //

合 計 1 1 1 5 10 18

第13節瓦

瓦は、赤色(159点)、灰色(11点)、総数170点得られた(第20表)。出土地を見ると、造成土で埋 

められた状況にあった南側斜面(第33号墓〜第47号墓)から得られたものが多数を占めることが窺え 

る。
註

ちなみに、古墓から出土する瓦については、墓誌などに利用されることが知られている。しかし、 

本古墓群においてそのような資料は確認できなかったため、実測図及び写真図版は割愛した。

註・ 島 弘 「墓誌」『銘莉古墓群(ロ)』 那覇市教育委員会1999年
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第20表瓦出土一覧
種類 赤 色 灰 色

合計 備 考
出土地点 丸瓦 平瓦 不明 丸瓦 平瓦 不明

第1号墓室埋土 
第1号墓屋根埋土

2
2

1 3
2 北側斜面に位置する。

第2号墓庭埋土 
第2号墓屋根埋土

2
1

2
1

//

//

第1・2号墓埋土 1 1 〃

第7号墓屋根 1 1 //

第9号墓上フク土 2 2 〃

第10号墓庭
第10号墓上フク土

1
1

1
1

〃

第7〜10号墓上 2 1 3 //

第12号墓外フク土 1 1 //

第13号墓フク土 1 1 〃

第16号墓庭フク土 
第16号墓上フク土 2

2 1 3
2
北側台地上に位置する。

第24号墓庭埋土 1 7 1 9 北側斜面に位置する。

第32号墓 2 2 西側台地上に位置する。

第33号墓室埋土 
第33号墓庭埋土 6

1
9 17

1
32

南側斜面に位置する。

第34号墓庭埋土 1 1 //

第35号墓ロフク土 1 1 //

第36号墓室(奥タナ左) 
第36号墓上埋土 2

4
3

4
5

〃

第37号墓上 1 1 //

第38号墓庭フク土 
第38号墓埋土

1
6

1
1

1 1 4
7

//

第39号墓庭フク土 
第39号墓庭埋土 
第39号墓フク土

1
2

3
5
9

1 1 1 6
6

11

//

第42号墓上フク土 2 2 //

第43号墓埋土 5 5 //

第44号墓庭フク土 
第44号墓埋土

1 4
2

5
2

〃

第45号墓室埋土
第45号墓ロフク土 2

2 2
2

// ；

第46号墓室瓦No.1 
第46号墓庭フク土 

第46号墓埋土
3

12
3
9 3

1
1

1
7

24

〃

第49号墓庭埋土 1 1 北側斜面に位置する。

第50号墓 1 1 東側台地上に位置する。

表採 1 3 4
合 計 40 91 28 1 8 2 170
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第14節円盤状製品

本古墓群から得られた円盤状製品は8点である(第21表)。個々の資料の計測値については第22表 

に示す。

出土地を見ると、第16号墓(1点)、第38号墓(1点)、第39号墓(3点)、第44号墓(1点)、第 

45号墓(1点)、第46号墓(1点)で6基の古墓から出土している。そのほとんどが墓庭の造成土か 

らのもので、古墓に伴う資料か否かは判然としない。

用いられた素材は沖縄産陶器が7点、タイ産褐釉陶器1点である。その中で注意される資料は陶質 

土器としたもので(第46図1)、いわゆる「泥面子」と称される資料に類似性が窺える。なお、中国 

産陶磁器•本土産磁器・瓦などを利用した資料は見られない。

資料の最大径は、lcn!台〜7cm台までが認められる中で3cm台のものは出土していない(第20表)。 

また、使用される部位について見ると胴部5点、底部2点であった。(第47図)。

参考文献

古泉 弘『江戸の考古学』 考古学ライブラリー 48ニューサイエンス社 1987年4月

第46図(PL.36)円盤状製品
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第21表円盤状製品出土一覧

1cm台 2 cm台 3 cm台 4 cm台 5 cm台 6 cm台 7 cm台 合計

タイ産 褐釉 1 1

沖縄産

施釉 1 1 1 1 4

無釉 1 1 2

陶質土器 1 1

合 計 1 1 〇 3 1 1 1 8

第22表 円盤状製品計測一覧________________________________________ ・厚さはすべて中央を計測

挿図番号 
図版番号

出土地点 種類 器種 部位 完/破
最大径 

(cm)
最小径 

(cm)
厚さ 

(cm)
重さ

(S)
産地

第46図1
PL.36 の1

第39号墓ロフク土 陶質土器 一 一 完 1.8 1.7 0.5 2.0 沖縄

第46図2
PL.36 の 2

第16号墓 施釉 碗 胴部 完 2.3 1.9 0.6 3.6 沖縄

第46図3
PL.36の 3

第39号墓フク土 無釉 擂鉢 胴部 完 4.0 3.8 0.9 20.7 沖縄

第46図4
PL.36 の 4

第39号墓庭埋土 褐釉 壺 胴部 完 4.7 4.2 0.8 26.2 タイ

第46図5
PL.36の 5

第46号墓庭フク土 施釉 小碗 底部 完 4.8 4.4 1.0 29.7 沖縄

第46図6
PL.36 の 6

第44号墓庭フク土 施釉 壺 胴部 完 5.7 5.3 1.0 45.2 沖縄

第46図7
PL.36 の 7

第38号墓庭フク土 無釉 壺 胴部 完 6.1 5.3 1.3 66.5 沖縄

第46図8
PL.36 の 8

第45号墓ロフク土 施釉 碗 底部 完 7.5 7.2 0.6 80.0 沖縄

最大径
(cm)

9

8

7 -

6 -

5 -

4 一
〇口 

〇

20 30

〇
〇

40 50 60 70

第47図 円盤状製品の使用部位と重量•大きさの関係分布

□

〇胴 部

□底 部

〇陶質土器

80 90 重量(g)
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第15節プラスチック製品

本遺跡出土のプラスチック製品の出土一覧を第23表に示した。歯ブラシ6点、櫛4点、ボタン9点 

など21点である。

レコード盤が第41号墓室内の左タナより出土している。墓との関係は掴めていない。

第16節骨製品

第48図1(PL.37の1)は、本遺跡唯一の骨製品である。用途は不明である。長さ2.85cm,最大 

幅0.6cm、孔2.55cm、重量0.6gで骨質は不明である。第46号墓出土。

第17節貝製品

第48図2 (PL.37の2)は、第33号墓室フク土の左隅より出土しており、断面の厚みから大型の 

シャコガイと思われる。殻長14cm,重量595.2gで、周縁部を打ち欠いて調整を施している。
註1

自然貝を墓室や蔵骨器に使用した遺跡が、石川市「古我地原内古墓」や北谷町「上勢頭•下勢頭古
註2 註3 註4

墓群」、浦添市「内間西原古墓群」、宜野湾市「奥間ノロ墓」などがある。その用途について「災いよ 

けや儀式的なものだろうか」との記載がある。

本遺跡のシャコガイの用途については今後検討していきたい。

註1.『古我地原内古墓』 沖縄県教育委員会 1987年
2. 『上勢頭・下勢頭古墓群』 北谷町教育委員会 1986年
3. 『内間西原古墓群』浦添市教育委員会1994年
4. 『奥間ノロ墓』宜野湾市教育委員会1996年

第23表 プラスチック製品出土一覧 単位:cm
器 種 出土地点 法 量

歯ブラシ 第33号墓室埋土 全長=16.0 厚さ=0.5 ヘッド=5.0 毛の長さ=不明

第37号墓室(左タナ) 全長=15.8 厚さ=0.4 ヘッド=5.0 毛の長さ=不明

第38号庭埋土 全長=15.3 厚さ=0.5 ヘッド=5.4 毛の長さ=1.1

第43号墓室埋土 全長=15.4 厚さ=0.5 ヘッド=4.5 毛の長さ=不明

第46号墓埋土 全長=不明 厚さ=0.3 ヘッド=不明毛の長さ=不明

安謝西原表採 全長=13.9 厚さ=0.3 ヘッド=4.1 毛の長さ=1.1

櫛 第12号墓フク土 全長=不明 幅=2.8 厚さ=0.5

第31号墓室 全長=12.5 幅=2.9 厚さ=0.4

第43号墓埋土 全長=11.4 幅=3.3 厚さ=0.5

第45号墓庭フク土 全長=17.1 幅=3.7 厚さ=0.7
ボタン 第8号墓庭埋土 (直径=2.1 厚さ=0.5 穴数=4) X1個

第38号墓庭埋土 (直径=1.5 厚さ=0.3 穴数=4) X 6個

第46号墓埋土 (直径=1.3 厚さ=0.2 穴数=2)X2個
マージャンパイ 第17号墓埋土 縦=2.4 横=1.8 咼さ=1.1
レコード 第41号墓室 十数枚
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第18節ガラス製品

ガラス製品は第24表に示したとおり、器種の判別ができたものはコップ、瓶、ビー玉、おはじき、 

メガネのレンズなどであった。その内の10点を第48図(PL. 37)に掲載した。

第48図3はコップで、清涼飲料水の瓶を利用している。4〜9は薬瓶だと思われる。4と同じ瓶が 
註1

「ナーチュー毛古墓群」から出土している。10と11はインクの瓶だと思われる。11は台形を呈して 

いる。

註1.『ナーチュー毛古墓群』 那覇市教育委員会2000年3月

第19節脊椎動物遺骸

本古墓群出土の脊椎動物遺骸の出土一覧を第25表に示した。魚•ニワトリ・イヌ・ブタ•ウシ・ヤ 

ギの6種類が判別できた。墓との関連で出土したと思われる骨は限られた数点である。以下魚類より 

記述する。

<魚類>

第11号墓上フク土より背魚棘1点である。

<ニワトリ骨>

第21号墓室フク土より、上腕骨と脛骨が出土している。

<イヌ骨>

ほぼ完全な形で出土したのが、第1号墓室埋土と第31号墓室である。いずれも墓室の出土であり、 

墓との関係が示唆される資料だと思われる。他の墓は第21号墓室フク土より上腕骨・左1点、第 

23号墓室埋土で尺骨・左2点、大腿骨・右2点出土していることから2頭推定される。古墓群全体 

として4頭推定できた。

<ブタ骨>

第39号墓庭埋土と第46号墓室からブタの頭蓋骨が出土した。この2つの墓は隣接する墓にあり、 

何らかの関連があるのだろうか。第46号墓室では下顎歯dm (乳歯)とP (永久歯)が見られるこ 

とより、幼・成の2頭の存在が考えられる。

<ウシ骨>

ウシの骨は部分的に、少量の骨が1・2点出土しているだけである。

<ヤギ骨>

ャギの下顎骨(P3〜M2)の右が1点、第18号墓の庭より出土している。
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第24表 ガラス製品観察一覧
挿図番号•図版番号 器種 出土地点 口径 底径 器高 色 観 察 事 項
第48図3
P L.37の 3 コップ 第9号墓庭 5.6 5.8 8.7 透明白 コーラビンの上部を切断し、切り口の角を取る

第17写墓屋根 一 4.9 一 透明白 杷手付マグカップ風 上部欠損

蕭军号墓庭 4.1 3.5 5.5 透明白 ショットグラス

小ビン 置呈号墓 0.5 3.5 9.3 透明白 丸型/底面に「オシドリ」

薑罕号墓庭 1.5 2.3 4.5 透明白 丸型/底面に「◊场」

鶏2,4号墓庭 1.1 4.0X2.5 6.6 透明白 変形/底面 に「024」側面 に「KOBAYAS：H：［_JIAMIJSHI__TTNCTURE」
第48図4
P L.37の 4

第36骨墓室 
フク土 1.6 4.6X2.8 9.7 透明白 方形/底面に「DES.PAT.83925」

第35号墓 
フク土 2.0 4.3X2.5 9.8 透明白 方形/わずかに透明の液が残るノ4と同型

篋3,8号墓庭 1.5 4.3X2.5 9.5 透明白 4と同型ノフタ付

鑑笙号墓 1.5 4.3X2.5 9.5 透明白 4と同型/フタ無しノビンの3分の2程、赤茶色の液と薄黄色の結晶物力、残る

第31号墓室 0.5 4.3 X 2.4 9.8 透明白 4と同型/フタ付(半壊)

第48図5
P L.37の 5

第31号墓室 2.2 2.6 4.0 茶 丸型/底面に「商標?有り」

第35写墓室 1.8 2.3 4.0 茶 丸型ノビンの中に脱脂綿が残る/5と同型
第48図7
P L.37の 7

第35号墓室 
フク土 1.1 1.4 3.0 茶 丸型

塞3,3号墓室 1.4 1.3 3.2 茶 7と同型のフタ付

第35骨墓室 
フク土 2.0 2.4 4.8 茶 方形ノ底面に数字、商標? ノビン口に紙製の中ブタが付着。中に脱脂綿カ、残る
館3,3号墓室 1.5 2.4 4.7 茶 上述と同じ

第35号墓 
フク土 1.5 1.5 4.4 茶 丸型/底面に「C 20」

第48図10
P L.37の10 演お室 2.8 5.6 6.7 薄青 丸型/底面がわずかに突出して不安定
第48図11
P L.37の11

畫坚号墓庭 3.0 4.6X3.6 5.8 透明白 正面6角形/底面に「WATERMAN'S 2OZ. 611PAT. D98958」/インクビン
第48図9
P L.37の 9 畫至号墓 1.5 2.3 6.6 透明白 丸型

第45号墓庭 
フク土 0.9 1.3 4.6 透明白 丸型

第48図6
P L.37の 6 矗堑号墓室 1.2 1.4 4.5 透明白 上述と同じ

諳飜・慕 2.0 2.3 5.0 茶 丸型/底面に81-04. 6 10 8、が記。ビン中に、液と丸めた脱脂綿が残る

館3,3号墓室 1.3 2.3 4.9 茶 上述と同型ノビンの中に綿?が残る。8と同じフタ若干残る

第46尊墓庭 0.9 1.5 4.3 緑色 丸型/底面に「5」、商標?有り
第48図8
P L.37の 8

暮号墓室
1.3 1.7 4.3 緑色 上述と同じノフタも若干残る

雲身莹墓庭 0.9 1.5 4.3 緑色 上述と同じ/フタ無し

籍3,3号墓室 2.0 2.2 4.7 茶 丸型/底面に「F4 157 5J

ビン 婁貿号墓庭 1.6 5.7 17.0 透明白 丸型/底面に数字と商標? /側面にrNO_DEPOSIT_NO_RETURNj 「NOT

覆雪墓室 9.2 13.0 適明白 丸口/胴部八角柱型

略墓室 8.5 13.5 薄緑 丸口ノ胴部八角柱型ノ側面に「MADE IN JAPANJ 〇

ビンのフタ 覆翌墓室 一 薄緑 奏誓のフタ^^大径11.0cm、器高5.6cm/キの口径8.3cm、高さ1.3cm、つまみ部

第36号墓室 一 透明白 ビンのフタ/最大径8.4cm、器高6.6cm、つまみ部分径6.5cm、高さ4.0cm

ビンの栓 雲夢学墓庭 — 透明白 器高4.0cm、つまみ径2.1cm

用途不明 覆雰蓼 — 薄緑 最大径9.8cm、つまみ径3.2cm、高さ3.1cm

ビー玉 雲理墓上 直径1.7 透明 透明ガラスの中に水色の線

第13号墓庭 
フク土 直径1.6 透明 透明ガラス(濃いブルー)のみ

第せ骨墓庭 
フク土 直径1.7 透明 透明ガラスの中に茶•白•青の3色
第13号墓庭 
フク土 直径1.6 不透明白 不透明白の表面に赤•黄•紫の3色
第13号墓庭 
フク土 直径1.6 不透明白 不透明白の表面に青•黄色の細かい線

第歩莹墓庭 直径1.7 透明 透明ガラスの中に緑色

9^5墓 直径1.7 透明 透明ガラスの中に緑色

雲舞・墓 直径1.6 透明 透明ガラスの中に水色

等聲墓 直径1.7 透明 透明ガラスの中に赤色

根 直径1.7 透明 透明ガラス(濃いブルー)のみ

第20号墓室 直径1.6 透明 透明ガラスの中に青・自•橙の3色
第21号墓室 直径1.7 不透明白 不透明白の表面に赤・青•黄の3色
第21号墓室 直径1.6 透明 透明ガラスの中に赤色

畫箜号墓庭 直径1.7 透明 透明ガラスの中に緑•白•黄の3色
第31号墓室 直径2.4 透明 透明ガラスの中に青•黄の2色
銀箜号墓庭 直径1.7 透明 透明ガラスの中に水色

第42号墓室 直径1.6 透明 透明ガラスの中に白•茶の2色
龍笙号墓室 直径1.6 不透明白 不透明白の表面に赤•黄の2色

おはじき 第12号墓 
フク土 直径0.2 厚さ0.3 半透明白 半透明の白地に赤色の線、片面に平行なきざみ目有り

第恣特墓 
フク土 直径1.6 厚さ0.4 透明 透明ガラスに水色の線、両面に平行なきざみ目有り

眼鏡とレンズ 第38号墓 
フク土 透明白 レンズ径3.6cm、厚さ0.2cm/丸型のレンズ2個、フレームの破片残る

第38号墓庭 
フク土 透明白 レンズ径4.4cm、厚さ0.3cm/丸型の レンズ1個のみ

破片 雲達上 透明白/緑 透明ガラスに緑の彩色

第整;墓上 
フク土 透明白

第13号墓屋根 
フク土 薄青 酒ビン?「大吟• • ・」「キンシ・ • •」の文字

第夢望・墓庭 青

等羿墓 不透明白

疆至号墓 鏡の破片

零理墓庭 半透明白
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骨製品⑴、貝製品⑵、ガラス製品:コップ(3)、瓶(4〜11)第 48 図(PL.37)

10cm
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第25表脊椎動物遺骸出土一覧

凡例:()は顎骨についている

<>は未崩出

勤物倉、
出土地点 第1号墓 

墓室埋土
第7号墓 
屋根上

第7,8号宴 
間

第11号宴 
上フク土

第13号夏 
フク土

第18号眞 
庭フク土

第19,20别( 
表採

第21号墓 
塞室フク土

;第23号墓
•室

:第24号墓 
庭«±

;第31号墓 
墓室

;第35号墓 
庭フク土

第35号墓 
魅採

第35号墓 
フク土

;第39号墓 
庭埋土

第39号墓 
フク土

第44号墓 
庭フク土

第45号墓 
蔓ロフク土

勲5号墓 
庭フク土

第46号墓 
墓室

粗9号墓 
庭埋土

第50号墓
合計

魚 背緒棘 1 1
ニワトリ 上腕骨 R 4 4

L 2 2
脛骨 R 1 1

イヌ 頭蓋骨 R 1 1 2
L 1 1 2

上顎骨 R 1 1 2
L 1 1 2

上顎歯 P3
R (1) 1
L (1) 1

Ml
R (1) 1
L (1) 1

M2
R (1) (1) 2
L (1) (1) 2

下顎骨 R 1 1 2
L 1 1 2

下顎歯 C R (1) 1
P2 R (1) 1
P3

R (1) (1) 2
L (1) 1

P4
R (1) (1) 2
L (1) (1) 2

Ml
R (1) 1
L (1) 1

M2
R (1) 1
L (1) 1

環椎 1 1
椎骨 6 11 17
仙骨 1 1
肋骨 8 3 7 18
肩甲骨 R 1 1 2

L 1 1
上腕骨 R 1 1 1 3

L 1 1 1 1 4
尺骨 R 1 1 1 3

L 1 2 1 4
橈骨 R 1 1 1 3

L 1 1 1 3
寛骨 R 1 1

L 1 1 2
大腿骨 R 1 2 1 4

L 1 1 2
脛骨 R 1 1 2

L 1 1 2
踵骨 R 1 1

L 1 1 2
中手・足骨 不明 4 1 7 12

ブタ 頭蓋骨 R 1 1 2_
L 1 1 1 3_
不明 1 1_

上顎骨 R 1 1 2_
L 1 1_

上顎歯 12 R 1 1_
C

R <1> 1_ 2
L 4 ]

P2
R 1 1_
L 1 1_

P4
R (1) 1_
L (1) ]

dm4 R (1) I
Ml R (1) (1) 2

L (1) 1_
M2

R (1) (1) 2
L 1 (1) 2

M3
R (1> 1_
L <1> 1_

下顎骨 R 1 1 2_
L 1 1 1 3_

下顎歯
I 1

R 1 1_
L 1 1__

12
R 1 1_
L 1 1_

C
R (1) 1_
L (1) 1__

dml L (1) ]
dm2 L (1) 4
dm4 L 1
P2 L <1) 1_
P3

R (1) 1_
L (1) ]

P4
R (1) 1_
L (1) 1_

Ml
R (1) (1) 2_
L (1) (1) 2_

M2
R (1) (1) 2
L (1) (1) 2

M3
R 4 ]
L 1 1__

椎骨 2 2
肩甲骨 R 1 1_
上腕骨 L 1 1_
橈骨 L 1 1_
大腿骨 不明 1 1 1 3_
脛骨 R 1 1_

L 1 ]
中手•足骨 不明 3 3_
基節骨 不明 1

ウシ 椎骨 1 ]
肋骨 1 1 1 1 4
肩甲骨 L 1 ]
尺骨 L 1 1_
寛骨 L 1 1_
脛骨 R 1 1_
不明 2 1 3_

ャギ 下顎骨 R 1 1_
下顎歯 _ P3 R (1) 1_

P4 R (1) 1__
Ml R (1) 1_
M2 R (1) 4

不明 不明 1 1 1 3_
合 計 50 1 1 1 1 5 4 8

16 |
3 62 3 1 ] 13 2 6 1 1 37 1 1 219
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第20節軟体動物遺殻

本古墓群の軟体動物は頭足類1科、巻貝7科、二枚貝に5科で全部で23点出土した(第26表)。

墓室より得られた資料はコウィカ科の第3号墓室フク土とスイショウガイ科の種不明の第21号墓 

室フク土の2点だけであり、墓との明確な関係を示唆する資料は得られていない。

第26表軟体動物遺殻出土一覧

種類
頭
足
類

(
巻
貝) 

腹
足
類

斧
足
類 i

4

計

科名

コ

ウ

イ

力

科

-

ア

マ

オ

ブ

ネ

ガ

イ

科

ニ
シ
キ
ウ
ズ 
ガ

イ

科

リ
ュ
ウ
テ
ン
サ
ザ
工
科

才

ノ 
ツ 
ノ 
ガ 
イ 

科

ス

イ

シ

ョ

ウ

ガ

イ

科

イ 

卜
マ 

キ 

ボ 

ラ 

科

イ

モ

ガ 

イ 

科

ウ

ギ 

ク 

ガ 

イ 

科

ツ 

キ 

ガ 

イ

科

ザ 

ル 

ガ 

イ

科

シ 

ヤ

コ 

ガ 

イ 

科

マ

ル

ス

ダ

レ

ガ

イ

科

種名

不

明

ニ

シ

キ

ア

マ

オ

ブ

ネ

シ

キ

ウ

ズ

サ

サ

バ

イ

ラ

チ
ョ
ウ
セ
ン
サ
ザ
工
の
蓋

ヤ 

コ 

ウ

ガ 

イ

ヤ 

コ 

ウ 

ガ 

イ 

の 

蓋

ク

ワ

ノ

ミ

カ

ニ

モ

リ

才

ノ 

ツ 

ノ 

ガ 

イ

ク

モ

ガ

イ

マ 

ガ 

キ 

ガ

イ

不

明

イ 

卜

マ 

キ 

ボ 

ラ

不

明

不

明

ウ

キ 

ツ 

キ 

ガ 

イ

力

ワ

ガ

イ

シ

ラ

ナ

ホ
ソ
ス
ジ
イ
ナ
ミ
ガ
イ

チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ

ス 

ダ 

レ 
ハ 

マ 

グ 

リ

状況 
出土姦、、、

破片 完形 完形 破片 完形 破片 破片 殻口 殻口 殻頂 完形 破片 完形 破片 殻口 完形 完形 破片 完形 破片 破片 破片

R R R R L L R L

第3号墓室フク土 1 1

第8号墓上フク土 1 1

第21号墓室フク土 1 1

第38号墓庭フク土 1 1

第39号墓庭フク土 1 ] 1 1 4

第39号墓庭埋土 1 1

第39号墓フク土 1 1

第44号墓庭#土 1 1

第46号墓庭•7ク土 1 1 1 1 1 1 6

第46号墓埋土 1 1 1 3

第47号墓埋土 1 1 2

第51号墓 1 1

合 計 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 23
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第21節 安謝西原古墓群出土の人骨

本古墓群から得られた人骨の中から比較的保存状態の良好な資料について、琉球大学に鑑定を委託 

した(第27表)。

以下に、鑑定所見などについて示すので参照していただきたい。

第27表鑑定人骨一覧
出土地点 所 見 男性女性

性別不明
合計

成人若年 小児 幼児乳児
第2号墓室 
蔵骨器No.1内

〇頭蓋骨片、左側頭骨、下顎骨2、上腕骨右2左1、尺骨右1左2、左 
右橈骨、鎖骨左2、肩甲骨右2左1、右大腿骨、脛骨右2左1、腓 
骨片、左右膝蓋骨、左右寛骨、距骨右2左1。

〇永久歯(上顎右中切歯•犬歯•第1大臼歯、左犬歯•第2大臼歯。下 
顎右中切歯•側切歯•大歯•第1小臼歯•第2小臼歯•第!大臼歯、 
左犬歯.第2小臼歯)。

〇未萌出の永久歯(上羸右第1大臼歯2。下顎左中切歯•第1大臼歯)。

〇乳歯(上顎右乳中切歯•乳側切歯•乳大歯•第!乳臼歯•第2乳臼歯、 
左乳中切歯•乳側切歯•乳大歯•第2乳臼歯)。

1 1 2 4

第2号墓室 
蔵骨器No.2内

〇頭蓋骨片、左右側頭骨、上顎骨、下顎骨、左右上腕骨、左尺骨、右 
鎖骨、左右肩甲骨、左右大腿骨、脛骨右1左2、腓骨片、左右寛骨、 
右距骨

〇永久歯(上顎右側切歯•第2小臼歯•第2大臼歯、左切歯•第1小臼 
歯•第2小臼歯•第1大臼歯。下顎右切歯・側切歯・大歯2 •第2小 
臼歯、左側切歯•第2小臼歯2 •第2大臼歯)。

〇未萌出の永久歯(上顎右第2小臼歯•第!大臼歯・左切歯。側切歯・ 
第1小臼歯•第2小臼歯•第1大臼歯•第2大臼歯。下顎右大歯•第 
1小臼歯•第2小臼歯•第1大臼歯•第2大臼歯•第3大臼歯、左 
切歯・第1小臼歯•第2大臼歯)。

1 1 1 1 4

第2号墓口 
埋土

〇頭蓋骨片、左頰骨、側頭骨右2左1、上顎骨片、下顎骨、上腕骨左2、 
右尺骨、橈骨右2、鎖骨右2左1、左肩甲骨、大腿骨右2左1、右 
脛骨、腓骨右1左2、寛骨片、距骨右1左2。

〇永久歯(下顎左第2小臼歯)

1 1 2

第2号墓庭 
埋土

〇頭蓋骨片、側頭骨右2左1、下顎骨2、上腕骨右3左2、尺骨右3 

左2、橈骨右2左2、鎖骨右2左1、肩甲骨右2左2、大腿骨右2 

左2、脛骨右2左2、腓骨片、寛骨右2左2、仙骨、左右距骨、踵 
骨右2左1。

〇永久歯(上顎左第1大臼歯。下顎左第1大臼歯)
〇未萌出の永久歯(下顎右側切歯•第1大臼歯)、乳歯(下顎右第2乳 
臼歯2 ) 〇

〇乳児と感われる下顎骨、左右大腿骨、左右脛骨、幼児と思われる左右? 

上腕骨、左大腿骨等。

1 1 1 1 1 5

第3号墓室 
(掘込)

〇頭蓋骨片、左側頭骨、上顎骨、下顎骨、上腕骨右3左2、右尺骨、 
左右橈骨、左右大腿骨、左脛骨、左右腓骨、右膝蓋骨、左距骨、右 
踵骨

〇永久福(上顎右中切歯・側切歯•第1小臼歯2 •第1大臼歯•第2 

大臼歯2 •第3大臼歯2、左中切歯・犬歯2 •第2小臼歯2 •第1 

大臼歯•第2大臼歯2。下顎右中切歯•大歯2 •第2小臼歯•第1大 
臼歯3 •第2大臼歯3 •第3大臼歯2 •左大歯4 •第:!小臼歯•第 
2小臼歯•第1大臼歯2 •第2大臼歯•第3大臼歯)。

〇未萌出の永久歯(上顎右中切歯•第2小臼歯、左第1大臼歯。下顎 
右第1大臼歯、左第1大臼歯)。

〇乳歯(上顎右乳中切歯•第2乳臼歯。下顎右第2乳臼歯、左第2乳 
臼歯)〇

〇未萌出を含む永久歯•乳歯の形成程度から幼児1体(4〜5才)、乳 
児1体(9ヶ月頃)が含まれる。

1 2 1 1 1 6

第3号墓室 
フク土

〇左右大腿骨、脛骨右1左2、右腓骨等。保存不良のため、詳細は不明。 1 1 2

第7号墓室
(掘込)

〇頭蓋骨片、右側頭骨、上顎骨片、下顎骨片、上腕骨右2左3、尺骨 
右2左1、橈骨右2、鎖骨右1左2、肩甲骨片、大腿骨右1左2、 
左右脛骨、腓骨右2左1、右膝蓋骨、右寛骨、距骨右3左1、左右 
踵骨。
永久歯は約4体分残存。未萌出を含む永久歯•乳歯の形成程度より 
小児2、幼児5、乳児2体が含まれる。

〇その他に未成人の四肢骨片、乳児の下顎骨等。

2 1 1 2 5 2 13

第7号墓室 
フク土

〇頭蓋片、左頰骨、右側頭骨、下顎骨、右上腕骨、尺骨右3、右鎖骨、 
右肩甲骨、左右大腿骨、腓骨片、寛骨片、左右膝蓋骨。

〇小児と思われる左尺骨、右橈骨、大腿骨片、左脛骨、左腸骨、上顎 
側切歯、下顎第2小臼歯。

1 1 1 1 4
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出土地点 所 見 男性女性 性別不明 合計
成人若年 小児幼児 乳児

第3 0号墓 
埋土

〇頭蓋骨片、前頭骨2、左頰骨、側頭骨右1左3、上顎骨、下顎骨、 
大腿骨右2左2、左右脛骨、腓骨右2、左寛骨、左右距骨、左右踵骨。

〇約5体分の永久歯。焼けた骨を含む。

2 3 5

第31号墓室 〇頭蓋骨片、下顎骨、上腕骨右1左2、左尺骨、橈骨左2、左右鎖骨、 
右肩甲骨、大腿骨右2左3、左脛骨、腓骨片、左右膝蓋骨、左寛骨等。

〇焼けた人骨を含む。

2 1 3

第3 5号墓 
フク土

〇頭蓋骨片、上腕骨右2左1、左右尺骨、右橈骨、右肩甲骨、大腿骨 
右2左1、左右脛骨、腓骨片、左寛骨、左右距骨。

〇永久歯(上顎左右中切歯)。
〇小児と思われる右上腕骨、左鎖骨、右大腿骨、右脛骨。

1 1 1 3

第35号墓庭 
フク土

〇頭蓋骨片、前頭骨。眉弓の隆起はない。 1 1

第3 5号墓 
左ソデ

〇左尺骨、その他骨細片1個。 1 1

第36号墓室 
(奥タナ左)

〇頭蓋骨片、下顎骨、左大腿骨、左膝蓋骨。
〇永久歯(上顎右第2小臼歯•第1大臼歯、左大歯•第2小臼歯•第 
!大臼歯•第2大臼歯2。下顎右中切歯•大歯•第1小臼歯•第2大 
臼歯、左切歯•第1小臼歯)。

〇乳歯(下顎左第2乳臼歯)。
〇幼児のものと思われる下顎骨片、上腕骨左2、左右尺骨、頭骨左2、 
左右大腿骨、左脛骨、腓骨片、腸骨右3左1、坐骨右1左3、右恥骨。

1 3 4

第37号墓室 
蔵骨器No.1内

〇頭蓋骨片、左側頭骨、左右上腕骨、左尺骨、大腿骨右1左3、右脛骨、 
腓骨片、左距骨、左踵骨等。

1 1 1 3

第37号墓室 
蔵骨器No.3内

〇頭蓋骨片、前頭骨、左右側頭骨、上顎骨2、下顎骨、右上腕骨、左右 
尺骨、左右橈骨、左右大腿骨、左右脛骨、右腓骨、左右膝蓋骨、左 
右皆曾 仙曾 左右曲唇 右踵骨

〇永久歯、(上顎若第1大臼編2、左堵1大臼歯•第2大臼歯。下顎右中切 

歯、左第1小臼歯)。
〇未萌出の永久歯(上顎右第3大臼歯、左中切歯•第3大臼歯。下顎右 
大歯、左側切歯•大歯•第1大臼歯)

〇乳歯(上顎右第1乳臼歯•第2乳臼歯、左第1乳臼歯•第2乳臼歯。 
下顎右第1乳臼歯•第2乳臼歯、左第:［乳臼歯•第2乳臼歯)。

〇幼児のものと思われる左上腕骨、左右大腿骨等。

1 1 1 1 4

第37号墓室 
蔵骨器No.8内

〇頭蓋骨片、右側頭骨、下顎骨、上腕骨右2、尺骨右1左2、橈骨右 
2左2、左右鎖骨、左右肩甲骨、大腿骨右5左4、脛骨右2左3、 
腓骨左2、膝蓋骨右3左2、左寛骨、距骨右4左3。

〇その他約3体分の永久歯。未萌出の永久歯(下顎左第2小臼歯)、乳 
歯(上顎右第1乳臼歯)。

〇幼児のものと思われる頭蓋骨片、左尺骨。

2 1 1 1 1 6

第37号墓室 
蔵骨器No.9内

〇頭蓋骨片、前頭骨、左右側頭骨、上顎骨2、下顎骨、左右上腕骨、 
左右尺骨、右橈骨、右鎖骨、左右肩甲骨、左右大腿骨、左右脛骨、 
右腓骨、寛骨右1左2、左距骨、右踵骨等。

1 1 2

第40号墓室 
フク土No.l

〇下顎骨、上腕骨右2左2、左尺骨、橈骨右2左!1、鎖骨右2左2、 
左右肩甲骨、右大腿骨、右腓骨、右膝蓋骨、左右寛骨。

〇永久歯(上顎右中切歯•側切歯•第1大臼歯、左切歯•第1大臼歯。 
下顎右第1大臼歯、左大歯2 •第1小臼歯•第2小臼歯•第1大臼歯)。

2 2

第40号墓室 
フク土No.2

〇頭蓋骨片、下顎骨2、上腕骨右2左1、左右尺骨、橈骨片、左右鎖骨、 
右肩甲骨、左右大腿骨、右脛骨、左右腓骨、左右膝蓋骨、左右距骨、 
左右踵骨。

〇永久歯(。上顎左第2大臼歯。下顎右第2小臼歯•第1大臼歯•第2 

大臼歯、左大歯2 •第1大臼歯•第2大臼歯)。
〇未萌出の永久歯(上顎右切歯、左切歯•犬歯•第1大臼歯2。下顎右 
第1大臼歯、左第1大臼歯)。

〇乳歯(上顎左第1乳臼歯•第2乳臼歯)。

1 1 2 4

第40号墓室 
フク土No.3

〇頭蓋骨片、左上腕骨等。 1 1

第40号墓室 
フク土

〇頭蓋骨片、上顎骨片、左肩甲骨、左大腿骨、腓骨片、右膝蓋骨。
〇永久歯(上顎右切歯。下顎右大歯•第:!小臼歯•第1大臼歯、左犬歯・ 
第1小臼歯•第2小臼歯2 •第2大臼歯)。

〇未萌出の永久歯(上顎左第1大臼歯。下顎左側切歯)。
〇乳歯(上顎右乳中切歯。下顎右第2乳臼歯)。

1 1 1 3

第40号墓室 
埋土

〇ほとんどが保存不良の骨細片。
〇永久番(上顎右房2大百歯、左犬歯・第1小臼歯•第2小臼歯•第 

1大臼歯。卜顎右大歯・第1大臼歯2 •第2大臼歯、左第1大臼歯2 • 

第2大臼歯)。

2 2

第42号墓室 〇頭蓋骨片、大腿骨右2左1、左右脛骨、小児と思われる右大腿骨片。 
〇全体的に保存不良のため、詳細は不明。

1 1 1 3
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成人 成年20〜40才未満
熟年40〜60才未満
老年 60オ以上

出土地点 所 見 男性女性 性別不明
合計

成人 若年 小児 幼児乳児
第42号墓室 
フク土

〇頭蓋骨片、左側頭骨。
〇永久歯(上顎右中切歯・犬歯•第2小臼歯、左第1大臼歯•第2大 
臼歯•第3大臼歯。下顎右中切歯•第1小臼歯•第2小臼歯•第1 
大臼歯、左中切歯・弟1大臼函•第2大臼歯)。

〇未萌出の永久歯(上顎右第3大臼歯、左第2小臼歯。下顎右大歯、第 
1小臼歯•第2小臼歯•第2大臼歯)、7〜8オの小児を含む。

1 1 2

第43号墓室 
蔵骨器No.5内

〇保存不良で残存部位が少ないため、詳細は不明。大腿骨片、女性と 
思われる左右脛骨、上顎右大歯•第2小臼歯を確認。

1 1

第43号墓室 
蔵骨器No.6内

〇成人骨は保存不良の骨細片のみ。
〇幼児と思われる頭蓋骨を除いたほぼ全身骨格を確認。4〜5オ程度 

と推定される。

1 1 2

第44号墓室 
フク土

〇頭蓋骨片、左右上腕骨、右尺骨、左右橈骨、大腿骨右2左1、脛骨 
右1左4、腓骨右1左2。

〇永久歯(上顎左第1大臼歯。下顎右第2大臼歯)、左脛骨骨幹に肥厚 
した骨膜炎を確認。

2 2 4

第46号墓室 
フク土

〇頭蓋骨片、左右上腕骨、大腿骨片、脛骨片、腓骨片、寛骨片、左踵骨。
〇永久歯(上顎右犬歯•第1小臼歯•第2小臼歯•第2大臼歯2、左中
切歯2 •側切歯•第1大臼歯•第3大臼歯。下顎右第2小臼歯、左 
第1大臼歯)。

〇未萌出の永久歯(上顎右第2小臼歯、左第3大臼歯。下顎右第2小臼 
歯)。

〇全床的に保存不良のため、詳細は不明。未成人は未萌出の永久歯の 

形成程度から7〜9オ程度の小児が含まれている。

2 1 3

第46号墓室 
頭骨No.2〜3、 
N0.13、 
No.16 〜39

010-11オ程度の小児の、ほぼ全身骨格を確認。 1 1

第46号墓室 
人骨N0.3、 
歯No.l〜2、 
No.7 〜9 

No.14〜15

〇7〜8オ程度の小児人骨を確認。
〇頭蓋骨片、左右大腿骨、左脛骨、上顎左右乳大歯等。

1 1

第46号墓室 
蔵骨器No.1内

〇左距骨。 1 1

第46号墓室 
人骨No.l

〇男性と思われる左上腕骨。 1 1

第46号墓室 
人骨No.2 • 4

〇女性と思われる左大腿骨片、左寛骨片。 1 1

計 27 16 26 1 11 19 4 104

年齢区分
1

7

14
20

1
7
 4
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小
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P L.2上:安謝西原古墓群調査前遠景(南東から) 
中:安謝西原古墓群全景(東から)
下:安謝西原古墓群北斜面近景(北東から)



P L.3安謝西原古墓群 上:遠景(西から1998年3月)

中:遠景(西から2000年8月)

下:第45・35・36号墓近景(南西から)
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P L.4 安謝西原古墓群

1段目左:第1・2号墓遠景(北から) 
2段目左:第1号墓完掘状況(北から) 

3段目左:第2号墓室の状況

4段目左:第3号墓室調査前

1段目右:第1・2号墓完掘状況(北西から)
2段目右:第1号墓室の状況
3段目右:第3号墓完掘状況(北東から)
4段目右:第3号墓室完掘状況



P L.5 安謝西原古墓群

1段目左:第4号墓近景(北東から)
2段目左:第4号墓室作業状況
3段目左:第5号墓近景(北東から) 
4段目左:第5号墓室の状況

1段目右:第4号墓作業状況(北から)
2段目右:第4号墓室から外を見る
3段目右:第5号墓移転の状況(東から)
4段目右:第5号墓室から外を見る



P L.6 安謝西原古墓群

1段目左:第6号墓調査前近景(北東から) 
2段目左:第6号墓完掘状況(北東から) 
3段目左:第7号墓完掘状況(北東から) 
4段目左:第7号墓室から外を見る

1段目右:第6号墓作業状況(北から)
2段目右:第6号墓室作業状況
3段目右:第7号墓口の状況(北東から)
4段目右:第7号墓墓室内の土坑半裁状況



P L.7 安謝西原古墓群

1段目左:第8号墓完掘状況(北東から)
2段目左:第9号墓精査後の状況(北東から)
3段目左:第10号墓完掘状況(北東から)
4段目左:第11号墓完掘状況(北東から)

1段目右:第8号墓墓口蔵骨器検出状況(北から)
2段目右:第9号墓近景と土坑半裁状況(北東から)
3段目右:第10号墓墓室の状況(北東から)
4段目右:第11号墓作業状況(北東から)



P L.8 安謝西原古墓群

1段目左:第4号墓から第16号墓全景(北西から) 
2段目左:第12号墓開口作業(北東から) 
3段目左:第13号墓完掘状況(北東から) 
4段目左:第14号墓完掘状況(北東から)

1段目右:第12号墓完掘状況(北東から) 
2段目右:第12号墓墓室から外を見る
3段目右:第13号墓室の状況
4段目右:第15号墓完掘状況(北東から)



P L.9 安謝西原古墓群

1段目左:第16号墓完掘状況(北西から)
2段目左:第17号墓室の状況

3段目左:第18号墓完掘状況(北東から)
4段目左:第!9-20号墓庭作業状況(北東から)

1段目右:第17号墓完掘状況(北東から)
2段目右:第17号墓室作業状況
3段目右:第18号墓室作業状況
4段目右:第19号墓室完掘状況(北東から)



P L.10安謝西原古墓群

1段目左:第21号墓完掘状況(北から)
2段目左:第21号墓室作業前の状況

3段目左:第22号墓作業状況(北東から)
4段目左：第23号墓作業状況(北から)

1段目右:第21号墓作業状況(北東から) 
2段目右:第21号墓室から外を見る
3段目右:第22号墓完掘状況(北から) 
4段目右:第23号墓室の状況(北から)



P L.11 安謝西原古墓群

1段目左:第24号墓清掃後の状況(北から)
2段目左:第24号墓作業状況(北から)
3段目左:第25号墓移転後の状況(北から)
4段目左:第26 • 27 - 28号墓移転後の状況(北東から)

1段目右:第24号墓完掘状況(北から)
2段目右:第24号墓室内完掘状況
3段目右:第25号墓室移転後の状況
4段目右:第26 • 27 • 28号墓計測作業の状況(北西から)



P L.12安謝西原古墓群

1段目左:第31号墓完掘状況(北東から) 
2段目左:第31号墓室調査前の状況
3段目左:第31号墓室から外を見る
4段目左:第32号墓の状況(東から)

1段目右:第31号墓完掘状況(東から)
2段目右:第31号墓室精査後の状況
3段目右:第31号墓写真撮影作業の状況(北から)
4段目右:第32号墓作業状況(東から)



P L.13安謝西原古墓群

1段目左:第33号墓作業状況(南西から)
2段目左:第33号墓完掘状況(南西から)
3段目左:第34号墓精査後の状況(南西から)
4段目左:第34号墓室の状況

1段目右:第33号墓清掃後の状況(西から) 
2段目右:第33号墓室シャコ貝出土状況 
3段目右:第34号墓作業状況(西から)
4段目右:第34号墓室から外を見る



P L.14安謝西原古墓群

1段目左:第35号墓完掘状況(南西から)
2段目左:第35号墓室正面タナ
3段目左:第35号墓室右側タナ
4段目左:第35号墓口の状況

1段目右:第35号墓完掘状況(南西から)
2段目右:第35号墓室正面タナ石灰岩製の容器出土状況

3段目右:第35号墓室左側タナ
4段目右:第35号墓口円盤状の銅製品出土状況



P L.15安謝西原古墓群

1段目左:第36号墓完掘状況(南西から) 
2段目左:第36号墓完掘状況(南西から) 
3段目左:第37号墓完掘状況(南西から) 
4段目左:第37号墓室Iの状況(西から)

1段目右:第36号墓室完掘状況(北東から) 

2段目右:第36号墓室土坑検出状況
3段目右:第37号墓室Iの状況(南西から) 
4段目右:第37号墓室!I右タナの状況



P L.16安謝西原古墓群

1段目左:第38号墓作業状況(南西から)
2段目左:第38号墓室完掘状況(南西から)
3段目左:第39号墓完掘状況(南西から)
4段目左:第39号墓庭遺物出土状況(北東から)

(転用蔵骨器.サンゴ入り)

1段目右:第38号墓完掘状況(南西から)
2段目右:第38号墓完掘状況近影(南西から)
3段目右:第39号墓口の状況(南西から)
4段目右:第39号墓庭遺物出土状況(南西から) 

(転用蔵骨器.すり鉢)(転用蔵骨器・小壺)



1段目右:第40号墓作業状況(南西から)
2段目右:第40号墓室正面タナ壁面陰刻(南西から)

3段目右:第41号墓完掘状況(南西から)
4段目右:第41号墓室完掘状況(南東から)

P L.17安謝西原古墓群

1段目左:第40号墓精査後の状況(南西から) 
2段目左:第40号墓室遺物出土状況(南西から) 
3段目左:第41号墓作業状況(南西から) 
4段目左:第41号墓室完掘状況(南西から)



P L.18安謝西原古墓群

1段目左:第42号墓完掘状況(南西から)
2段目左:第42 - 43号墓近景(南西から) 
3段目左:第43号墓室蔵骨器出土状況(北西から) 
4段目左:第43号墓室完掘状況(北から)

1段目右:第42号墓室完掘状況(西から)
2段目右:第43号墓室蔵骨器出土状況(南西から) 
3段目右:第43号墓室蔵骨器出土状況(南東から) 
4段目右:第43号墓室完掘状況(南西から)



P L.19安謝西原古墓群

1段目左:第44号墓完掘状況(南から)
2段目左:第45号墓完掘状況(南西から)
3段目左:第45号墓室完掘状況(南西から)
4段目左:第45号墓室完掘状況(南から)

1段目右:第44号墓口近景(南から)
2段目右:第45号墓室作業状況(西から)
3段目右:第45号墓室完掘状況(北西から)
4段目右:第45号墓口の状況(南西から)



P L.20安謝西原古墓群

1段目左:第46号墓庭の状況(南西から)
2段目左:第46号墓室上層完掘状況(南西から) 
3段目左:第46号墓室中層ブタ頭蓋骨(北から) 
4段目左:第46号墓実測作業状況(北東から)

1段目右:第46号墓室上層遺物(北から)
2段目右:第46号墓室中〜下層遺物(南東から)
3段目右:第46号墓室下層転用蔵骨器No.1(北から)
4段目右:第46号墓室完掘状況(北から)



P L.21安謝西原古墓群

1段目左:第50号墓第51号墓完掘状況(南西から) 
2段目左:第50号墓完掘状況(南西から) 
3段目左:第50・51号墓検出作業状況(南西から) 
4段目左:第51号墓口近景(南西から)

1段目右:第50号墓作業状況(南西から) 
2段目右:第50号墓室完掘状況(西から) 
3段目右:第51号墓室作業状況(南から) 
4段目右:第51号墓作業状況(北東から)



P L.22安謝西原古墓群

1段目左:平成元年度発掘調査区現況(北から)1段目右:平成元年度発掘調査第3号墓室現況(北西から)
2段目左:遺跡全景撮影作業状況(南東から) 2段目右:南側斜面造成工事開始状況(西から)
3段目左:出土遺物洗浄作業状況 3段目右:出土遺物洗浄作業状況
4段目左:資料整理の状況 4段目右:実測作業状況



P L.23(第28図)石製家形蔵骨器(1-2)



PL.24(第29図)陶製家形蔵骨器:施釉(1・2)



3

P L.25(第30図)陶製無頸甕形蔵骨器(1〜6)



P L.26(第31図)陶製有頸甕形蔵骨器(1・2)
陶製軒付甕形蔵骨器(3・4)、転用蔵骨器(5〜9)



PL.27(第32図)中国産陶磁器:青磁(碗1、香炉2)、青花(碗3・4、小碗5、皿6 - 7、水注8、小杯9 ) 
瑠璃釉(杯10)、色絵(外反碗11)、褐釉陶器(小型壺12)



PL.28(第33図)本土産陶磁器:肥前系(瓶1〜5、碗6・7)、瀬戸・美濃系(小杯8、小皿9) 
印判染付(火入れ10)



3

P L.29(第34図)銭貨



32
〇

P L.30(第35図)銭貨



35

〇

P L.31(第36図)銭貨



PL.32(第39図)木製品:下駄(1・2)
鉄製品:刀子(3)、釘(4〜8)



P L.33(第41図)煙管(金属製品)
(陶製品)

(第42図)煙管(金属製品)
(陶製品):
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P L.34(第43図)簪(1〜9 -11).指輪(10 -12) 
(第44図)簪(1〜3)、指輪(4 - 5)



P L.35(第45図)金属製品



PL.36(第46図)円盤状製品



PL.37(第48図)骨製品(1)、貝製品(2)、ガラス製品:コップ(3)、瓶(4〜11)



P L.38脊椎動物遺骸

4



P L.39脊椎動物遺骸
〇 5cm



P L.40軟体動物遺殻
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